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本校では，平成 17 年の国際・科学高校への改編を機に，国際科学科では「探究」・「探究基礎」，総合

科学科では「科学探究」・「科学探究基礎」という科目を設けて課題研究の指導を続けてきた。 

今年度は，スーパーグローバルハイスクール(SGH)指定に伴い，国連グローバルコンパクトのテーマ

＜人権・労働・環境＞を扱う講座を加えて，国際文化科 2 年生の課題研究「探究」をスタートさせた。

他の講座でも，国際・人権・労働・環境の視点を取り入れ，また，研究を課題解決型にすることを意識

して指導した。（なお，来年度の講座テーマは，現在の 1 年生が取り組んできた内容を反映させ，国連

グローバルコンパクト及び持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals(SDGs)）の対象領域

を意識した，人権・労働・環境・教育・男女平等参画とする予定である。） 

また，研究支援の試みとして，テーマに関連した取組をしている企業を訪問したり，中間発表として

研究途上の時期に優れた研究の発表を全員で聞いたり，その発表に対する大学の研究者や企業の CSR

担当者のコメントを聞いたり，あるいは大学院生から研究の進め方について個別に指導を受けたりする

機会を設けた。さらに，できる限り研究に必要な図書と論文を入手できるようにした。 

これらの取組の結果，従来と比較すると，論文の質が向上したと多くの教員が感じた。 

一方，不十分な点もある。問題の絞り込み方，引用を客観的に材料として利用するやり方，調査結果

から考察や提案を導き出す時の論理性，参考文献の書き方等，である。論文の構成のし方や参考文献の

書き方についての指導が不統一なことが，この論文集を編集する中でよくわかった。このように毎年論

文のまとめを作ることをふりかえりの機会にし，見つかった課題を次年度の指導に反映させていきたい。 

また，論文のための論文に終わらせず，この論文作成が，将来の自分の進路に繋がったり，同じ問題

に取り組もうとする人々の助けとなったりすることが望ましい。 

これらの点について，ご意見やアドバイスがあれば，ぜひ sgh.osaka.senri.hs@gmail.com まで連絡

をお願いしたい。 

今年度は国際文化科 2 年生が共同研究を含め全ての課題研究 110 件を学年末発表会「千里フェスタ」

において口頭発表した。生徒たちはその発表を 4000 字以上の論文にまとめて授業の最後で提出するこ

とになっている。この論文集では，各講座（同テーマで 2 つの講座が開かれているものもある）から 4

つを目安に講座担当者が選んだ 38 の論文を掲載した。論文は，テーマごとに整理して掲載している。 

 
2016 年 3 月 

大阪府立千里高等学校 

SGH 委員会 
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途上国の 問題 

 

1.はじめに 

々， 本の人々が で っていることは考えられない。 口をひ れば安全な が出てくることが

当たり のようになっている。しかし， の多くの 域では 9 人もの人々が安全な を ること

が しいのだ。この人 は WHO( 機関)によって定 された 1km 以内に一人 1 20 トル

の を できる がある，ということを目安にしている。そこで はこの問題の解決案として，

本の に関する 識や ， な を途上国に し，現 の人が を安全に できる環境を 持

し， 理できるように指導すること，また，その 域の ー に合った援助をすることを提案する。 

2-1.水の問題と途上国の実態 

本の は でも 指のものであり，また 本はかつて な にみまわれた時期があり，

後から高度 成 期を て大きく発 してきたため，それらを一つひとつの において った

識と は，他国にないもので，そうした は，途上国における や人材育成の分 に大きく

献できるに いないと考えたからである。 

安全な の というのは， に「 」の問題だけを解決するだけではなく，他にも 々な が

ある。その一つとして の 学 の 加が られる。1km 以内に一人 1 20 トル できな

い 域では くみをすることが労働のひとつになってしまう。 くみの は多く 合，女性， に

学年 にある女の の なのだ。女の たちは くみに 1 時間も やしているのが現 で，教育

の機会を われている。UNICEF(国連 基 )によると， 際に アで を できる環境を

整え，コ テ の人々に基礎的な 生 識の 及や 指導を うことで， の 学 が 加し

たという がある。 の問題は， の問題であると同時に，教育と発 に関わる問題でもあり，

もの将来と 来を大きく する問題なのだ。まだ設 の整っていない途上国に，これまでの をも

とに 々の を し， のように っていくかまでを指導する人材育成を っていくことで，途上

国の 問題を解決し，さらにそれによって， の教育 向上や女性の 会進出も 進され， が

性化し，途上国の発 に繋がる。 

2-2.具体的な援助の実態 

では， 的に のような で援助を うのかについて する。途上国とひとくくりにいっても，

方の な の 域と では めている援助の に いがある。 

方の な の しい 域では，まず な のハードを作ることが である。しかし，それだ

けでは一時的な支援になってしまい，安定した の ができない可能性がある。持続可能な援助にす

るためには現 の人々が 理していくために人材育成を っていく必要があるのだ。 

国際 NGO の ーター イドはアフ の ル フ という国で 進的な ロ ェクトを っ

ている。その ロ ェクトというのは，インフ に し を することで を できるように

しただけでなく， の ー が の になれるように研 を した。 ー は， を
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って の や を し， のす ての が 上がってしまう 機を めに見 めることを学

というものである。 

視 ー のメンバーが， の を すグ フな を いながら，作 の をまく時期や，

れくらいの をバ にくんでよいかを の人々に し， を 1 年 365 いつでも利用できるよう

にする方 を し合う。この 域では， の が 発して の が がる 期が 1 年のうち 8 か

月も続くこともあり，この ロ ェクトは，そのような時期でも を利用できるように めている。こ

のように，ただ を するだけでなく，援助を受ける が ー ー ( 性)を持ち，援助を

う国や国際機関との意見 をもとに持続可能なものにしていく必要がある。 

では， に安全な の と の が めてられている。 とはパイ の

れや な により，料 入に結びつかない の 合であり，この が途上国のなかでは 50

以上ある国も多く， の 的利用という観点からも，安全な の安定 という観点からも，多く

の課題を えている。 本でも 後 期や高度 成 期には が高いという課題があったが，

その後 な点 によって ， や があった な を中 に 一の の さを

っている。そこでその を途上国の に すれば な援助になると考えた。そのうちの

が以 のものである。 

国際 機構（JICA）は，2 月 16 ， テク ル ー ス 会 と ステ の 及

業に関する を 結し，インドのバン ロールでその 業を った。インド国 府は国内

に関し 5 年 画を 定しており，現在は 12 次 5 年 画（2012 年 4 月 2017 年 3 月）の 画

期間である。 12 次 5 年 画では，2017 年度までに 全人口への上 ，24 時間連続

等が目標として含まれている。しかしながら，2011 年時点において， な 化に伴う

大に伴い， では へアク スできない人口が 7,500 人 度 在しており（ 人口は 3

7,710 人），また， ー スを受けられる においても十分な 質・ ・ 時間が

されていない。この調査の 対象 であるバン ロールは ル タ の であり，インド 3

の人口を する大 である。 な 業発 に伴い，バン ロールにおける人口は，2012 年には 85

0 人に しており，今なお人口 入が続いている。バン ロールにおける上 の整 および 持

理は上 （Bangalore Water Supply and Sewage Board）が っており，同 は 2011 年

時点でバン ロール 内および の 900 人に対して を っている。上 （Bang

alore Water Supply and Sewage Board）による一 あたりの は 950MLD（Millions of Lite

rs Day）であり， 人口の 要 1,800MLD（200L/人 ）に比 850MLD が不 している

にある。このような ， しでも を し，限られた を に利用することが めら

れている。今 を 結した 業は，同 において，自 視 を設 し， ・ 関 を

組み合わせた を導入することによって， の を図るものだ。 の によっ

て， ー スの向上，さらには な料 な 業全 の 全化につながることが期 さ

れるというものである。この の 合では と 関 を組み合わせた を利用しているが，そ

の他にもインター トを利用して ータを取るものな 々な 視方 がある。 の問題や
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な その 域にあった を することが可能である。 

また， ではス ン やル ン な 途上国からやってきた研 生を指導する上

理（ 対 ）を った。途上国の人々が を学び，国へ って学んだ 識や

を してもらうことで途上国の で安定して を しようするものである。これも持続可能な

解決 の一つである。 

. とめ 

これまででも たが，途上国といっても しい 域と では めている援助の が全く う。

また，現 の人が本当に を必要としているかは国によっても 域によっても なる。 の問題は，そ

の 域の や と 関 のある「自 の問題」でもあるから，現 の個別の に対 したきめ

の かい が必要なのだ。 からの援助によってもたらされた 設をいかに自分たちのものと っ

てもらい， 持に関わってもらえるか うかが国際 の成 を分けるのである。 

本の優れた と今 を えるまでの を基に，現 の人々やその の ー に合った

や設 を考え，それを持続可能なものにするために現 やその国の人々の人材育成を うことが，

途上国の 問題を解決し，それによってその国が発 することに繋がると は考える。 

 

・フ イ ル・ ートインド国上 ー スの案件化調査, http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko

/oda/seisaku/kanmin/chusho_h25/pdfs/3a21-1.pdf 

・JICA 課題別研 「上 理対 （ 対 ）」を , http://www.water.city.nagoya.jp/c

ategory/30700kisyahappyou/13125.html 

・Koudougou's story -Stories from our work- Our impact- WaterAid, http://www.wateraid.org/us/whe

re-we-work/page/burkina-faso 

・ フの取り組み- 本 フ 会, http://www.unicef.or.jp/special/water/torikumi.html 

・Total population access to an improved water source, http://www.unep.org/dewa/vitalwater/article1

94.html 
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「国内 」について 

 

現在， ーロ パでは， し せる に対する対 が，問題になっている。 と ばれる人々の

件として，「人 ， 教，国 ， 的意見やまたは 定の 会集 に するな の理 で，自国に

いると， を受けるかあるいは を受ける れがあるために他国に れた」人々と，「 の

に関する 」で，定 されている。 

今 ， とは， 的な の か， や，人権 な を れるために，国境を えて他

国に を めた人々を指すようになっている。国 高等 （UNHCR）は， 各

の の と支援を っている。しかし，各 には と められず， しんでいる人々もいる。 

「国内 」と ばれる人々を っているだ うか。 らは， と たような境 でありながら

も， と められず しんでいる。ここで， の定 に れておく。「人 ， 教，国 ， 的

意見やまたは 定の 会集 に するな の理 で，自国にいると を受けるかあるいは を受け

る れがあるために他国に れた」人々と定 され えば，内 の 者がその を れるために，

を て自国の安全な 域に れても， らは自国にと まっており，国 への をしていないた

め， とは められない。 らは，いかなる理 であっても，国境を えなかったために として

められないため，UNHCR 等の国際機関，NPO な の からの支援を十分に受けることができな

い。現在，国連には国内 を に援助する機関が 在しないため，UNHCR が他の国際機関と

しつつ，国内 に対して援助を っている。 

現在の国際的なルールでは，当 者である 府が国際 会の を めば，他国はその国際機関に対

して もできない。2013 年末時点で UNHCR の調 によると， の は 1670 人，それに対し，

のみでも 3330 人と である。 

そこで は，「なぜ として められ を いつつも，より安全な へ することができる

ようになった人々よりも い いる国内 が， に支援・援助を受けることができないのか」

と 問に感じた。 

国内 という の 度の さにより，あまり人 までは 目されていないが， 際， の

もの の国内 について，もっと 目す き問題である。現在，イス 組 の 頭は

タイ ーな 題であるが， らのような 組 による，テロの 加な により， らの はさら

に えるだ う。よって，国際 会は， のない人々を する手 を考える きである。そこで は

国内 をめ る の き，そして今後国内 が うあるかについて ていく。 

らを助けるために の国際機関の設 ，国際 の 定を考えた。しかし，それらには，各国の合

意が必要であり，かつ国 ルの問題である。そこで， は，国内 をめ る の き，そし

て今後 らを うため，国際 会が うある きかについて ていく。 

や，国内 が生まれる な は， らの国で こる や，内 により らの に が

及 ことを け， らが んでいる 域から 出すことである。その ，内 の としては，IS

大 立 題 「 」2015 	 文集
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IS な の 組 による や，その に対しての ，また， への 的な き，

に対しての反発な も な として られる。 

加し続ける国内 への対 は「領域国の 権 という い 」により， 年の間 まれてき

た。1951 年 7 月 28 に された「 の に関する 」の 用 に含まれず，また，同時期

に設立された UNHCR の 的な 対象も，国際 の現 に従うかのように，その設立 におい

て，国境を えた と定められた。一 の 府 表から，国内 についても， の 用 に

含まれる きだという意見が出されたが，領域国内に まる国内 を国 的 の対象とすること

は，国 権の に するとした意見が多 を めたため，最終的には， 統的な の に

従い，国内 は の対象 となった。その後，このような国際会 の中で国内 について多

くの 論がかわされてきた。1984 年コロン アで開 された，「中 ，メ コおよびパ マにおける

に関する 論会」における最終文書である，「 に関する ルタ 」は「国内

の に を表 」するとともに，「 府当 および国際機関に対して， らに と援助を え，

らの多くが している を するよう」 めた。その後，1988 年， ル ェーで開 された

「 アフ における ， ， の に関する会 」，1989 年，グアテマ で開 され

た「中 に関する国際会 」や，こうした れを んだ国際 NGO による働きかけも を し，90

年 に入ると国連による国内 問題への取り組みが 現化する。92 年 7 月，スー ンの ン が

「国内 担当国連 総 表」に された。 は， 府，国際機関，NGO，研究者な ， 々

な関 者の を て国内 の問題への解決 を するとともに，この問題を える国々を訪問

し， 府当 との会 に 的に関 してきた。 の を受けて，国内 問題への国際的な関

は 的に高まったといえるだ う。 

国際人権 ，国際人 には，生 権， の安全と自 な ，国内 の に 用可能な

が 多くある。また，国際 においても，人権 は国 の基本的 であるとされている。しか

し，領域国がその を果たさない，もしくは果たせないために，現 との間に大きな たりが生まれ

るのである。国際 会に められるのは，そうした たりを め合わせることに他ならない。 

また，国際人権 ，人 の は， らの かれている な ー を考 に入れていないため，

用可能な があったとしても，いくつかの に 在しているのが現 である。また， とん

の 合において，これらの が 用されるには，領域国が当 の に加入している必要がある。

さらに，国内 の たる発生 の一つである国内 においても，「 」とみなされない

内 な の では として，人 の は 用されず，人 の もそうした において，

一 の 用 限を めている。また，人権 の は 的に国 に対して 用されるものであり，

一 の を けば，反 府 による は対象 となる。 

これらの を まえ， ン を中 に国際人権 ，人 ， の スパートが集まり，国内

の の観点から の国際 の問題点を し， に 用可能な を一つの 組みに

統合する試みが われてきた。そして，1998 年 2 月には，「国内 に関する指 」と題された文書

が ン によって国連人権委員会に提出された。 
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指 は， 総 表，領域国 府，その他の関 当 もしくは集 ，国際機関，NGO が国内

問題に対 する際に イド インになるものとして，国際人権 および人権 に定められる を

識し，30 の にまとめたものである。1998 年 3 月には人 ・開発援助に わる国連機関な に

よって構成される機関間 設委員会（IASC）が，指 を現 ルに 及されることで合意した。こ

うした 開について総会も「指 のさらなる 及と 用を する」と，表 している。 

この指 は 的 をもたないが， 総 表が国内 を える領域国との対 のさいに援

用したり，UNHCR 等の国際機関が現 での イド インとして用いたりと，国内 の に関す

る国際的指標として 識を つつある。 

国内 に関する がこれまでなかったことが，国内 問題解決への大きな となってい

たことついて，これまで てきた。そして，国連 ステ の中で，国内 の問題に関する な

分担の もこの問題を にしてきた大きな要 の一つである。国連機関においては，「 」

であれば UNHCR,「 」であれば， 画（WFP）「 も」であれば，国連 基 （UN

ICEF），「開発」であれば国連開発 画（UNDP），あるいは，「人権」であれば国連人権高等

（UNHCHR）というように，一 の 分担は可能だが，国内 の 合は，それらのす て

であって，いずれでもない。つまり，国内 問題は，UNHCR,WFP,UNICEF な の多くの国際機

関の に関連するものの，いずれの機関も な 権限もあたえられてこなかった。各機関の

が，国内 問題のための と らかの 点を持つとして，国連からの要 に じる で現 的に

対 してきた。しかし，この問題す てを受け入れるには， が大きす るとして，各機関は を

してきた。また，国内 の国際機関設立という選 も， の機関の機能に すること

になり，かつ予 の問題により 現性に しい。そこで，考えられたのが，各機関の を調整するこ

とで，そうした「組 的 」を め合わせようとするア ロー である。 

この れを受け，国連 総 は，1997 年に発表された「（国連）改 画」において， 支援調

整 が，機関間調整の 口 にあたることを した。また，1997 年末には IASC 内にあった「国

内 に関するタスクフ ース」が，「 ー ング・グルー 」に 編され，さらに 2000 年 9 月には，

国連 総 への 提 を う く，IASC 内に「国内 に関する上 機関間 ト ーク」が

設立された。この ト ークの提 により，2002 年 1 月に国連人 問題調整 内に，「国内

ト」が設立された。 

現在，国連機関および NGO から された ト 員が国内 に対する機関間調整の業 に

従 するとともに，これまで，ス ン ， ア，スー ンな の国で調査を っている。 

ただ，国内 問題の の大きさからして，現在， 員に えられた手 と でこの問題に

に対 できると十分に い れない。 

そこで，今後の課題として，国内 を支援するための統一的な の作成が必要であると考える。

これまで た り，国内 が な支援・ を受けられない な として， らを支援・

するための な が 在していない があ られる。現 として，各機関間を調整する 口 によ

り，支援・ が われている。そこで，各国際機関・NGO が各機関の 化した分 でス ー な
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ートを えるように統一的な の作成を う きであると考える。EU では，一つの共同 として，

的な の大まかな統一が われていて，その中の一つとして， の統一な が われている。し

かし，また EU に する国 ルでも国 ごとに が 在し，一つ一つの国 を している。

この ステ を国際 会に当てはめて考えてみると，EU は国連に当てはまり，EU 内の各国 は，国

連内の国際機関または NGO に当てはまる。 

これは，あくまで えではあるが，このように，各機関が しやすい環境を作ることで国内

問題解決の がかり，または，ス ー な ・支援につながるのではないかと考える。 

国内 をめ る問題は，いまだ 度が く，その問題に 的に対 する国際機関も 在して

いない。そのため，この問題はとても しい問題であり，的 な対 を見出すことは なことでは

ない。そこで，今の問題点を まえたうえでの今後の課題として，統一的な の作成を うことで，国

内 への支援・ について，共 の理解を ることができるだ う。そして，よりス ー な

ートを えるだ う。 

 

・ : EU における 統合, http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/eu/euro_gaiyou.html 

・ 調査月 2003 No.1,  ,国内 （IDP）と国連 国際的な関 の高まりの中で , http:/

/www.mofa.go.jp/mofaj/press/pr/pub/geppo/pdfs/03_1_2.pdf 

・UNHCR Japan, http://www.unhcr.or.jp/ 
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「なでしこ 」を選定することによる 会への 献とは か 

千  

1.はじめに 

開発機構(OECD)が 2015 年 7 月 9 に 表した加 34 か国の 用 をまとめた「 用ア

トル ク 2015」によると， 本の 25 54 の女性の 業 は 71.8 で加 国の中では 24 である

と られています。女性の 業 が最も高かったのはス ェー ンで 82.8 ，82.1 のアイス ンド，

81.8 のスイスが続いており，最も かったのはトルコの 34.6 ，加 国平 は 66.9 であると ら

れています。このことから 本の女性の 業 は国際的に高いとは えない にあるということがわ

かります。 は， 能であるならば男女問わず 用する方が会 の利 になるのではないか，また 本

での女性 用が 加すれば に んな があるのかということに 問を感じました。そこで「なで

しこ 」という女性 用 進の取組を り，「なでしこ 」を選定することと への につい

て調 ることにしました。 

2.な の と の  

な とは 

まず，「なでしこ 」とは 一 上 企業の中から業 ごとに女性が働き続けるための環境設

や女性の 用な 進を 的に進めている企業が 業 と 取引 により選ばれる

もので，2012 年度より われている取組のことです。この の選定は 年度 17 ，2 目の 2013

年度ではあ 26 ，2014 年度では 40 と年々 加しています。この取組は安 権が「成 の中

」とする「女性 進」の取組の一つであり，「女性 進」に優れた上 企業を にとっ

て のある として することを じて，そうした企業への を 進することを いとしてい

ます。安 権の「女性 進」の取組は他に， 会のあら る分 において，2020 年までに，指

導的 に女性が める 合が なくとも 30 度になるよう期 するという目標を 成するための

である「 テ ・アク ン」な がありますが，ここでは「なでしこ 」について考えて

いきたいと います。「なでしこ 」は女性の ア支援と と の 立支援の つの か

ら され各業 上 企業の中から でパフ ーマンスもよい企業が選定されています。ではこの

なでしこ を選定することによる 会への 献とは なのでし うか。 

な の と の  

として は，「なでしこ 」を選定することにより，女性の 進と企業の業 の関 を可

視化して労働 での を高め，企業が利 をあ る一つの理 として女性 用があるということを

ってもらい，より多くの企業に「 イバー テ ・マ メント」を 進させる 果があるのではな

いかと考えます。「 イバー テ ・マ メント」とは性別，国 ， がいの だけでなく や

も含め「多 な人材を かす のことを指します。つまり，「なでしこ 」の女性 用 進か

ら まり，多 な人材の必要性が見 されるのではないかと考えます。 
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国 の実  

際「 イバー テ ・マ メント」を 進している取組 としていくつか ると，「 スト

ス ーク」を中 とした文 ・ 用 の を っている 本理化学 業 会 は全従業

員の 4 分の 3 を める 54 が 的 がい者です。この企業は 的 がい者従業員の 化の成 に

より， 利ではなく スとして 業を成り立たせていることで多方 より 目されています。さ

らに 目したいのは， がい者にも ー ーや 5S 委員(5S とは整理，整 ， ， ， のこと)と

いった ンを設け， ー ンを高める 組みを用意してあることです。その ンへ

の れにより多くの従業員が一 に ようになり， 際にこうした ストに選 された従業員は

の となる く，さらに りができるようになるといった成 を果たしているそうです。他に

も，総合 バ グ ー スという ー フトメー ーや タル から業 を け った 成

の フト ェアの 作を ー ーの視点から し，不 合を する企業である 会 タルハ

ー は 働 の多くは ート，フ ーターから成り立っており， 従業員についても ート，

フ ーターからなる 員から 用していることからこの企業は ート，フ ーターで構成されて

いると っても ではないのです。 間一 にはす に を めてしまうイメー の い ート，

フ ーターですが，この企業での は いです。その要 として，働きやすい環境の整 と従業員

間のコ ー ン 進が られます。この企業は 内に フ ルー を用意し，上 と

の を取り うための もあり， の上 関 にかかわらず対等に 論できる が 要

であると掲 ています。その他にも全従業員の 3 分の 1 が 60 以上である 向けに中 機

を中 とする 用設 の をおこなう会 や， 業 において女性 人が全 の 2 を めるな

多 の企業が 々な手 で「 イバー テ ・マ メント」を 進していることがわかります。こ

れらの から 年の 本で，「 イバー テ ・マ メント」が 進されてきていることがわかりま

す。 

の  

年，この「 イバー テ ・マ ト」が 進されている理 の一つとして， 質な人材から構成

される組 より，多 な人材がいる組 の方が，さま まな で スクを できることがあ られま

す。 本では男女の分業を基本とした 会，企業，組 が く 在していたため，「 イバー

テ ・マ メント」という はあまり 成されてきませんでしたが，グローバルに 開している企

業にとって「 イバー テ ・マ メント」の 進はもはや必 となってきています。2015 年度の

「なでしこ 」に選定された企業の一つとしてス ク な を する 会 である ル

ー 会 があります。 ル ー 会 では イバー テ 現の 一 として「 イバー テ

進」を 上の 要な の一つとし，「女性の なしに ル ーの成 はない」という方 のも

と，人 の多 性を かした企業を目指していると られています。このように もが っているよ

うな大手 会 でも「 イバー テ ・マ メント」が 進されることによる 会への は大き

いと考えられます。 
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との  

では， と比較してみると うでし うか。 の企業 イバー テ ・ ン ングを毎年調査・

発表している 国 DiversityInc の「The DiversityInc Top 50 List」によるとスイス・バー ルに本

を く 会 Novartis Pharmaceuticals Corporation が2015年度の ン ングで1 でした。

DiversityInc は Novartis Pharmaceuticals Corporation を 1 に選んだ理 として，人口バ ンスの

向上や の 定，及び 人，LGBT， がい者の 用と定 に本 導で取り組んだことを

ています。また，この ン ングには上 には のグローバル企業が 多く ンクインしており，

本企業は 50 のうちに 1 も ンクインしていません。この ン ングは自 的に参加を表 した

企業だけが対象となるため， 本の企業があまり参加していないということも考えられますが，この

ン ングからわかることは多くの 企業がこの ン ングに自 的に参加し，この ン ングを 要

視しているということです。この ン ングを して 目す き点は選定の基 です。 本でも

業 による「 イバー テ 企業 100 選」が平成 24 年度より されており，140 あまりの優

企業が選定されてきました。この取り組みは「 時間労働 等の働き方改 」，「女性の 域 大・

の高度化」，「 国人の 進」の 3 つの点を 点に いています。 点の一つに女性 が入っ

ていることから 本では イバー テ というと対象が「女性」に向けられるイメー が いことがわ

かります。これに対して 国 DiversityInc の「The DiversityInc Top 50 List」では選定基 に LG

BT を含 「性別」を め，人 ， ，年 な も取り上 られています。 での イバー テ

は， 本での イバー テ に比 て い人たちに対する 会的 を要 しているのです。このこ

とから 本は と比較すると，「 イバー テ 」に対する意識がまだまだ いのではないかと考え

られます。 

. とめ 

以上のことから は，「なでしこ 」による女性 用可視化をきっかけとし，「 イバー テ ・マ

メント」を 及させる 果があると考えます。そしてそれによる 会への 献とは，性別，年 ，

国 ， がいの ， や を えて自分の能 を発 できる に けることだと えます。

本の「 イバー テ 」は 年， に 進されていますが， と比較すると「女性 用」に限定さ

れたイメー がまだまだ く， 会への多 性が さいことも です。「なでしこ 」を選定する

ことによって，女性 用に限定されず，本当の意 での「 イバー テ 」が 進されることを期 し

たいです。 

 

・ 開発機構(OECD), 2015, 「 用ア トル ク 2015」, http://www.oecd.org/tokyo/ 

・ 業 , http://www.meti.go.jp/policy/economy/jinzai/diversity/nadeshiko.html 

・ 本理科学 業 会 , http://www.rikagaku.co.jp/items/01dustlesschalk.php 

・ タルハー , http://www.digitalhearts.co.jp/index.html 

・ ル ー 会 , http://www.calbee.co.jp/index.php 

・DiversityInc, 2015, TheDiversityIncTop50List, http://www.diversityinc.com/the-diversityinc-top-50-co

mpanies-for-diversity-2015/ 
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の とフェアト ード 

 

1 はじめに 

今 ， では の が 大しています。2012 年には の 合が 人口の 12 7 ， 8

9600 人にの りました。 とは に 的な理 によって生 が しく，必要最 限の ら

しもお つかない人たちのことをいい，1 1 ドル以 で生 している人たちのことを に 対的

といいます。グローバル化（ 会的あるいは 的な関連が， 来の国 や 域な の境 を えて，

に 大して 々な 化を引き こす現象）が進 につれて 進国が発 する一方，発 途上国

では が 大し， 国の は なものとなっています。その解決 の一つとして今 られ

ているのが，フェアト ードです。フェアト ードとは，発 途上国で作られた作 や を な

で 続的に取引することによって，生 者の 続的な生 向上を支える の 組みのことをいいま

す。 本ではイ ン 会 や 会 画（ ），スターバ クスコー ー パン

会 な がこのフェアト ードに参画しています。 

一見とても い のように えますが，問題点もいくつかみられます。 えば，フェアト ードの

ル を受けるには多くの 件を 進国と途上国の 者が たす必要があります。それらは，フェ

アト ード最 の な の「 的基 」，安全な労働環境な の「 会的基 」， ， の

理な の「環境的基 」の大きく つに分かれており，それ れについてたくさんの基 要を持ち

ます。そのため， ルをつけられない がいるな の 本的な問題から，フェアト ード の

要 が さいため，生 に対して，わずか しか できていないという現 があります。また

本では，フェアト ードに参画しているのは大企業が とん で，その は多くありません。その理

として，フェアト ードに参画するだけの 的 がないことがあ られます。大企業しか参画する

ことができないという 組みになってしまっていることも，問題点の一つといえるでし う。 

これらの問題をふまえ， はこのような を立てました。本来， をなくすための手 であ

るフェアト ードが， 際は に立っていないのではないかということです。この を する方

として，インター トな から を 集しました。 

2 の  

まず，フェアト ードが発 途上国に及 す を調 ました。メ トとしてまず られるのが，

生 者が安定した 入を られるということです。これは， が不安定な発 途上国の生 者と

その の生 を るために大きな を果たしています。 えば， ーコー ー150 の

合， （生 者の 業を ・ するために国や が する ）は 8 で，これをコ

ー ー1 に すると 0 6 度になります。一見 ないようにも えますが， コー ー生

は 10 トン，100 トンといった大きな で取引されるため，生 者が手にする は 40 ，4

00 というまとまった になり，生 域の 会発 に大きな成果が表れているとこ も 多くあり

ます。 
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また， に見合った で取引されるため， 労働や 労働な の改 にもつながります。

えば，最 ， 本でも人 のある「フ スト・フ ン」（最 の を取り入れながら

に えた 料 を， い イクルで 的に大 生 ・ するフ ン ンド）ですが，その

90 以上が で作られ， 入されたものです。そしてその とん が，バング な の発 途

上国で作られており，そのような発 途上国では， 労働や 労働， 労働， 時間労働な

といった人権を 視した い 件で労働者を っています。労働者 は 生 の い作業 で 1 1

2 時間から 14 時間， くな も い中で働いています。その点，フェアト ードを取り入れれば，

が な で取引されるな の点でこれらの問題解決に大きく きます。 

しかし にも たように，フェアト ードには課題もあります。そして，調 ていく中で，その問

題点の多くが発 途上国と 進国の関 性にあることがわかりました。フェアト ードに関わる 国の

関 性はとても いものに えますが， 際， 進国の 員による や 人のごまかしな の の

や い によって，生 者たちは， 進国の企業を 用することができなくなっているといいます。

「 い取ってもらう 」と「 い取ってあ る 」という立 である以上，課題の解決は なものに

なります。そして が 目したのが，発 途上国と 進国が「 り手」と「 い手」という立 で メ

ント化された時にでてくる課題です。この時， 進国の企業が発 途上国へ進出することが，間 的に

されるということが きます。現在， （国際フェアト ード ル機構という国際 ト

ーク組 ）がフェアト ードの生 者の対象国として定 している国は，アフ で 60 か国，アメ

で 35 か国，ア アで 40 か国， ア アで 16 か国で，アフ に一 多いことがわかります。一

方で，多国 企業の は，2000 年の 進国 80 ，途上国 20 から，2004 年の 進国 60 ，途上

国 40 で，途上国への が えていることがわかります。しかし，この は途上国の中でも，60

がア アに対するもので，中国， ア アに に多く，途上国の多いアフ にはわずか 8 しか

されていません。では，なぜア アへの進出が集中したのか。それは，現 の 府が 導する が

な理 です。中国や ア アの多くは， 入関 （ 入 に課せられる ）や 人 （ 会 や

同組合な の 人が た，各 業年度の にかかる ）の優 を受けるな の「 出加 （

）」を作り，多国 企業の に成 しました。つまり， 進国の は，ただ に多国 企業の

進出を っている国よりも， 進国が かしらの優 を受けるような を っている国に向くという

ことになります。 

そこで考えて きたいのが，本題のフェアト ードです。このフェアト ードという は， にも

たように，発 途上国と 進国が「 り手」と「 い手」という立 に メント化され， 進国の

企業が発 途上国へ進出することが，間 的に されるということが きます。 かにフェアト ー

ドを えば，途上国の人たちの生 はいままでよりも安定します。しかし，そのフェアト ードを続け

ている間にも， 進国が優 されるような を っている途上国，そしてフェアト ードでいう「

い手」の立 である 進国は，ずっと発 を続けています。つまり，フェアト ードで安定をはかって

いるだけでは， はなくならないということです。多国 企業が途上国へ進出し，途上国も 200

4 年のア アのように， 進国が しでも優 されるような を っていくことが， をなく
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すために必要だということになります。 際，アフ の ー スでは， 業を中 にした

出加 を設 したことで， 出は，従来の基 業である の 出 を えました。しか

しフェアト ードを う途上国の多くは，そのような を えるだけの 的な を持ちません。

そこで は次のような解決 を考えました。 進国は途上国に対して，自国の企業を進出させるととも

に，自分 の持つ や 識，企業 の ハ を教えます。そうして将来的に途上国が自分 の

で国の を上 られるようにすることで，企業の人材を現 調 することができ， 進国の人材不

の解 や人件 の にもつながります。これからは，フェアト ードの わりとして，このような

を っていく きだと考えます。 

とめ 

フェアト ードは，メ トと メ トの 者を持ち合わせており，その メ トの多くは，

進国と発 途上国との関 性にあります。そしてその課題の多くは途上国と 進国が「 り手」と「

い手」という立 で メント化されたときに出てきます。そこで が提案する が， 進国が企業進

出するのと同時に企業 の ハ を教えるというものです。途上国にとっては自国の の向上

につながり， 進国も将来的に，人材を現 調 できるという利点があります。よって は，フェアト

ードを続けるだけでなく，このような も っていく きだと考えます。 

 

・http://kotobank.jp/word/%E8%B2%A7%E5%9B%B0%E7%8E%87-188671 
・http://www.worldbank.org/ja/news/feature/2014/01/08/open-data-poverty 
・http://www.geocities.jp/fpspjapan/inequitypaper.html 
・http://www.wakachiai.com/fairtrade/about_fairtrade/ 
・http://seize-stone.com/international-cooperation/pros-and-cons-of-fairtrade-label/ 
・http://kotobank.jp/word/%E59B%BD%E9%9A%9B%E4%BE%A1%E6%A0%BC-499211 
・http://www.nskk.org/chubu/alc/luke/trade.html 
・http://www.fairtrade-jp.org/about_fairtrade/whyfairtrade/000045.html 
・http://www.peopletree.co.jp/ptlp/ft.html 
・http://www.fairtrde.net/fileadmin/user_upload/content/2009/standards/documents/2011-07-01_Geograp

hical_Scope_policy_EN.pdf 
・http://www.geocities.jp/isciscisc52/middle/isc52______link/table2_doi.htm 
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フ ーストフ ンを支える け の  

指 を受けて改 は うなされたか  

中  

1 的 

フ ーストフ ンの け で きる労働問題を のように改 していけばいいのかを，

クロの け を に考える。 

2  

中国における多国 企業の を調査する目的で設立された NGO である Students & Scholars Ag

ainst Corporate Misbehaviour(SACOM)が労働問題に取り組 NPO である国際人権 ーマン イ

(HRN)と中国労働問題に取り組 Labour Action China(中国労働 )との共同 ロ ェクト

の一環として，中国における 従業員の労働環境について 2014 年 7 月から 11 月に り， クロに

ト生 とアパ ル を している け企業である Pacific Textiles Holding(以 Pacific)と

Dongguang Luenthai Garment Co. Ltd(以 Luenthai)に 入調査を った際の 書と， 書が

出された 5 月後に発 された クロが う CSR の PR から を ， が 表された後，

のような改 がなされたのかを み取った。 

と  

書の中で取り上 られていた問題点の一つ目は，安全対 の十分でない な労働環境 だ。そ

の としては， 内が する人が出る 高 であること， が れていること，化学 質の

用方 が しく われていないことを とする ， 設 や 等の対 の な が

られる。Pacific では，労働者が作業 から する が 発することを調査員は目 したという。

の労働者は，2 の高さで み の上に立って作業しなければならないため，これらの は，

労働者が生 に われ， に対する い を受けている 合， によく発生している。 料 で

は， に高 な 料タンクでの作業を なくされ， 対 はない。タンクは，100 -135

にまで することもあるそうだ。また が で，2014 年 7 月には機 からの が こり，労働

者が したとの もあったという。さらに， を伴う な化学 質(PTEG，PT200 な )が

用され，労働者は い の中での作業を なくされている。 設 は，全く機能していない。

め に 用されている には， が く な化学 質が含まれているものがある。もし，労働

者が 引な をした 合は， を 内に取り込 ことになる。 は，労働者にマスク，グロー ，

用スー な の トを必要に じて提 しているが， 作業 の は 40 という高 に

するため， 際労働者は 用を選ばない。結果的に，そのような トは全く われていない。あ

る労働者は，化学 質に対する 識の さを指 している。 際，調査員は， 理設 の くに

に不 な が っていることを している。このような は， くの や アパートに んで

いる労働者の生 にも を えか ない。そして， 中のひ い こりは， ， 業 ，

不全な を引き こす があり， や 年 につながる れもある。1987 年には，中国
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のハル ンにある で 者 58 人，けが人 177 人も出した 発が発生した もある。2014 年

には， にある のアク ー作業現 において 発が発生している。そのため，作業

における 中の が多いということは，決して な 象として けられるものではない。 

これらの問題のうち， に関しては， クロが発 した CSR の PR から改 されたこと

がわかった。現在，Luenthai では中国で大 しくなった国 の 基 を たしているのはもち

ん，大 な 理 を作って，一 の ，他の の な ， 域全 の 理を引き

受けている。労働者の によると，以 は の いがひ かったそうだが，今は わなくなっている

そうだ。 

は，これらの問題に対して，不定期の クロの 員による き ち 査をする きだと考える。

調査 書によると， クロを含 い取り ンドが， 質 査のためによく 現 を訪れてい

るらしい。Luenthai のアイロン で働く労働者によると， クロからの視察者は毎 と

に現 に現れるらしい。 クロは か しでも問題があると， 者を するが，その

者はまたす に労働者を める。Luenthai で働く労働者は， い取り ンド が視察に来る

ときは決められた をしっかりと に け， かにしているよう じられると している。そして，

視察の時だけ，問題のない労働環境に整えられているのだという。これでは，視察の意 がない。だか

ら，視察に関する は， に られないよう扱い， 内の の を れるようにす きだ

と考える。 の問題を企業 自 で することが，問題の改 に向かうのではないだ うか。 

つ目の問題は， に い労働時間と い だ。労働時間は，Pacific では月平 308 時間，Lu

enthai では 286 時間となっている。中国での平 労働時間は，174 時間なので， に いことがわか

る。Pacific では，「時間 労働の 意 書」への インをもとめられている労働者もおり， 書に

は，時間 労働 119.5 時間で，その理 は”労働の必要性”と されている。また， に労働した 合

の は，基本 の 1.5 でしか されていない。労働 44 によると， 労働時の時間

は基本 の 2 で しなければならないとなっている。また，Luenthai の労働者は 7:30 から

10:00 まで働いており， も働くことがある。しかも， の時間 労働及び 100 時間を える

時間 労働の時間 はコン ーターではなく， に手書きで されていることを調査員は し

ている。これらは，労働者たちの 労働時間に関する 査の ェ クを れるためだと考えられる。労

働 36 では，1 8 時間， 44 時間までという労働時間 限が設けられている。同 38 では，

用者は労働者に最 1 の を しなければならないとも 定されている。さらに，41 で

は，時間 労働時間は月に 36 時間を えてはならないと されている。また，基本 をそれ れ月

1550 人 及び 1310 人 としているが，これは け のある と における最

である。 
参考 

や における 2013 年の労働者の平 的 ルは，それ れ月 5850 人 ，2505 人  

1550 人 は， 29078 (2015 年 10 月 17 の ルートによる )。1310 人 は， 24950 。 

労働時間の問題に対しては， クロの PR によると，Luenthai で働く の が 業を
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することはなかったと しているため，改 に向かっている可能性がある。 

このような な労働環境の中でも の質を つために，Pacific は労働者を するための 58

にも及 が 在している。そのうち，41 の は， 度を取り入れている。こうした 定は，

作業 ごとに なり， 内の労働 には されていない。作業 の イト ードに書いてあ

るだけのものもあるらしい。 の際は，労働者の が められ，用 には 1,「対象となった

」2,「 の 」3,「 の に があったことをみとめ， を受け入れ， 度と り さないこ

とを います」という文 が書かれている。Pacific 同 Luenthai にも 度を用いている が

在している。 本と同 に中国の 合でも，労働 によって， 度は とされているにもか

かわらず， は われているのだ。 

しかし，生 の で考えると， がある方がいいのだ うか。 大学大学院 理学

研究 の 教授によると， の 果は一時的でしかないという。もし， という をなくす

と，以 と同じかそれ以上に い になってしまう。つまり，一度 を えると，やめられなくなる

ということだ。さらに， を えられることへの不安や で 的な が出ることがあるらしい。

これに対し， がもつメ トも調 たが， とん の イトが メ トばかりを ，メ ト

は書かれていなかった。このことから， 度を取り入れると， に人員の ができたとしても

の い労働者の 合が高くなり，生 は上がらないと考える。また，人材育成コストを い続け

なくてはならないため， の利 にもならない。 は， のメ トをもたらさない 度は

座にやめる きだと考える。 

2009 年，Pacific では， 上 の労働者たちが の に対して なスト イ を

った。参加した労働者たちは 引き上 を めていたが， 用 は を い， らに を加

えるな をしてスト イ を させようとした。また， 年 には 13 15 人あまりの労働者が，作

業 の え い高 に対してスト イ を こした。 は，そのスト イ を いた 表者と

的に参加していた他の労働者を解 した。Luenthai でもアイロンがけの で 度か さなスト イ

が われているが，その度に 理 に されている。これらの問題は，労働者自 が労働環境につ

いて をあ る ステ がないということを本質としている。スト イ は，問題が き りになり，

改 への一 を み出せるいい機会になるのに， 用 の人たちは，その問題が かったことかのよう

に対 した。解 する， を加えるな 手 な方 で解決していると，労働者たちは自分たちの労働

環境の改 を えることができず， し続ける結果になってしまうだ う。だから， は， 府が労

働者のあ る を じ込めることを するための を作っていかなければならないと考える。 

 

・ 大学大学院 理学研究 教授 (2013), 「やる に える と の 果 め方 り方

の 理学」, www.n~seiryo.ac.jp/~usui/yaruki/batu.html(2015 年 9 月 7 ) 
・SACOM(2015)「中国国内 クロ け における労働環境調査 書」, http://hrn.or.jp/activity2/

クロ ン ーン 書 20 本 20150113.pdf(2015 年 6 月 22 ) 
・ 会 フ ースト テイ ング(2015)「 の 14 集環境と 会のためにできること」http://

www.uniqlo.com/powerofclothes/vol14/( 2015 年 10 月 26 ).  
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クは開 される き  

開発から考える環境問題  

本  

1 的 

この研究の目的は， ご たちが意識せず っている や スな の環境 の開発， に

領 権のない に 開発の手が びてきていることに 点を き，調 る である。このことによ

り 開発に関わって きる環境問題を ることができ， 化な の環境問題に い 識で向き

合えると考えた。 

2  

環境 全 の イトや企業と環境 の関 性を書いた を み，調 た。 

と  

はじめに，この論文における とは一 中 が らない や一 中 が まない が

生じる とその のことであるとする。 

GREENPEACE によると，ロ アをはじめとする の国々が で おうとしている 開発で

は ， ス， 業 が に対象になっているらしい。 の が けて手 かずの 域に人間

の 開発が及 と考えられている。 が にあり， だけでも 本の の 49 年分，

の の 3 年分になるそうだ。 

ロ アの 開発は自 環境の しい で われているので，パイ インな のメンテ ンス不

な により年間 500 トンもの 出が きている。 しく調 た結果，2014 年 12 月にはロ アの

の ト ア の くで パイ インから が 出し， が された。ロ

アの大手パイ イン 設企業ト ンス フ の 会 によると，ト ア くのパイ イン

が 23 くに した。同 は で，パイ インが りのため し， に れ込んでいる

ト ア に 8.4 立方メートルの が 出したと発表した。しかし環境 たちは， 際の

出 はト ンス フ の発表の 100 くに上る れがあるとしている。 自 基 （World 

Wide Fund for Nature，WWF）は 25 ， はすでに を 15 ロメートルにわたり して

いると ， の を し な を取らなかったとしてト ンスフ を している。 

開発の は他にもあり，AMNESTY の によれば， イ ェ アでは にともな

う 出や ，そして え上がる 伴 ス（ 伴 スは から分 され， イ ェ アではそ

のまま として やされる）の 出が に われている。こうした は， 十年にもわたって

この 域に を及 し， ， ，大 に な を えている。 

十 もの人びとが を受け，とりわけもっとも しく， 業や 業な 統的な らしに し

ている人びとが しんでいる。 としては，2008 年 8 月 28 ，ト ンス・ イ ー・パイ

インでのパイ の 発によって， の人びとが ンドの ドの入り に，大 の

が れ込んだ。 入は2 月以上も続き， が らしの であった に大きな を えた。
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入に を っていたのは ェル 。 ェル が イ ェ ア 業 に従って 出をくい

めなかった理 は らかではない。自国の ならともかく自 とともに生きていくのが な た

ちの を の に すことなく で環境 を進めていく企業が多いことがこれらの から

み取れる。 

そのような 用ならない企業が安全 において不安定な開発 で の 開発を進めていくと

のすばらしい自 を今まで こしてきた問題と同じように してしまうのではないかと う。Re

cord China という イトによると の ， について， ド ー・ ー ング・ ルド

が では によって現在， 開発は不可能であるが，2010 年に中国が に目をつ

け， に視察 を り込んだ。 という を掲載したという。その視察の目的は中国の 観 の

現 ， 開発の と 在的な の 調査である。 定書における 開発は

じられているが，2048 年にはその も れるという。それ以 のことを考えて中国 府は国内企

業に の させるために をしている可能性が高いそうだ。このことについては中国共

中 委員会の機関 環 時 も取り上 ていて， つのメ アから 目され， の 開発

問題と同 に 要な問題だと考えられる。 で将来大 の が できるようになった 合，

がこれまで以上に される可能性が高くなり，環境 の観点から「ク ーンな 会」の 成に

めてきた 的な れに大きく することになると われる。 

これらの問題を考えるにおいての 要な 料として 大 の について最後に しようと

う。 に関 しているといわれているのは 5 か国。 点を中 にして， の 度 いに

を り取ってみると，アイス ンド， ンマーク， ，アメ ，ロ ア，フ ン ンド，ス ェ

ー ン， ル ェーの 8 国が いに るりと んでいる。その中で 点 に 他的 域

を持っているのは ンマーク， ，アメ ，ロ ア， ル ェー。各国は 大 の を

できる 者 である。そもそも を す としての大 とは， から続く平 な

分を指す。 は 大 の を することで開発可能の 域を手に入れることができるのだ。

国連 は，200 里を える 合でも 分が自国の から続く大 の 上にあるこ

とが でき，科学者で構成される国連大 委員会で 定されれば最大 350 里まで，あるいは 250

0 メートルの等 から 100 里までは当 国に の開発権を める，としている。今のとこ

は この国の大 にも さない 域であり， 各国がこ って の 質調査に り出

している。では，大 の を委員会に められれば 解決，というわけにもいかず で

は大 が 定されたとしても 国同 の大 の境 画定の問題に を及 すものではない と

しており，境 の決定 については 国際 に基 いて合意により う と定められているだけである。

に，5 か国の大 に対しての科学的な がす て 当だとみなされて，各国の 域が なった

合は，当 者間で するしかない。 に各国が境 の 引きに同意する可能性は い。 合によっ

ては，自分たちの が められなかった国が不 として から し，一 に 感が高まること

も考えられる。現にロ アが 2001 年に大 委員会に対して を提出した。しかし， および

ンマークは，ロ アが提出した ータが不十分であり，ロ アの を めなかったとしている。3
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国間の境 画定に を及 すものではないとしているが，いずれも不 なままである。また 本は，

本・ロ ア間の大 および 他的 域の境 画定に予 を えるような をとらないよう要

しているとのことだ。 

開発は たちの生 を大きく支える を るために必要な 業である。しかし，それにおける

は なくない。このままでは生 者が え，環境 も進み， たちの生 を支える こ か

しめることになりそうだ。これは に限った ではなく，全 域で われている 開発について，

企業 の や方 を一度見 す必要があると考えられる。また，領 権をめ る問題は， との 大

の を できる上 の 5 か国が に入ることで，5 か国だけでなく全 の問題に発

する可能性が高い。 

これらのことから は，現時点では は開 される きではないと考える。現時点では，というこ

となので は，今後いつか を開 する きときがくるだ うと っている。現に の環境 は

年々 し，いつかは っ になってしまうといわれている。そうなってしまった 合，環境 が

に まっていると われている は当 開 される対象になるだ う。今す に開 の必要はなく

とも，いつかは必ず全 から められるのだ。その時までにこの 開発 業の 組みを考え す必

要があると考えている。 

上 では ていないが， の自 を してしまうと で生 している たちにも を

えてしまう。 的には， 業 を る際にトロール 業が われるのだが，その は 引き を

い を る方 で， には がついていて を引きずっていき やそこに 生き たち

に大きな 担をかけることになるだ うといわれている。それを 年 っている各国は だにそれを改

する しが見えない。もち ん， 開発な の も見 そうともせず，今 も 開発を って

いる。 

進国の人々も発 途上国の人々もこの 開発の を ることで自分たちが ご っている

環境 が のようにして られていて，その で のような が こっているのか， のような対

を企業は っているのか，開 されている 域の人々や自 が れだけ しんでいるかを ることで

これからの 開発が わるかもしれないと考えている。だから は，この研究で調 たことをい ん

な で発表していきたいと う。そして 開発を う各国に他人 として開発を うことはやめるよ

うに えていけたらと う。 

 

・Record China 中国， の に 視 々， 化する に参 の構え http://www.recor

dchina.co.jp/group.php?groupid=38708（ 2015/8/31） 

・AMNESTY イ ル ータ がもたらす環境 と , http://www.amnesty.or.jp/campaig

n/demand_dignity/niger_delta/（ 2015/8/31） 

・ ト にも があるのですか , http://kids.gakken.co.jp/kagaku/eco110/answer/a01

03.html（ 2015/6/29） 

・GREENPEACE の が最 での 開発を考える , http://www.greenpeace.org/japa

n/ja/news/blog/dblog/-/blog/41916/（ 2015/6/29） 
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・AFP ロ アのパイ インが ， 15 ロに , http://www.afpbb.com/articles/-/3035
225（ 2015/11/16） 

・ 聞グロー （GLOBE） に関する ータ集 01 , http://www.globe.asahi.com/feature/081006/
data/arctic01.html（ 2016/1/5） 

・ 研究 大 の とは か , https//www.sof.or.jp/tairikudana/（ 2016/1/5） 
 

                                                                                            

 

 

企業の取り組みによって の人権は られているのか 

 

1. 的 

「 の人権」という を聞いて， がまず いつくのは，「 労働」です。全 の 労働

者は 1 6800 人います。（国際労働機関（ILO）2013 年 9 月 23 発表）これは 年 で 要視

されている問題です。 労働は ものさま まな権利を います。それを しでも と，たくさ

んの権利が られます。 と一 に ごしたり，学校に けたり， な労働をする必要もなくなる

のです。 

だから，この問題の解決に向けて 本や の企業が のように取り組んでいるのかを調 て，それ

によって の人権が 当に られているのかを かめたいと いました。この研究の目的は，今の

労働の現 ，そして企業がそれに向けて をしているのかを たちが理解することで，よりいっそう

そういう をしていない企業も，これから 的に人権を るような企業 が んになっていくと

いう意 があります。また， たちには をすることができるのか， をす きか，ということも考え

るようになるのです。企業の取り組みは， たちに考えさせて意識を えることもできるのです。 

2.  

に ACE や， ，Nestle，の イトを に， 労働と企業 について調 ました。

ACE という を調 た理 は， 本で 労働の解決に向けて 的に している大きな NGO

だからです。また， 労働がよく見られる コ ート 業について しく調 ました。 

本と の企業 の を一つずつ たいと います。まず 本ですが， の「1 コ

for1 スマイル」というのがあります。この ロ ェクトは た ACE と 働して われている

もので，コ ンスストアやスーパーな のお コー ーに ACE のロ が された DARS（

ース）な の対象 が 頭に んでいて， ン ーン期間中は，対象 1 の り上 につき 1

が として み立てられ，支援パート ーである ACE へ 分されるという です。 

では，Nestle の「 ン」というのがあります。これは コ ート 業を持続可能なも

のにするために，アフ をはじめとする の支援と の 育成を っています。こ
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の ロ ェクトを めた理 は， の人口が えており， コ ートを し 人も多くなっていま

す。 の の も ではありません。 の が れる時期も限られています。しかし，その

一方で では の の高 化が進んでいます。その上，その を作っているのは が

に多いという現 です。この を改 するために，その くなった に， がたくさん る「

に い 」を年間 100 本以上提 しています。さらに，現 の や と して， 的な

方 を教える 会を開 。 の が にならない方 や， る方 な ，質の い

ができるまで， ， 果の高い方 をみんなで するというものです。その他にも，さま

まな から の生 を ートしていて， を整 ， 路環境の整 ，また学校の 設や

改 な もしています。これによって， を支援して， 性化することによって， らが自分

たちだけで生 （自立）できるようになり， が働く必要もなくなり，学校に かすことができると

いうものです。この ロ ェクトによって の生 向上と同時に， 労働を共同で 視して，

に取り組んでいます。 

本来， コ ートに 労働の問題がある，ということは企業 からすれば したいことだと い

ますが，問題があることを受け めて自分たちの出来ることから向き合っていく は 要だと考えま

す。そしてこの 2 の取り組みは， スの でも 要な意 を持っています。 Nestle が「

・ ン」を めた理 のとこ でも たとおり， の の高 化，生 者の後 者問題が

あり， の生 性が ちています。その一方で 要の高まりが問題視されていて，この の将来も

の生 を 持できるのか うかが，今 コ ート 業にとっては 問題とされています。

この取り組みは， 労働の をし， もたちを学校に かせるという目的の他に， 業 の向

上によって の生 を上 ていこうというものでもあるので，まさにこの問題を解決する手 に

もなっています。ですので， なる 会 献ではなく，人権の からも スの からも 立できる

なのです。 

また， は 9 月に企業訪問で ロコー ーに きました。そこではフェアト ードを っているとい

う マークを けた が 多くありました。コー ー も 労働でつくられているということを

聞で んだことがありました。その現 に対し， ロコー ーはフェアト ードをし，「 インフ

ストア イアンス」というフェアト ードの マークのついた を し，労働に見合う を

現 の に支 っていました。そして，このような 会 献ができる があるということをもっと

多くの人に ってもらうため， ロコー ーでは講 会な を定期的に開き， 者に理解を ようと

する取り組みをしていました。 

.  

1 コ for1 スマイルでこれまでに集まった は，1 6477 （2015 年 2 月 14 現在）と高

です。そして，支援した国の中の 1 つとして， ー を取り上 ると，1,600 人以上の と教 が，

よりよい環境で学 るようになり，メン ク と アトルという 2 つのコ テ の学校に，6 つの

教 と図書 ， 生的なトイ が 設されました。これにより，合 600 人以上の と教 が，より

安全で な環境で学 るようになりました。このように学 環境の改 をしたことによってこれから
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は 学 の向上が期 されます。 

もうひとつの として，インド アをあ たいと います。教 ・ 設により， の中で

も安 して授業に集中できるようになり，これまでなかった，より で安全な学 環境が整いました。

341 ・生徒 70 ・教 39 ，合 450 の 学 の上 ・中途 学者の に 献できる環

境 くりが出来ました。 だけでなく大人も われるのです。また， な男女別トイ や手 ン

き が設 されたことにより， もたちの 生環境が改 され，学 環境が整 されました。

学校 設な の他に， 生環境の改 な もしています。 のこの が， 生 の以

まで かった 生環境，学 環境を改 することにより， たちは安全に，かつ持続的に学 が続け

られているのです。 

一方 Nestle の「 ・ ン」では，現在，42,000 もの が Nestle とパート ー

を組んでいます。 の提 も，2015 年までで なくとも 140 本に しています。また，

の 的な 方 の講 会を受けた は 2015 年現在で，3 にも上ります。毎年 なくとも 2

人もの の人々が集まっており，多くの人が 識を やしています。それにより，生 された

の は 2015 年で 100 トンと， に多くの が育っていることが分かります。Nestle の

への ートにより， の 質も上がり， の 入も えます。すると， の手を

りずに大人たちだけで生 できるようになるのです。この「 ・ ン」は学校 設も同時に っ

ているので， たちは学校に って学 ことが出来るのです。 

が出した考察・結論は，企業の取り組みがかなり の人権 に関わっているということです。

企業の取り組みによって たちが学校に けるようになり，教育の権利が られたりもしています。

に たちを学校に かすためのお を集めるだけではなく， の や，アフ の 域の

をも改 しています。そしてその 域の環境が わり，自 に 労働がなくなるようにしているの

です。一時的な支援ではなく持続的な支援なのです。持続可能な ，またはコ テ にすること

によって 労働を いでいるのです。このように， 労働に関する企業 は，決して ではな

く，これからもす き，意 のあるものだと考えられます。それによって の人権は しずつではあ

りますが， に られていきます。 

.  

この研究を進めてみて感じたことは， 本ではあまりこういった が見られないということです。

本の企業は環境に関する CRS は多くしていますが， 労働のような労働・人権に関する取り

組みが なめだと感じました。なので，今後の課題としては，まだ の人権 に向けての をし

ている企業が ないことです。 コ ート 業しか にこういった をしていません。 

だから，今後はもっとい い な ンルの企業が国連グローバルコンパクトや，ACE な の NGO

と 働す きであると います。企業の り上 の一 を ACE を して することも，この

つが連 していなければできないことだからです。したがって，これからの企業は 労働の に向

けて取り組んでいる と結びついて，企業 をより んにする きだと考えます。 

また，その中で たち 者ができることは 3 つあります。1 つ目はこういった 会 献ができる
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を 的に選んで うことです。そうすることにより， 者はその企業を 援するという意 表

をし，よい企業 を支えることが出来ると考えます。2 つ目は 題にしていくことです。そういった

企業の取り組みは されないと次に進めないので， 会としてよい企業 が 当に される

が必要です。テ や 聞で取り上 られ されることもありますが，今 では，SNS の 及により，

個人の発 が に くなってきています。そこで， たちが な人たちの間で 題にすることに

より 会的な がつくられていくと考えます。企業 は されているのだと自 を持つことができ，

取り組みを続けていけるのです。3 つ目は， たち 者が企業 に を けていくことです。

うことで 援し，より い取り組みを め，そのうえで ク ストしたいことを出していくと，取り組

んでいる企業の も，自分たちの のいい ，改 の がある を考え， に進めるのではないか

と います。 

.  

・ACE「 の も 労働から る NGO ACE( ース)」, http://www.acejapan.org（2015/12/14） 
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業の発 の で が こっているのか 

中国の現 と 来  

 

1. 的 

授業で見た 画で，企業の による人権や環境について問題が 加しており， 企業の Nestle

や Dove が，国際環境 NGO Greenpeace が 作した 画な で されているということを っ

た。 に が発 していく でも目立って成 している中国では， 業の発 は環境に のよう

な を えているのかを り，これから うなっていくのかを考えることが研究の目的である。 

2.  

ースの や中国の環境問題についての本を ことで調 た。 

.  

一の人口で，“ の ”とも われる中国は，多 多 な により，“中国は をしなくても

終わる”とも われている。PM2.5 をはじめとする大 ， な により した や な

の 質 ， ， があり，それらは に に の度合いを している。 

用によって や といった が 中に大 に い， を ることで こるとされる

現象を「 の 」といい，現在の中国は“もはや の に い”ともいわれている。 年， 本でも ら

れるようになった「PM2.5」とは， 2.5μm（1μm（マイクロメートル） 1mm の 1000 分の 1）以

の に さな のことで， の大きさが に さいため， の くにまで入り込みやすく，

ぜんそくや 支 な の や 環 な の スクを上 させる れがある。中国

の 6 つ 域はス グの に われ，その中でも が最 で，PM2.5 度は 1 立方メートルあたり

505 マイクログ に している。これは WHO（ 機関）が安全と める限 の 20 にあ

たる。 や上 な の大 では多くの はマン ンの を に め り， 内には

機を取りつけている。それでも PM2.5 は自 と 内に入り込 ため，せきや頭 に まされている。 

現在の中国が える 問題は， に 不 ， の に分けられる。 ー ードは「 ない・

い・ ない」である。 不 の な は， しい 発 にともなった， での大 の の 用，

中国全 の 化や人 の生 の向上による大 の生 用 の である。中国の人口は全 の 2

0%だが， は の 6 7%と，とても ない。中国人 1 人当たりの生 は， 平 の 4

分の 1 で， 3 人もの中国人が安全に める を入手できず，そのため，毎年 6 6 千人が を

としている。中国では， が 進国に比 て，5 分の 1 から 10 分の 1 度と に安 なため，

の も指 されている。しかし， の 上 は にはできない。そうすれば， 等の生

現 や一 の 担が 大するため， 発 の となるからだ。また， の は だけで

はない。 に や による 用の結果，中国からは 2 7 千本もの を った。 5 本あ

った の が， と化してしまった。 

は， りないだけではない。上 内の一 で は めない であり， のようににご
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っているとこ も多いという。 料・ 業・ 業の 要な である 7 大 （ ， ， ，

， ， ， ）の 質は， として 6 くが 用に さない ルまで されてい

る。また，「がん 」と ばれる 域がいくつかあり， された ・ によって， に多 の

ンや が発生し， な問題になっている。 で が に，それを た が といった

現象が多発している。 

これらの環境 によって生 の「 化」という な問題も きている。一本の手が 手に分か

れた ルや， 頭の が がくっついて生まれてきたものな ， された ・ によって

化した生 が生まれている。 

このように， 業の発 にともない， えきれない の問題を う中国だが，現在は解 されてい

るものの， に が国 本でも環境の が 会問題となった。 本では，1960 年 から 1970 年

にかけて， が 的に発 した。それにともない，化学 や 発 な で や な

の化 料が大 に した結果， 化 をはじめとする 質が，大 中に多く 出された。

そのため， には， 性 支 や 支ぜんそくな の の にかかる人が 加し，

なかには を とす人も出た。そうした しい の一 が，「 ぜんそく」である。1959 年

から大 な コン ートが 業を開 した では，その 年から にぜんそくの

を える人が多くなり， の で 人が えていった。大 というものは，たとえ

れても， しならばやがては自 作用によって も する。しかし ぜんそくでは，コン

ートの から え間なく がまき らされ， を高くすることでなんとか大 への を

そうとしたものの，それにも限 があり， に多大な が生じることとなった。また， 次

大 後の 本で，最も発 している 業のひとつに，自 があ られる。この自 の 出 ス

による大 も，大 を中 に問題となっている。 出 ス中に含まれる 化 や 化 な

は， に入って を したり， 支や にがんを発生させたりする。それらの 質から

化学 ントが生成され， 化学ス グの となり，目やの を し， しくなるな の

をもたらすこともある。とくに， ー ル から 出される （SPM）は， や

がんの となる。 

さらに，大 のみならず， 質 ・ という問題も えていた。 や な の生

で生じたメ ル ・PCB・ アンな の 質を含んだ 業 が， に 理されないまま

や に され， 域を し， に を及 した。たとえば， の 中に含まれていたメ

ル は，「 」という大きな を引き こした。「 」は，1956 年 ， 本 の

域で発生した。 の生 で生じたメ ル が へ れ出て， ンクトンや

に し，それを が ，その を大きな が るという 連 の で， 質が

されていくということが こり，その大きな を た人間の からメ ル が されて，

・ ・ ・ な に していった。 者には，視 が くなったり手 が したりするな

といった，メ ル 中 の が見られ， では， を じてメ ル が へと し，

の にまで が見られた。また，現在でもこの に し 人々がいる。また，かつては， ド
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な の や な の 質が や から ・ ・ な にまじって 出

され， や の 域までの を することもあった。 ド に された で育てら

れた な の 作 に ド が され，それを ることで がおかされ， が れやすくな

る，「イタイイタイ 」な の大きな が こった。1950 年 に 域で発生したこ

の「イタイイタイ 」は， がも くなる 化 を こし，くし みをしただけでも が れたりし

て ため，この がつけられた。 

これらのような環境 の問題は，「 」と ばれ， 会問題になった。これらの は，高度

成 期にあった 本の， 業の発 によって こり， 域 に大きな を及 した。 となっ

た や は大きな反感を び，国 の，国への は高まった。 府は， ぜんそくへの対

として， 的 を め， 分を取り く， の設 を けるな することで は改

し，今ではきれいな が ってきている。 本 で こった は， な対 が われなかったた

め，後に こった「 」でも の や教 が生かされず， が 大した。その後，

での の基 の 定や，設 改 のための 支援といったさま まな 会的対 がと進めら

れ，これらの 質による 質 は大きく改 された。イタイイタイ は，1955 年に最 の研究

がなされてから，1968 年に当時の 生 から 見解が発表されるまで，じつに 13 年が やされ

た。 者への ， 業の環境対 ， の が進み，2013 年に全 解決となった。 

これらの による問題が改 された後も，現在まで 持してきた安全な環境は， 本が 年 み

てきた があってこそのものである。現在の 本では環境基本 に基 いてさま まな総合的・

画的な対 がとられている。まず環境 を 対 として，環境を する 質を出さないことを目

標に，各 の 質について 出基 を設け， 出が されている。また， を い めるため

に， 持されることが望ましい環境についての基 である環境基 の設定，その基 が られているか，

に環境の 視・ 定が われている。さらに， たな を ために，環境基本 画の作成，環境

の 進が進められている。また，対 を っても に が出てしまった 合は， 者へ

の 的な とともに，環境 を に ・改 が われる。また，いまは がなくても，そ

の 性が予見される 合は，予 的 がとられる。 

.  

これらを調 た結果， 本は 府・企業が，かつて こった な問題の を教 に， の と

して生かし， した 的 を含 会的対 をとり，人々の と を に優 させ， のすば

やい対 をとるな して，安全な環境の 全に めてきたことがわかった。 

また， が問題となった当時の 本では，環境 といえば を意 するものと考えられていた。

定の 域における 業 によって引き こされる問題であり，「加 者は企業， 者は 」と

いう構図でとらえられていたが， 年の環境 の多くは，大 生 ，大 ，大 といった

会の 組みや， 利さや さを 度に する たちの生 におもな があり，「 たちが加

者でもあり， 者でもある」という構図に 化してきている。このように， 府や企業だけでなく，

国 一人ひとりが意識を え， 会全 の改 を し進めていく必要がある。 
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現在の中国では， 業の発 に を入れす るあまり， 府が 一に考える き，国 の安全に目を

向けていないという現 がある。 な 発 のおか で， の ・ 業大国となった中国

だが， 向きの だけでなく，一国として，自国を ることが 要である。そのためには， 府，企業，

国 による，国全 の，環境 全への意識改 が必要である。 

 

・ （2014）「人が する中国 大 」  
・ （2014）「中国 の 「 」と「 」で れる中国」KADOKAWA  
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女性が育 後働きやすい環境をつくるためには うすればよいか 

見  

1  の と の 題 

まず，育 や といった 度について理解しておく必要があるだ う。（図 生労働 より）

とは 業と 後 業のことで，出 予定 の 6 間 には， すると 取 が可能で， 後

8 間は 取 が けられている。育 とは育 業のことで， 件を たせば 1 に たない

を 育する男女労働者は会 に し出ることにより もが 1 になるまでの間 望する期間，育

のために 業ができる。 は であるのに対して育 は自 であるために する人や ん

です に して 立することの しさに する人も なくないようだ。また の調査によると

男性のうち，68.9%が育 を取 したいと っているにもかかわらず，男性が 度を利用することがま

だまだ しておらず，男性の育 取 はわずか 2%以 であり，取 した 合でも期間はわずか

が とん である。男性の取 が 会においてもっと んになれば男性が 育てにかかわる時間が今

よりも んと えることが予 される。またそういった が えると， くからある「男は ，女

は 」といった考え方を ち られるかもしれない。女性においては 2009 年 生労働 によって

われた「 育て期の男女への 育ての 立に関するアン ート」調査によると 者のうち 34%もの人

が， 一 の が理 だと えた。また を続けたくても， と 育ての 立が しく した

人が 26%。 的な解 や をすすめられてやめてしまうといった ースも なくはない。働く意

はあったものの した人は 8 にも及 ことがわかった。また働く女性が える一方で 育 の不

が となり， 機 の も 加しつつあり く課題としてのしかかっている。 

このような 本の現 は女性の 会進出の大きな となっていると考えられる。出 と の ちら

かを選 し ちらかをあきらめるのではなく，出 も も 立できるような環境作りが必要であると

考える。 だけを選 女性が えると 化がますます となり，今す にでも対 をとらなけれ

ば手 れとなってしまうかもしれない。ではいったい うすればこの しい を することができ

のるだ うか。 

2  に の具体  

 とは 

もを けることができず， への が しくなってしまった女性を しでも らす解決案を

提案する。それは，企業内 育 設を設 するという方 である。企業内 育 設は，企業が育 中の

従業員のために 業 または 業 に設ける 設のことである。国の 可 育 設に分 さ

れ， かる もの人 や， も 1 人当たりの な いくつかの 目基 を たす 合は，国

や自 から助成 が支 される。さらに 1 ではなく， の企業が連 して しい 育 設を作る

ことを 現させたい。こうすることで，1 の 担が され，大企業だけでなく の企業でも取

り組みやすくなる。また企業内に 育 設があるということは企業にとっても大きな 果が期 で

き，より優れた人材の につながる。企業内 育 設は一 的な 可 育 に比 て， も な
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く一人ひとりに 育 からの目が き きやすくなる。ア ト ー な の中で っくりと も

たちとかかわっていくことができるため さな 化にも きやすく 者にとっても安 できる。ま

た 育 にとっても けている が同じ企業であるため，ある 度決まった みが取れるといった点も

利点である。 

従業員の平 続年 がのび， 者が するため， 用者，また 用者の育成コストも

えることができる。従業員の ， ー ンや ルの向上，企業に対する ，従業員の

度向上によって間 的に業 の 化が予 される。また従業員を大 にしようとするそういった

企業の 度は りから 同を ることができ，対 的なイメー や の上 が期 される。次 育

支援の一環として各自 とのかかわりを持つことが多くなり 会的 度のア にもつながる。

また図 （ の会 育 ー スの ー についてのアン ートより）を見てみると，多くの女性が利

用を望んでいることがわかる。「いいえ」や「わからない」で えた人の中には料 次 で わるとい

う意見や ・ についての不安があるという意見が多くあることが分かる。 できる 分はなる

く り， ける の ー に合わせて な にしていきたいと考えている。 

全国にいくつかある 業 内 育 設は 4100 か だといわれている。そのうち 6 が女性労働

者の多い である 院内の設 で，それ以 の企業内の設 はまだまだ 及が進んでいない。また平

成 23 年度の 生労働 の調査によると，企業内 育 設の 設が 212 か あったのに対して 117 か

もの 設が や に い込まれてしまったという結果が表れている。定員や な 一定の基 を

たせば国の 度によって助成は受けられるものの 用や を する企業 の 担が大きい。企業

によっては自 員では利用者が定員に せず， にも びかけを うとこ もあるようだ。 業

においての課題も っている。 

 実 の  

合同で する企業同 であらかじめ以 のようなことを取り決めておかなければならない。 に

かかわる 用の分担を決定して同意書に を わす。同意書を用いることで決定 の取り しがで

きないようにする。また各 域における 育 設設 の基 を たし， け出の提出をし，指導 を

受ける必要がある。 の定員を 10 人以上にして 1 人当たりの を 7 平方メートル以上用意し，

さな ものための や 育 を設ける。 が一の 合に えて 機関との を整えて，

で な対 が取れるようにする。年間の 予定を立てて 画的に 業を進めていく。年々 え

つつある 機 を らすという も担うため，定員が ーバーしそうになった時にはできるだけ

域の 育 設に ってもらうようにする。そのため 機 を優 して入 を受け入れていく。 

ける がみんな同じ企業であるということから同じ に みを取ることができず， 会や 発

表会を開くことは しいと考えられる。しかし やク スマスな の は 的に取り組んで

いきたいと う。企業内 育 設は 育ス ースや 育のための設 が十分に整っている を作り出

すのは であると考えられる。だがそうした限られた設 の中でいかに を しませられるかは

育 の の見せ となる。また びや を したものになるようなアイ アを考えることが らに

とっての働きがいとなり， した業 を果たすことができる。働く 育 の人 も なく み， 育
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同 の間で きる人間関 の問題も こりにくく， の を意見 するコ ー ンの

が整う。 育 設内のおもち や本な は しく うとお がかかるので， 員のうち もが大き

くなって わなくなったものを合同企業内で集めるということでコスト につな ていきたいと

っている。 

もし自分が に に けなくなり， もを けたいと っていても企業内 育 設であるという

理 から利用しにくいという環境は望ましくない。だからたとえ企業で働く が や の用 がで

きて会 に出 しないときであっても 育 設を利用することができるような 度を設けておきたい

と考えている。この企業内 育 設設 案に関する問題点として の 育 の の

受け入れ 度の 3 つが考えられる。その中でも は の の について取り組んでいく。 的に

があり，企業の くに しい があれば しく 育 設を設立する。もしそれを 現することが

しくなった 合，次の方 としてマン ンやアパートを りて 育 設として利用することを提案

する。コスト的にも 期間の から考えても 現しやすい。それももし しいときは連 した企業内

の き を 用して企業内 育 設を設 するという方 をとる。企業内の設 は もが くにい

るという安 感， り えの時間と手間の ， やけがをしたときにす にかけつけられるという

点で である。 

 の 題 

このように女性が育 を しやすい環境を作るための提案を った。それはいくつかの企業が

合同で 育 設を設 するという改 である。これまでの研究からこれから解決していく きである

と ったことは 2 つある。 

1 つ目は利用者の もが大きくなったとき しく かの 育 を探さなければならないという点で

ある。 以上にもなると の 環境や を作るための集 の環境も の成 を考えると

用意する き要 であると考える。 の成 に伴って必要になってくる 件が 化していくのでそれ

に合わせた対 が大 である。 

2 つ目は の問題である。 の時間 に もを連れて出 するのは しいかもしれな

い。 は した の 内で 以上に を う必要があるし， もも大 の大人に まれる

ことによって 感を感じたりして 時間の や かにし続けることはできない。企業内 育 設の

メ トを生かしつつ，いくつか考えられる課題に取り組んでいきたい。 現させてからもずっと続け

ていくためにも 際に 内に 育 設を設 している企業へ って， けている やそこで働く 育

の意見を参考にしたい。また， 育ス ースの環境や 育 設内の も調査したいと う。 際に

自分の目で かめることによって たに られることもあるのではないだ うかと期 している。 

ける ， 育 ，企業， の立 にある人にとっても した を うための ートができる

ような 育 設設 を 現できるようにしていきたい。 
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図 http://www.mhlw.go.jp/bunya/koyoukintou/pamphlet/dl/31.pdf 

 
図 http://www.shufunotomo.co.jp/soken/?p=962 

 

 

・http://www.kids-21.co.jp 
・http://www.mhlw.go.jp/bunya/koyoukintou/ryouritsu01/dl/qanda01.pdf  
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出 後 する女性を らすために企業は ういったことをすれば いか 

ま か 

題  

現在， 高 化問題と労働 人口 問題が同時に進 している。このような 本 会の問題を解

決するために働く女性の は必要不可 だ。 

働く女性が必要とされている な理 のうちまず 1 つ目が， 成 を高めるということだ。 ール

ドマン クスが発表した ートの試 によると男女の 用 を解 できれば， 本の 業者 は

820 人 加し，GDP の は 15 し上 られる 果がある。女性の 会進出の を るのは 業

であるが， 総研は結 や出 で ・ した 25 49 の が 望 りの をした

合， の 加による 果は 3.0 ， 及 果は 6.4 となると試 している。 本の

は として 成 である。2010 年には中国に GDP が かれ 2 の座を け した。今後人口

が進 中で も対 を取らないでいると 2050 年にはインドに かれ 4 に しその も

中国， 国の 1/6，インドの 1/3 以 の となり， 進国の座から すると 連は を らし，

その解決 の 1 目に女性の労働参加 を高めることを提 している。 本の 成 の は女性であ

る。 

さらに 2 つ目の理 で られるのが，働き手の である。 本の生 年 人口（15 65 ）

は し続けている。つまり将来的に不 する働き手の のために女性の 会進出が必要なのである。

内 府は「現在，生 年 人口の全ての人が働いているわけではなく，そうした人々の 業を 進する

ことで，働き手を やすことができる。」と指 している。その働き手として女性が期 されているの

である。 

グ フ から分かるように，1980 年， 本では のうち男性が な働き手となる 働き が

であった。その後，共働き は 続的に 加し，1997 年には共働き が 働き を上

ることとなった。その後も共働き は 加を続けており， 働き との は 大 向にある。こ

のことは女性の労働意 の上 を大いに表している。しかし労働意 の上 に反し，出 後で を

する女性の 合は えている。（グ フ ） 

さらに， 理 の 35.1%が めていた企業に対する問題である。（グ フ ） と育 の 立が

しかった 的理 の最も多い として られているのは， 時間が合わないことである。さ

らに次に多い理 として， に 立を支援する がなかった。ということも られている。こ

のようなことから，出 後 する女性の 合を らすための取り組みを企業が っていく必要がある

と考える。 

そこで たちは した理 の多い2つに 点を き，それらを解決する方 を考えた。では，

出 後 する女性を らすために企業は ういったことをすれば いのだ うか。 

 

ここで， の企業の会 員を設定し，そこから られる問題点を取出して改 を ていこうと
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う。 設定の企業は 関 会 ， 時間 9 時 18 時， 業ありとする。 の がいる 30 女

性 員 A は， 育 の 時間が毎 7 時 18 時 まで，と決められており， から 育 に

向かうまで，1 時間 かかるため，毎 17 時に という をとっている。A の っている は，5

人グルー で作業していくという であり，そこで一 に働いている 員の かい人 は， 

男性 員 B50 グルー の ーフ 

男性 員 C40 と中学生と高校生の  

女性 員 D40  

女性 員 E40 と高校生と大学生の  

とする。 

女性 員 A は，育 と を 立したいという い意 を持って に したが，自分が毎

を しなければいけないことでグルー の が以 のように進まなくなっている が，グルー

の 員たちに をかけていると い んでいた。また，その女性 員 A の いと して，グルー

の中で不 や みも生まれていた。グルー の ーフである男性 員 B は，女性 員 A に対する

の り りで んでおり， 時間 の女性 員 A は働く時間が いため，つい， な や目標を

えてしまっていた。一方で， 度を利用する女性 員 A は， な ばかりで意 が持てない，将

来の 望が けないという いも持っていた。さらに，その他のグルー の 員 は 時間 のため

女性 員 A ができない ばかりが えられ，自分たちにしわ せが来ていると不 を いていた。ま

た，1990 年 に出 した女性 員 E， になった男性 員 C は自分たちに い がいた と現

に大きな があることに っていた。 

ここで 1990 年 の育 支援について に しようと う。「育 支援度」は 1990 年 に上 し，

中 企業でも育 支援 の導入が進んだ男女 用機会 等を進める上では，女性の を する 度

整 は 要であると考えられることから， 等度と育 支援度は すると予 されていた。しかし，

育 業 に して男女 用機会 等 が されたという 整 のタイ ングの いや 用機会

等に比 て育 支援 は 度導入コストがかかることな で， ，育 を利用することは とな

っていなかった。 

また，女性 員 E は結 を機に していたため， ・育 度，または会 からの育 支援とい

うものを していない。したがって，女性 員 E は を するなら りに 担がかかるため

して しいという意見をこ し めていた。このような不 はこのグルー 内だけでなく，会 全 に

がり めていた。また，育 をしながら を続ける女性の 加により， 時間 度を利用する

人も えてきているため，以 のようにうまくいかなくなり，こうした課題に う対 するか して

いた。 

このような 員の不 や みに当てはまることは，育 をしながら働く 員に対する 識や考えが

としており，さらに，育 をしながら働く 員が働きやすくなるような にしたいな という向上

のある意見がないということだ。 

このような問題を解決するためにまず考えられるのは，会 の中で のいる女性（男性）が働きや
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すい になるような方 を考え， していく ，または委員会を作ることだ。 

女性 員 A が働く会 では「 育てをしながら働く女性 員を支援する委員会」を立ち上 ることに

なった。この会 では 々育 支援がなかったわけではないが， 理 からの指 で育 支援が われ

ていたため， 際に育 をしている 員の意見な はあまり取り入れられていなかった。しかし，

がいる女性 員のために委員会や を作ることは， 員たちが委員会を進めていくことになるので，

理 よりも がいる 員との が く，意見が取り入れやすくなると考える。 

まず，この委員会では課題でも たように労働 人口の と出 後 する女性の問題を らし

合わせて委員会で し合い，それ れの企業の現 ，問題点を し，それから を考えていくこと

から めていくこととなった。 

委員会の中 メンバーは 

女性 員 F30 と 育 に う  

女性 員 E40 と高校生と大学生の 2 人 

女性 員 G40  

男性 員 B50 たグルー の ーフ 

男性 員 H30  

男性 員 I40 と中学生と高校生の  

で構成されている。 

委員会の中 メンバーになった人 は が なっている。このように してきたことや意

見が う者たちを委員会に入れることで， 々な の 々な意見を取り入れることができ，さらに

々な の者に現 の働く女性の現 を させることができると考えた。 

立ち上 た委員会では，まずグルー 内の の り りを見 した。月に一度はグルー の ーフ

が を って の をきめ かく かめ，定時 する 員に な だけを り るのでは

なく， 中に終わる 要な取引 を選び出し，一手に担当させるな した。こうすることで， 育てを

しながら働く女性の労働意 が上 できるのではないかとの意見でまとまった。 

しかし，グルー 内の不 や み，委員会を立ち上 た理 ，す ての問題に共 しているのは，

員同 の「意識の い」という点である。学校生 と同じように 内でも人間関 はかなり 要なも

のだ。 し合いを ，意識を同じ方向に向けることで ー ークも高まり の も上がる。 

育て以 に視点を してみると， えば，今は 育をしながら働いていなくても，将来的には，

の で同 に 担をかけることがあるかもしれない。育 は 年だが， は のくらい く時間が

かかるか見当がつかず， の 担の方が大きいかもしれない。そう考えると お い であり，こ

の意識が で必要となっていくのではないだ うか。一見 なことのようだが，これを するこ

とで 員の中での 育てをしながら働く女性に対する意識は大いに 化すると考える。 

グルー ークで必要なことは， 性，受け にならないこと， りのことを考える，な 他にも

あるが，このようなことをまずは「働く女性 員を支援する委員会」のメンバーが中 となって意識し，

めていくことでより い 内環境につながるのではないのではないかと考える。 
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業なしで定時 するための と の い の  

まず改 で立ち上 た委員会で もを持つ女性従業員が働きやすい会 を作るには のよう

なことをすれば いのかを し合うことにした。 し合いの結果， と 育てを 立できる企業の方

が，業 が く，企業 にとっても もを持つ女性従業員にとってもメ トが大きいということで

ある。 

際に 2005 年度に 生労働 の委 により「 立と企業業 に関する研究会が した調査による

と， 立支援を っている企業の方が，従業員 1 人あたりの 上高や 利 が高いことが分 されて

いる。 立支援の のみでみた 合， 立支援度が い企業の 1 人あたり 利 は 220 で

あるのに対して，高い企業は 380 と， 1.7 になっている。 

このような結果になる理 として， 一に「優 な 員」が集まることがあ られる。企業の成 に

人材は必要不可 だ。 い人材を するために企業は育 と の 立支援を りにし， もがで

きても を続ける意 のある女性 員を する。 際に， 立支援に取り組 企業は， 立支援を

必要な人材を するための と考えているとこ が多いため， 員の が容 になり， い人材

を することができる。また，この支援によって，育 と が 立できる環境が生まれ，そしてそ

の環境が 期間 を可能とし， の 員が え，結果的に業 が上がり，さらには企業のイメー

ア にもつながる（グ フ ）。 

また， 立支援に取組 ことで，他 を働き らいと感じて めた優 な人材を中途 用できれば，

他 で教育 された を したことになる。このことから，まずは 際にこのような結果が出

ていることと，このような結果になる理 を 員に ってもらうため，これらのことを手 にして全

員に した。そして，全 員がその を った上で，育 と を 立できる企業にするためには

業 ステ をなくし，定時で必ず できる会 作りを うことが必要であると結論 けた。そして

これを 現するために， 業なしで定時 するための方 を考え， の い を 内で す

ることを考えた。 

だが， 本では 業がない企業は とん ないと われている。そこで， 業を とん しないと

われている に目を けて， の 業 と 本の 業 を比較してみた。その結果， に大

きな いとなって き りになるのが「 業」に対するイメー だ。 本では「 業をしない 員はさ

っている」というイメー を持つことも なくない。また， 本は他国より の人間の 間意識が

いと われており，「 より に るのは が引ける」「みんな 業しているから自分もしなければ」

というような考え方を持つ人がまだまだ多くいるのが現 だ。 

一方，他国の に対する考え方は 本とは全く い， ーク イフバ ンスが 視されている。

ーク イフバ ンスとは，「 と生 の調 」と され，「国 一人ひとりがやりがいや 感を持ち

ながら働き， 上の を果たすとともに， や 域生 な においても， 育て期，中高年期と

いった人生の各 に じて多 な生き方が選 ・ 現できる」ことを指す（Wikipedia より）。 え

ば， 的に見ても ーク イフバ ンスがとれていると われる ースト アでの労働に対する

は，基本的に「 時間内にできる限りのことを いっ いする」というものである。そのため，あ
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まり 業ばかりしている人は「とても作業 の い人」という が されることがしばしばである。

また，定時が ても会 に って をしている人には「時間内に えられた すらこなす能 が

ない人」という テルが られる。さらに，その人だけでなく，時間内に終わらない の が

一人に っているということで，「企業としてのマ ー メントもうまくいっていない」というように

解 されてしまう。このように， 本と では 業に対する意識が 本から うのだ。 

そして， 業の メ トとして， 

・ 時間労働による集中 の な から こる作業 度 ， 質の 化 

・ 的， 的な 労， の 化 

・ 労の による集中 の な から こる作業 度 ， 質の 化 

な が られる。 

さらに， 労やそれを とした な から人材を うことになる可能性もある。これは個人的な

問題に見られてしまうことが多いが，企業の に他ならない。 

このように，企業 から見ても， の ，労 理の から メ トが に大きいのが分かる。

また，育 もしなければならない 員にとって 業は 担でしかない。まずは 本にも 業をせず，定

時で することが当たり だという考え方を取り入れることが必要だ。だが， 年， 業をする 員

の方が い， り ，まじめという考え方が な 本でいきなり全 員に対する考え方を えるこ

とは不可能だ。そこで，企業 に 員が 業をしなくなるような 度を導入すれば 業をする 員もい

なくなり，自 と 業に対する意識も えられるのではないだ うか。 

改 として， 

・業 終 間 になると利用中のパ コンに自 的にメ ー を表 させ，一定時間が したら

ト ンする 組みにする。 

・ フ スを 全に トア トして立ち入りを じる。 

・定時になると フ スの 調を する。 

このように，企業 が 員に定時 を すような会 にすれば 業は り，育 で しい女性 員

の 担も される。 

・ 業手当を出さないな が られる。 

本の労働基 32 で，「 用者は，労働者に， 時間を き 1 間について 40 時間を え

て，労働をさせてはならない」と定められている。つまり労働時間には限りがあり，これ以上の労働は

す て 業になるのだ。ちなみに労働者がこれを えて働いた 合， 用 は必ず の 25 以上

の ， 後 10 時以 の 労働も同じく の 25 以上を わなければならない。つまり，

労働者が 業を った 合，合わせて 50 以上の を うこととなる。もし， 業手当がなく

なれば， んで 業をする 員もいなくなり， 業をせず定時で できるようにするために よく

働くだ う。 

そして 業をせずに するには，これらの改 に加え，これまで 業の時間を って終わらせて

いた を定時で終わらすために く働かなければならない。そのために考えられる改 として， 

大 立 題 「 」2015 	 文集



－ 37 －

大阪府立千里高等学校 課題研究「探究」2015 年度 論文集 
 

 

・ に優 をつける 

と目の の を っ から らしていくことを考えていると，いつまでやったら終わるのかが

全く見えてこない。また，本当は提出しなくてはいけなかった が，他の作業に手間取ってしまった

おか で れてしまうこともある。そこでまず，今 んな を えていて，それ れいつまでにやら

なくてはいけないものなのかを する。そして次に，それ れの に れくらいの時間がかかるの

かを っとイメー する。そうすれば，今 やらなくてはいけない と でも い が らかに

なり， 化を図ることができる。 

・タイマーを う 

をするにも集中 を 持するのは ずかしい。まして 環境においては， スクの がなった

り，上 や同 が しかけてきたり，PC やスマ にメ ー が したりと，集中を らすにはも

ってこいの が多す る。そんななかで， か一つの に集中して取り組みたい時には，タイマー

を 用するのが い。自分で 分働いたら 分 をとると決めて作業に取り組んでみると， く

がこなすことができる。 

・会 を 選する 

必要最 限の会 のみを えば時間を に える。会 にも人件 がかかっており， えば，1 時

間の会 に 5 人が出 すれば，5 時間分の ースがかかることになる。また，わ わ 大人 が一

に会するよりも， 時間で個々に った方が質の い意見をもらえる 合もある。毎 会 を開くので

はなく，意見を し， 論によってさらに たなアイ アが生まれる を持ちたい時や，一人では決

めか る 的な課題があり， 々な 度から見たうえで最 の を導きたいとき，同意を一 に

たいときな 大人 で し合うことが必要な時にのみ開くこととする。また，あらかじめ会 の 在と

内容を従業員に え，会 に参加するか うかの は個人に せる。「関 ありそうな人」が会 に

参加するよりも，「 論に参加して しい， の意見を聞きたいという人」だけが「関連のある 分」

だけ会 に参加し，その他の人には を って後 手 に する。そして が， を，いつま

でに， ういう で 上 ればならないのかを必ず会 の最後に する。 

このように，企業 に 員が 業をしなくなるような 度を取り入れ， 員一人一人が の い

を がければ，定時 が可能になる。定時 が可能になれば， 育てで しい 員の 担も

される。 

これまで 業を くし， よく をするための考察に 点を いてきたが，育 時間の のた

めには 業を くし， よく をすることが 決であると考える。これまで てきた改 を

際に企業に取り入れることができれば，今よりも 働きやすくなり，出 後 する女性の も ら

すことができるだ う。 

とめ  

育 度の探究をするにあたって， たちは女性が する理 の中で多かった理 のうちの 2

つを取り上 たが，この他にもまだ問題点は っており改 していく必要がある。 

さらに，企業の育 支援度が上 し めたのは 1990 年 からだが，そのこ 育 度を取 する女

大 立 題 「 」2015 	 文集



－ 38 －

大阪府立千里高等学校 課題研究「探究」2015 年度 論文集 
 

 

性 員も なく，2000 年 に入ってからこれらのことが多く利用され めているため，まだ とは

なっておらず，そのために 本 自の考えが定 しており， しく考えを かせることも しくなっ

ているのが現 だ。 

今す に意識を えることは しいが，育 業をとる 員が えたり 育てに 的な 員が え

たりすることで，自 に意識が いていくのではと現 で考える。 

さらに， 続的な成 を目指す企業は，中 期的な 環境の整 も含めて，女性の 用に本 を入

れていくことが必要である。 

そして現 の 育 取 者や を持つ働く女性が 際に 度を利用して ったこと，学んだこと

を次の ， えば次の の たちに引き いでいくことで， 女らに対する 識や考えが定 して

いくのではないだ うかと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
グ フ 共働き と方働き の  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
           グ フ 出生 向基本調査     グ フ ・出 後に した理  
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育 後，女性が働きやすい環境を作るためには 

口  

1  の  

まず めに や育 の 度について理解しておく必要があるだ う。 とは， 業と 後

業のことをいう。 業とは，出 予定 の 6 間 から することで取 することができる期間

のことで， 後 業とは，本人の し出に関 なく，出 の から 8 間は 業できない期間のこと

である。しかし， 後 6 間を た後，本人が を出し， が めた 合には 業することがで

きる。また，育 とは育 業のことである。一 に たない もを 育する男女労働者は，会 に

し出ることにより， もが一 になるまでの間で 望する期間，育 のために 業することができ

る。 と育 の大きく うのは， は でも取 できるのに対し，育 は取 できる方の要件が決

まっていることである。たとえば， 用された期間が一年 である 合，一年以内に 用関 が終

する 合， の 定労働 が 以 の 合な には，育 を取 できないことになっている。また，

的支援の では，育 業 や出 手当 ，育 業等期間中の 会 料の な ，いくつ

かの対 がとられている。(育 業や 業を取 することができる期間 用者について http://ww

w.mhlw.go.jp/bunya/koyoukintou/pamphlet/27.html) 
生労働 の調査によると，女性の育 業取 は平成 24 年度で 83.6%となっていて，育 業

度の な定 が図られつつある。そして，同じ年の育 終 後の 者の 合を見てみると，89.8%

と に高いように われる。しかし， 一 出 後の女性の 続 業 合をみてみると， もの出

生年が平成 17 年から平成 21 年である女性の 続 業 は，38%に まっている。これは，たとえ一度

したとしても，育 のために してしまう人が多くいるということを表していると えるだ う。

また， の 用関 の いは育 後の 続 業 に く関わっている。そこで，25 から 34 の

用 を見てみると，「 の 員，従業員」の 合が高まっており(1990 年の 28.2%から，2012 年

の 40.9%)， 員は育 業による 続 業が高まっている(2005~2009 年で 43.1%)もののパートや

員は (2005~2009 年で 4.0%)にある。(総 労働 調査 別調査 wwwa.cao.go.jp)このよ

うに，育 後の 続 業 が い中で，育 後，女性が働きやすい環境を作るためには うすればいい

のだ うか。 

2  めの具体  

  

そもそも，女性が育 後も 業を 続するためには， のような環境が必要なのだ うか。女女性の

業に を える要 を分 した結果，まず，0~3 の もがいると 業している が いこと

がわかった。また 4~6 の もを持っていても，0~3 の 合 ではないが，やはり 業している

が い。 者がいる 合も 業 は く，また 者の 入が高いと 業 は い 向にあ

る。これは， 者の 入が高い 合，女性が 理には働かない 合があることを している。さら

に 者の労働時間が い 合も女性の 業 は く， と同 していると女性の 業 は高い。
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(女性の 続 業を る www5.cao.go.jp) 

さな もを持つ 女性が 業しなくなるという点は，① もが さいうちは自分で を見

たいとの 望，② さな もを持ちながら 業することの ，な の要 が反映していると考えら

れる。 際に， をやめた女性にその理 を てみると，「 と育 の 立が しいと感じ，育

に するために した人」が 65.1%にも及んでいる。(平成 20 年 UFJ ー &コン ルテ

ング「 立支援に る 問題に関する総合的調査研究」より)また，「 もの け がない」が 6.4%

となっている。( 立 人労働 作研究，研 機構「育 業に関する調査研究 書」より) 

そこで は，育 後 に したとき， もの をみてくれる があれば，育 後も 続し

て 業できる人が えるのではないかと考えた。 

そこで提案するのは，「 の企業で連 して 育 設を設 する」ということである。 員 が 10

00 人，500 人，100 人，の大，中， の つの企業があるとし，そのうち大企業には き があると

する。そして，それ れの企業の 年度の予 な を参考にし， 育 の 用や 育 設 のために

かかる 用の各企業の 担 を決定する。後に，決定された各企業の 担 の支 いを する企業が

出てこないよう，連 して 育 設を設 することを決めた際に，同意書に 載しておく。 

また。受け入れる もの 件や 育 の 用についても一 に 載しておく。 

  

 の  

現在， 育 の 人 は，平成 26 年の一月に ークを え，全国平 で 1.74 となっている。

また，平成 25 年度の 人 を見ると，9 の 府 において一 を えており，人で不

が がっていることがわかる。( 人 とは， 者 に対する 人 の 合のこと。

が 1 を上 れば，人を探している企業が多いことを し，1 を れば， を探している人が多い

ことを す。) に では，4.63 と に高い となっている。( 生労働 より) 

ここまで， 育 不 が がっている理 はなんだ うか。そこで， 育 ， 教 ， ，

会 員の平 年 を比 てみた。 育 は 317 ， 教論は 347 ， は 473 ，会

大 立 題 「 」2015 	 文集



－ 41 －

大阪府立千里高等学校 課題研究「探究」2015 年度 論文集 
 

 

員は 480 であった。（平成 26 年年 ， 生労働 より） 育 の平 年 が一 いことが

わかるだ う。そして， 育 と 教論の一 の もを かる時間を比 てみると， では

4 時間， 育 では 8 時間であった。 育 は 教論に比 て い時間 もの を見るのにも

関わらず，平 年 が 教論より い。これでは， の には が す ると する人がた

くさんいてもおかしくないだ う。さらに，現在働いている 育 の 以上が 用である。

そのため，時間 労働が多く，その上 業 も支 われない。こうした理 から， してしまう人や

育 後 しない人， 育 の を するのにも関わらず， 育 として働くことを 望してない人

が えている。それにより， 育 不 となり， 育 一人一人の 担が え， してしまう人が

えていくという のルー がある。しかし，平成 25 年， 生労働 業安定 によって われた「

育 を しながら 育 としての を 望しない 者に対する意識調査」によると， あ

たような， が安い，時間が労働が多いな の問題が解決された 合， 育 として働くことを 望

するとした人が 63.6%となった。 

 の具体的  

1. 企業が 育 を う。 

育 で働いている 育 の多くは， 会 を してその で働いている。そのため，

用となっている。なので， は， 育 を 会 からではなく，企業が 員として うことを

提案する。 用ではなく， 用であるメ トは， 料を一定の もらえること。 用期間

が限定されないこと。な かあ られる。そうすることによって， 育 として安定した に けるよ

うになる。 

2. 料を月 にする 

も したように， 員としてのメ トは 料を一定の もらえることである。 

あらかじめ， によっては 業があるかもしれないことを し同意書に 入してもらう。そこに，

月 の 料とは別に 業 が支 われることも 載する。また， もを ける に月ごとのだいた

いの ける時間を提出してもらい，それをもとに 育 の労働時間をだいたい しておくようにする

と， 業に関する問題が解 されるのではないだ うか。 

3. 育 の 用人 について 

育 の 基 は，国が「 設の設 及び に関する基 」という によって定めて

いる。( の表) 

( 可 育 の 合は が 自に なる 定を定めている 合もある。) 

ただ，この 基 では十分な 育ができないのも現 であるため，多くの 育 設ではこの 基

の 1.5~2 の 育 を していることも しくない。(hoiku-shi.com) 
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そこで は，この表をもとに受け入れる もの人 と 育 の人 を決めた。 もは，6 人~19

人とし， 育 は，3 人~5 人が にいるようにする。しかし， かる もの年 によって多 の

は出てくるので，それはそのときそのときに するとする。 

4. 受け入れる もの 件について 

受け入れる もの 件は， 員の もであることとする。定員人 は， 決めたように，6

~19 人とする。もし，定員が ーバーしてしまった 合には， 員の ものうち 機 を優 とす

る。 

 の 題 

「 の 時， もを のようにして 育 設まで連れていくのか。」，「 が すると

きも もを 育 設に けてもいいのか。」，「 育 としての を 望する人を やすためにできる

的解決 」といった課題についてもっと く考えていきたい。 

現在， 府が 育 不 ， 育 設不 を改 するために考案しているいくつかの も 的ではな

い 分がいくつも 在し，現 的な改 となっていないことも問題であると は考えた。また， 本

以 の国では，育 度が成 している国がいくつかあるから，それも参考にしながら，今あ ている

案も含め， 的な改 を見つけ出したい。 
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男性が 的に育 業を取 するには うすればよいか 

内  

1  の と 題 

育 業という を聞いて，当 女性が取 するものだと考える人は なくないだ う。 自 ，

はじめは男性に取 させるという考えがまったくなかった。それに， の も育 業を取 しており，

育 業は女性が取 するものなのだと い込んでいた。このとおり， 本では男性が をし，女性

が と育 をこなす，という意識が いている。なぜこのような意識にいたっているのだ うか。 

内 府 業 調査によると，女性の出 後の が 23 と しく くなっている。その理 の大

が の である。女性にとって， 入 となる と育 を考 すると，やはり育 業を取

することはや をえない。では，男性は育 業に対して のように考えているのだ うか。「 ー

ン男性の育 業に対する意識調査」によると， 取 かつ取 したいと考えている男性の 合は 7

5 と，かなり高い となっている。また，取 のある男性の 84 がもう一度育 業を取

したいと考えている。 に，男性は育 業に対して 的な意見を持っていることがわかる。しかし，

現在の男性の育 業の取 は 2 後と として い 合である。 な理 として，育 業中

の 入が不安であるということが られている。このことから， 的な理 で男性は育 業取

をあきらめてしまうことが多いようだ。さらに， 本では共働き が 加しており，この には女

性の 会進出も大きく している。（ ー ース http://www.garbagenews.net/archives/20412

23.html より） 

本の 分業は，男女で大きな がある。男性の平 時間は 1 時間 で，女性に大きな 担

がかかっていることがわかる。また，女性の育 業後の 業 は一 と く，女性の 会進出の

ートのためにも，男性の 的な育 業の取 が必要なのではないだ うか。そして，男性が育

業を取 しやすい環境とは のようなものなのだ うか。 

2  に 的 援 

1 でも たように，共働き はこれからも え続けると考えられる。共働き が育 業

を取 する際の一 の不安材料は，育 業中の 入である。男女の 入の は に大きく，平

月 の は にも上る。（ ー ース http://www.garbagenews.net/archives/2041223.

html より） 入 である が育 業を取 すれば，もち ん 入が り，育 も になってしま

うと考える人が なくないだ う。 

は男性が育 業を取 すればメ トが多い 的な 組みを提案したい。育 手当は基本，出

生した もが一 の 生 を える まで受け取れるので，最 一年間受 できる。現在までの育

手当は，毎月最 の 年間は月 の 67 6 月分， りの 年間は月 の 50 6 月分が受 可

能となっていた。そこで，男性が育 業を取 すれば，育 手当は，毎月最 の 年間は の月

の 80 6 月分， りの 年間を の月 の 75 6 月分を受 できる，という解決案を提案し

たい。これまでの育 手当では，男女関 なく最 の 年は月 の 67 で， りの 年は月 の 50
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と，かなり が く，育 をするにも が しくなるばかりであった。 入平 を見てもわか

るように，月々の生 を考えると，女性がや なく育 業を取 せ ばならないのだ。とこ が，こ

の しい案は，男性が育 業を取 する うが 入は多くなる。 

を て考えてみる。今 は 用の男性と 用の女性の を考える。 えば月 343

200 の 用の男性と月 179200 の 用の女性との の 合，この案を 用した月

は 479920 で， 用しなかった（女性が育 業を取 した）月 は 463264 となり，およそ 130

00 の が生まれる。これは最 の 年の月 の だから， 年で 78000 多く受 できること

になる。また，7 か月以 では，月々の月 の はおよそ 30000 で， 年で 180000 ってくる。

すなわち，この に た のうち， が育 業を取 すれば， が取 する 合よりも 258000

多く育 手当を受け取ることができる。258000 は 的にいうと， 用の女性の月々の 入

に 等しい。（月 は http://www.garbagenews.net/archives/2041223.html 参考） 

また，この案は， ともに 用である 合も，男性が育 業を取 する うが，より多く受

できる。最 の 年間で 96000 ， りの 年間で 255000 の が生まれ，年間で 351000 多

く育 手当を受 できる。351000 は 用の男性の月々の 入に 等しい。また，今までの育

手当の受 は 2 か月に 1 であったが，これを して，1 か月ごとに受 できるようにするという

ことも提案したい。 

この案は，育 手当を に受 した人々の や， 自 の に を聞いた から考えだしたも

ので，2 か月に一度の手当てだと，1 月に のくらいの 入と支出があるのか，な のお を う

画を見 えにくく，生 が になってしまう可能性があるのだ。1 か月ごとにすれば，毎月安定した

お が入り，生 にも とりができると考えられる。さらに，現在は育 手当の月 上限 が定めら

れているが，これも す きだと考える。その理 は，現在のように上限 が設定されていると，

の 入が多い人 いつも おりにお を えなくなってしまうからだ。 

育 手当の上限 は，286023 である。 えば，月 が 100 の男性と， 業 の の

合， の考えた案を導入する（男性が取 すれば 1 6 月は月 の 80 ， りの 年間は月 の 75

とし，毎月支 され，なおかつ上限 を設けない）と， が育 業を取 すれば，最 の 年間の

月 は 80 である。しかし，現在のままであると，最 の 年間は月々67 だが，上限 が設

定されているため，286023 しか受 できない。 毎月 100 の 入で生 しているこの が，

育 業取 中に月々28 あまりで生 するのは，かなり しいだ う。 

これを考 すると， 業 の女性が育 業を取 し，男性が働く，という が改 されない。

だからこそ上限 を する必要がある。上限 がなくなれば， 入が るのはわずかで，男性も

取 しようと考えるのではないだ うか。ただし， 入が多い人の育 手当を たちの案を 用すれば，

国や企業の 担が れ上がる可能性がある。そこで育 手当の一定 以上の には， や，

に加 するな の 的な 件を作る きだと考える。 

この提案は男女 別だという意見を持つ人もいるだ う。しかし，この案はあくまで男性に育 業

を取 させることを目的としている。今の 本では男性が育 業を取 し らいという環境になって
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いるので，このような現 的な を取らなければ男性は 的に育 業を取 することを み れな

いだ う。 

また， 分業時間は，女性の うが平 で一 1 時間男性よりも多く，男性が育 業を取 す

ることで，女性への 担も されると考えられる。（ 2 全国 向調査 国立 会 ・人口

問題研究 http://www.ipss.go.jp/ps-katei/j/Nsfj2/chapter41.html より）この案により，生じると考え

られる問題は，高 な育 手当の 担 が こであるかということである。国，もしくは 方，また企

業な ， 担が くのしかかる可能性がある。しかし，企業にとっては育 業に対して 的に

しているということはイメー ア にもつながるのではないだ うか。この案に加え，男性が育

業を取 しやすい くりも考えていかなければならない。 

2 つ目の案は， 手当の から考えたい。現在， 手当は 一人当たり，0 3 は 1 50

00 月，3 学校 までは 1 月，中学生は 1 月が支 されることになっている。

また， 手当の受 に対する内 府の調査によると， 手当を受 したことがある は 8 を

えており，多くの が 的支援には手を ばしていることが分かる。 の い としては，

のための や 育て 用が多く， を持つ にとって 手当は 要なものになっている。 

とこ が， 手当は中学校を 業すると支 されなくなるため， を れるまでの高校・大学生

の間は 手当に ることができない。ここで，ドイ の 手当を見てみると， 1 ， 2 は

本 で 22000 月， 3 は 25000 ， 4 は 28000 月が，それ れ 18 になるま

で支 されている。この年 はドイ での 教育期間が終わる年 に じたものと考えられるが，

く受 できることは において 要な要 だ う。そして， 者の 入に関 なく受 できること

や，育 後の 会 の によって，ドイ では男性の育 業取 を 々に やしていっている

のである。 

この 期にわたる 手当の支 に 目し， 本でも， が2か月以上の育 業を取 した 合に，

手当は大学を終えるまで（22 まで） 受 できるようにしたい。つまり， が生まれてから，

が一度でも 2 か月以上の育 業を取れば，その は大学生まで 手当を受 できるということで

ある。 は，高校生の間は 育 や教育 な （ な ）から 15000 月，大学生はアルバイト等

を める人も多いことから 10000 とし学生までの 手当の支 は現在の と同 で， えない

ものとする。これによって， 一人が大学生を終えるまで受 した 合，今よりも総 で 100 以上

も多く受 でき，これは大 な の支えにつながるだ う。そして，受 のための の育 業

の取 は， 一人に対して一 わなければならず， 人の の育 のために一度にまとめて育

業を取ることはできない。ただし， が生まれた 合は として，一 の育 業の取 だけで

人の受 を めるものとする。またこの案は， ングルマ ーの においては，育 業

の取 に関わらず必ず して受 できるようにする。そうすることで，限られた 入の生 を しで

も にすることができ，女性の育 担を らせるだ う。さらに， が高校や大学に進学しない

合は，一 1 月が 22 まで支 されるようにする。 

この案によって， が育 業を取った方が にとっては になるので，男性の育 取 の上 を
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目指せるだ う。また， 期の によって の安 も生 ことができる。 入な の関 から必

ずしも が育 業を取 するとは えないが， しでも男性の育 取 が進 ことで，女性の育 に

おける 担を らすことができるだ う。 

 の の の と 

以上の提案に対してはまだまだ問題が生じると考えられる。 一の案では，男性の育 業取 に対

して多 の が必要である。現在 である 本 府，または 方自 が こまで できるの

かは だ ではない。それに加えて，上限 を設けないことについても，各 によって なり，

多 の 入の多い の男性が育 業を取 した 合には，国や自 が育 手当を 担しきれない

ということも考えられる。企業でこの 度を導入すれば， 間からのイメー も向上し， り上 ，労

働者 にもつながるかもしれない，という 望はあるが， 現するにはもう し国や，企業の 的

な や を考 しなければならない。この件に関しては，この 的支援だけでなく，企業内の取

り組みや育 業に対する考えや な ，さま まな視点から考えなければならないと う。 

また， の案について， も たように，現在は 18 から選 権が えられているな ，

までを と めるか，大学生とひとまとまりにしているが，高 生， 年 学校生な にも，

すでに働いているのに 22 まで 手当を するのかという点が問題である。 なる問題点は，

まで とするかということである。この案では 2 以 ， 手当の が上がるため，

化問題の解決をア ストできることが期 される。しかし，あまりにも一 で受 が上 すると，

他の にまで 手当が き らなくなる可能性がある。これらについては，一 あたりに の

な上限 をもうければよいのかな ， 際の自 の支出 を調 ， 的な案を考え出して きた

い。さらに， の生の をきくな ， 際に育 業を したことがある人や，働いている人の意

見を生かし， 的な男性の育 業取 に繋 たい。 

 

・内 府 平成 年度 化 会対 に関する 育て女性の意識調査   化対 , 3
手当について 統 （共生 会 担当）  

・http://www8.cao.go.jp/shoushi/shoushika/research/cyousa20/ishiki/html/02chap_3.html 
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機 を らすには うすればよいか 

 

1  の と の  

2015 年 4 月 19 ， は「 フ からの 」や「 の 大」を 現し， 本 の課題を

するための である，「ア クス 3 本の 」を発表した。その 3 本目の である「 間

を する成 」の中で，「女性が く 本」と題して女性の 会進出が 要課題の一つに

られ， 的な や 目標が されるようになった。しかし，女性は結 や出 を機に するこ

とが多いため，出 ・育 後の が しく， 後の女性がそれまでに った アや発

される き能 を 用しきれていないという問題は だ解決していない。 際に ー ンが働く女

性を対象に った「結 ・出 後も を続けたい」と うか うかの意識調査によると， を続け

ず 業 になりたいと えた女性が全 の 15.4 ，育 期間中は 業 になり，その後 した

いと えた女性が 25.8%，会 に を したまま出 ・育 または出 のみをとり，その

後は今までの を続けたいと えた女性が 52.6%であった。（以上「生 学 の ー ン」による）

つまり， 80 の女性がいずれかのタイ ングで「結 ・出 後も を続けたい」と考えているのだ。 

現在の 本 では女性の 会進出が進んでいない反 ，多くの女性が出 後，育 期間を する

ことを 提に を続けたいと考えており，また，より いタイ ングでの を 望しているという

ことがわかる。グ フ 1 からも分かるように， 本全国の 機 は 2010 年から 4 年間は して

いるが，2015 年に 5 年 りに 1796 人 加している。また， 生労働 の調査によると， 機 の 8

1.4%は 3 で， 機 は年 が い 多くなっている。これについて， 生労働 は，2012

年 8 月に成立した，「 も・ 育て支援 」「 定こ も の一 改 」「 も・ 育て支援 及

び 定こ も の一 改 の に伴う関 の整 等に関する 」の も・ 育て関連 3

に基 く「 も・ 育て支援 度」への期 感から， 育 への し込みが えたことに加え，

で女性の 業 が上がり，その結果 機 が えたのではないか，と分 している。さらに，

もがいながら や を選 する女性が え， ングルマ ーとして もを けて をする

女性も えたことも 機 が えた のひとつではないかと考えられている。現在， 機 解

のため， 府 や各 は 育 設への受け入れ を 大しているが，それを上 る し込みがあ

るため， に 機 が生じているのだ。 要と のバ ンスがとれず， 育て の ー が い

ついていないなかで 機 を らすには うすればよいのだ うか。 

2  具体  

 の実態 

平成 2 年， 府は 化を問題として 識し， と 育ての 立支援な もを み育てやすい

環境 くりに向けての対 の を め， 育 整 が 化対 としても われるようになった。し

かし， 育 利用 は平成 7 年から上 向に じ， び， 育 要の 大によって 機 の解

が課題になった。 育 の整 を見ると，平成 13 年の 育 設 は 2 2,214 ，利用
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は 182 8,225 人であったが，その後， 設 ，利用 ともに毎年 加し，平成 25 年の 設

は 2 4,038 ，利用 は 221 9,581 人となっている。さらに， 育 の 設以 に， 育

比 や 等の最 基 を 成した上であれば，定員を して入 させることができるようにする

「 化」による 育 の入 の 大や 可 育 設の 用な により 機 対 が

われてきたが， 育 要の びに 育 の整 が いつかない が続いている。 

では，なぜ 要があるのに 育 を やすことができないのか。それは， からの反対の が

多いことも だ。 育 の もの に対して を せる人も なくない。さらに， 育 を設立

するためにはある 度の を要するが， 育 の は 生 性が いため， き があっても

のような 生 性の高いものに利用される 合が多い。また， 育 の不 が 化しているこ

とも関 していると考えられる。現在， 育 を目指している人が多い一方で全国多くの 域では 育

不 は年々 化し，2017 年度末には 本全国で 7.4 人の 育 が不 することが予 されて

いる。さらに， 育 を持っているにも関わらず 育 の が必要な 業に かない人も えて

いる。その について，2013 年 5 月，ハロー ークが調査を ったとこ ， が 望と合わない

と えた人が 47.5%， 時間労働や への不安な による自 の ， の不安があると えた

人が 39.1%， が ないと えた人が 37.0%で， に働く の環境に問題があり， 育 として働

くことを める人が多いことが された。（グ フ 2） 

 の  

に たように， 育 を 設するには 問題や からの な さま まな問題があ

られるため，そのような がない 業 内 を 及させる必要がある。 業 内 とは，企

業内または の に用意された育 中の従業員向けの 設のことで， さな もを育てな

がら働く従業員が安 して働けるようにすることを目的につくられた 設である。さらに，最 では，

定員に たない 合は 間からも もの受け入れをしている企業があることや， 育や 教育な ，

企業ごとに なる教育 ンもある点で， 育 設の 1 つとして 目されはじめており，女性が

する 要な会 の大 が 業 内 の開設に向けて を めていると われている。 

業 内 の は，まず，会 の きス ースや くの き 件を利用するため を する

必要がないうえ， 業 内 を設 する際には設 用として助成 を受 でき， 育 を 設す

るよりも 用がおさえられる。さらに， に働いていた企業内に 育 ができることによって 育

を探す手間が け，女性が比較的 く に できることや， と同じ で働けるため，

が わる がなくなるな ， 後の女性の 会進出を進める点においてのメ トもある。また，

業 内 は 人 育のため，手 い 育が受けられるうえ， くに もがいるため安 して

働くことができる。 

しかし，会 の きス ースや くの き 件を利用することで発生する問題もある。それは， 育

のような や がなく， 会な の を うこともできないということだ。また， 業 内

の受け入れ対象は さや の関 から 2 までとせ るを ないため，各企業が 育 をつく

り 業 内 の が えるだけでは 機 を らすことはできないだ う。そのため，以 のよ
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うな取り組みを進める。まず， 業 内 は をつくることや を うことが しく，さらに，

受け入れ対象が 2 までを 提としていることから， 業 内 では 0 2 ， 育 では 3 6

，と受け入れ年 を分けることとする。そのため， 機 だけでなく，現在 育 に入 している

0 2 の もも 内 で かることになる。そうすることで 育 には定員の きがでるた

め， わりに 3 以上の 機 を けることができる。 

このように， 育 と 業 内 が連 を図ることによって， 設することが しい 育 を

やすことなく 機 を らすことができ，女性も働きやすくなる。また，0 2 を受け入れる 業

内 を やすことで，年 が い 機 が多くなっているという問題も改 されるのでは

ないだ うか。このような取り組みは， 機 問題の解決だけでなく，会 の PR 果にもなり，従

業員の 度が上がることも期 される。 一生 が った， 業 内 の に関する調査結果

によると，利用者の 85.6%が「 もを けながら働くことができてよかった」と し，高く さ

れていることを している。（グ フ 3） 

 に の 題 

以上， 機 を らすための提案を った。これらは， 機 の受け入れ を するための改

であったため，受け入れ を年 で分けることで もたちは同年 同 の関わりしかできなくな

ってしまい， 育 のような の繋がりがなくなってしまう。 後の女性の 会進出だけに 目するの

ではなく， もたちにとっても い環境 くりがなされなければならない。そのため， に 1 また

は月に 1 の ースで開く， 育 に う もと 業 内 の もとの 会を提案する。こ

のような 会を開くことで，さま まな年 の もと れ合え，年 の もの を見る がつ

くな ， も自 の成 にも繋がると考えられる。 

しかし，この 合も 育 と 業 内 の連 が 要となってくる。また， 業 内 を設

立する際にも， 育 の が課題になる。 業 内 の 合， 働 8 時間の フト を 用して

いる 合が多く， の 合は もが する のみ， する 方のみの 時間 もあるため

育 労働環境が しくない。さらに， 業 内 は企業の に合わせた開 となるた

め， 育 の もそれに じ， が ないという問題も解 される。このように 育 よりも働き

やすい環境であるという考えを定 させられれば， 業 内 の 育 の も進 のではないだ

うか。以上，受け入れ を年 別で分けたことで こる問題の改 と 業 内 を設立する際

の 育 の についての提案を った。 自 ， 後も を続けたいと考えている。しかし，企業

の によっては 業 内 の設立が しい 合もあるため，今後はその を のようにしてな

くしていくか，また， 育 と 業 内 の 会についての 的な構 について考えを めて

いきたい。 
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（グ フ 3） 業 内 育 設の利用  

 

・http://www.garbagenews.net/archives/2087326.html（ ー ース） 
・http://www.u-can.co.jp/topics/research/2013-08/（生 学 の ー ン） 
・http://www.kantei.go.jp/jp/headline/seichosenryaku/sanbonnoya.html（ ー ー ） 
・http://www.huffingtonpost.jp/2013/10/20/nursery-staff_n_4133460.html 
・http://group.dai-ichi-life.co.jp/dlri/ldi/news/news0505.pdf（ 一生 アン ート調査） 
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うすれば男女での 分担を 現できるのか 

月  

1  の と 題 

1980 年には男性 用者と 業の からなる （ 業 ）が 1,100 ， 用者の共働

き が 600 であったのに対し，2013 年には，男性 用者と 業の からなる （ 業

）が 750 ， 用者の共働き が 1,100 であった。( 生労働 「平成 25 年度

生労働 書」による)このことから， 年共働き が 加していることが分かる。しかし，総

の「平成 23 年 会生 基本調査」の共働き の と の の 別生 時間のグ フで 持ち

の共働き の ， の ， ，育 ， い の 1 当たりの時間を すと 480 分， 550 分

となり， の 担が大きくなっていることが分かる。また，6 の もを持つ の 1 当たりの

，育 時間を国際比較してみると，アメ 2.58 時間，イ ス 2.46 時間，フ ンス 2.30 時間，

ドイ 3.00 時間，ス ェー ン 3.21 時間， ル ェー3.12 時間であるのに対し， 本は 1.07 時間で

ある。(Eurostat “How Europeans Spend Their Time Everyday Life of Women and Men” (2004),

 Bureau of Labor Statistics of the US “American Time Use Survey”(2013), 及び総 「 会生

基本調査」平成 23 年による) 

国に比 て 本で男性の ，育 参加が進んでいないことが分かる。また，千里高校国際文

化科の生徒を対象としたアン ートで「あなたの では現在男女での 分担ができていると いま

すか」という問いに対して，できていると えた人が全 ( 者 72 )の 14%，ややできていると

えた人が 25%，あまりできていないと えた人が 47%，全くできていないと えた人が 14%であった。

このことから，男女での 分担が 現できていると はしにくい。また，「結 したら のよ

うな にしたいですか」という問いに対しては共働きと えた人が全 ( 者 66 )の 68%， 業

と えた人が 27%， 業 と えた人が 5%であった。将来，結 した際に共働きで生 してい

きたい人が多く男女での 分担はやはり 現す き問題だと分かる。 

共働きの 加により，女性が 会進出していることが分かり，男女共生 会が進んでいると でき

るが， はいまだ の 担が大きいという現 がある。では， うすれば たちは男女での

分担を 現できるのだ うか。 

2  の 実 めの具体  

男女での 分担の 現の方 として人々に を して う 要性，方 な を教育すると

いう案を考えた。 

の 別にみた に 1 2 以上 を した の 合のグ フ(2013.国立 会 .人口問題

研究 「 5 全国 向調査」による)を見ると， 合が高いのが だし(40.6%)， の い

36.6%， 後の け 33.1%な で 合が いのが 21%， の 19.2%となっている。このこ

とから，男性の中で料理や な の教育が必要な人がいることが分かる。 

また， を ，または の 方がやっており，パート ーが しく に参加する際， に れ
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ている の しく に参加する への かい目も必要となる。できない に対してイ イ が る

と男女での 分担が 現できないばかりか の も くなってしまう可能性もある。 とも

に をしている を もが目にしていた方が将来その もが をもったときに自分の に

って 分担を 現できる可能性が高くなるだ う。 に もが の手 いを 的にしよ

うとしている に が され， で を するようになるかもしれない。このように が

男女での 分担の 現のために いに い を及 しあうことを期 して大人と も 方

に教育することにする。 

教育の方 としては， も，大人， の 3 グルー に分けることを考えた。教育する対象をこの

3 グルー に分けることで，それ れの 手に対 した教育が 現できると考えたからである。 

 の  

本での が の手 いをしている 合は 国と比 て ないことがわかっている。グ フによ

ると 本の ( 学一年生 中学 年生を対象)のお手 いをする 度は 一 以上している は全

の 67 で，毎 している は全 の 25 であった。(2015 年 7 月)この 字は と比 ると えて

はいるが，まだまだ がお手 いを 的にしているとは いがたい。 本では から わらず，

が共働きの 合でも とん の で が の大 を担っている である。そして に 的

に をさせておらず，また， の手 いのさせ方にも男女 が大きいと われる。こうしたことか

ら「 は がするもの」という意識の 生 がなされていると考えられる。このスパイ ルを ち

り男女の 分担のできた を くためには， の から 的に の手 いをさせ，手

いを 化させることが必要だという えに った。 

での 育ては を自立させようとする意識がとても い。それで必 的に 育ての目標も“自

立”なのだそうだ。 では男の は くある きだと考えられており，個人 の 会の中では自立

しないと生きていけない。“自立”とは自分一人で らしていける，生きていけるということだ。料理や

も，当 自分の でできなければならない。そのため は男の には しくしつけをして， い に

育てようとする。そしてその 育ての中では に をさせている。 では「男は もできる方

がかっこいい」とされており，料理や ， をすることは らしい。このような の からの

育てられ方のおか で の男性には 本の男性にこびりついている「 は女性がするもの」という

意識がなく，共働きをしながらでも男女の 分担が 現しているのだ。 にお手 いをさせる

際には，いきなりす てを するのではなく，最 は 者自 のやり方をよく観察させる。その

上で，共に手取り 取りの で教え し，手 いをさせることが望ましい。 

お手 いには 4 つの発 がある。 の 1 2 の時期をお手 い開 期といい，安全・安 で

なお手 いから え める。 に な調理，お ，おもち の な をやり める。

な 3 4 の時期はお手 い ン 期といい， 々なお手 いに させるのに最も して

いる時期といえる。 びの一環として しみながらの手 いが え める。 に い， たた

み， き な をやり める。5 6 の時期はお手 い発 期といい や な の高度な を

い める。 に を う調理， 機 け，お な をやり める。7 8 の時期は 分担
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期といい，この時期になると大 分の手 いができるようになる。 の一員として 分担の

を持ち め， にご き， き，ひとりでおつかいな をやり める。そして， にお手 い

をさせるためには， の も必要だ。 

おてつだい調査によると に を教えようとする がいる反 ，あえてお手 いをさせない も

いることがわかっている。その理 には， がやった方が く を進められて く ませること

ができる， が上手くできず反って が えてしまう， が に を教えるのが という理

な が上がった。お手 いが の成 に 立つことはわかっていても， しい が に り っ

て を教えるのは大 なことだ。 

しかし， くお手 いをさせていくことで にとってのお手 いが 化されれば の の

担を することもできる。そしてその は に対する のような意識を受け ことなく，将

来 を持ったときには 分担を 現できているだ う。 

「 での生 に必要な見解・ 識・ 能」を学 「 科」。 学校では 後す の 1947 年から男

女ともに学んだが，中学・高校で男女がともに学 ようになったのは中学では 1993 年から，高校では

1994 年からと最 のことだ。その には，女性の 会進出とともに男性も 生 に関する 能を

につけることが められるようになったことがある。中学，高校の 科では，従来からある 生 ，

生 ， 生 な で調理， の手入れ， の手入れや まい方な を学 か，「生きる 」を

掲 た 学 指導要領では，「 や生 の みを人の一生とのかかわりの中でとらえ，男女が に

して の一員としての を果たし を くことの 要性について 識させることができる

ように内容の を図った」とあり， や育 に男女ともに関わることを目指す内容となっている。

しかし，1994 年に中学生，高校生だった人はち う 今，30 。 科教育を受け， や育 に

のない の男性が今， となり， メンやイクメンになっていると われたが， だに男女で

の 分担が出来ているとは いがたい。持続可能な 会を くために女性が 会に出て働き，働

きながら もを み育てることが められている。その 現には， メン・イクメンの 在は不可

である。そのためには今 われている 科の授業に多 の改 が必要だと われる。 

たちが考えた改 は 科の授業での に調理 な を開 的にして，授業の入っていない

生方や，生徒の さん方も自 に参加できるようにすることだ。そうすることで，大人も も一

に料理をする中で いにいい を受けることができる。 えば， は調理 を して参加した大

人から や料理のコ な の を聞いたりして調理 をより いものにすることができる。そして

参加した大人も調理 で学んだことを でもやってみようと ったり， をあまりしていない

人は に対する意識が わったりするかもしれない。 

 の  

共働き が えた現 会だが，ISSP による 分担の国際比較（2012）によると料理， ，

全て 7 以上の で が 担していることが分かった。共働きの が 加しているにもかかわ

らず， を うのは として であるということだ。現 の が， 分担を出来るようにするた

めに企業での教育が必要であると考えた。1 で たように， よりも女性が へ出て働く時 にな
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りつつある。そのため，各々企業で 分担に関する教育をすることで，男女での共 識，さらに今

まで にあまり関 してこなかった男性の に対する意識を向上させることが出来ると考えた。さ

らに，企業で教育する際に な を き講座を開くのではなく， 内の 員が講座を開き， な

人の 分担の現 を ることによって向上 をもたらすことが出来ると考えた。 

現在，内 府は企業において と生 の調 を 進するためには， 者及び 理 の意識改 と

が不可 であると考え， との共 により， 者及び 理 を対象に ーを開 し，

働き方の見 しをはじめとした ーク・ イフ・バ ンスの取り組みを企業や に ・定 させる

ため， 者及び 理 によるこうした取り組みの を調査・研究して，「 内における ーク・

イフ・バ ンス ・定 に向けた イント・ 集」を作成し， と生 の調 ータル イ

ト等で く した。さらに，男性が育 をより 的に しみ，かつ，育 業を取 しやすい 会

の 現を目指す「イクメン ロ ェクト」の一環として，2013（平成 25）年度より男性の育 を

的に 進しつつ，業 改 を図る企業を表 する「イクメン企業ア ード」を し，他企業のロール

ルとして 及させることで， と育 を 立できる 環境の整 を 進している。また，201

4（平成 26）年度には， の と育 の 立を支援し，かつ，業 を上 るな の をして

いる上 「イク ス」を表 する「イク スア ード」を 設するな ，労 理の の 及を進

めている。また，内 府では，上 の取り組みを じで， 員が持つ 育 への参画の意向をはじめ

とした多 な 観を理解し， 員の意向の 現と組 の 性化に向けた働き方の見 し等を進めるよ

うに 者及び 理者に対して，意識改 を 進した。 

と の 立については，男女を問わず 進していくことが められる。 が 育ての びを

感し， 育ての を 識しながら， 的に 育てに関わるよう していくことが一 められる。

また，現在のとこ ，男性が 育てや に十分に関わっていないことが，女性の 続 業を にし，

化の一 となっている。 

こうしたことから，2010（平成 22）年 6 月に された改 育 ・ 業 においては，男性労

働者の育 業取 を 進するため， 

＜ ＞ がともに育 業を取 する 合，育 業取 期間を する 度「パパ・ママ育

ス」 

＜ ＞ 出 後 8 間以内の の育 業取 を 進する 度 

＜ ＞ 労 定を定めることにより， 者が 業 や育 業中である 合等であれば育 業

の取 不可とすることが出来る 度の  

等が り込まれた。 

これらの 度の ・ を図るな ，男女ともに 育て等をしながら働き続けることのできる環境

の整 を支援している。 

これらの 度に対する国 の理解は めて い。よってこれらの 度をより 化させていく きだ

と考えた。 

男性の育 参画は しずつ してきており，育 時間も かながら 加 向にあるが， 関連時
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間の男性 担は く， が大 分を担っている。 国の の 関連時間を見てみると，アメ

，ドイ ，ス ェー ン， ル ェーは 3 時間以上， 本を くと最も いフ ンスでも 2 時間 3

0 分となっており， 本は国際比較でもかなり いことが分かる。 

府は 6 の を持つ の育 ・ 関連時間を「2020 年に 2 時間 30 分」にする 目標を掲

ているが，目標 成にはまだ課題が みしており，イクメンの次は メンの 進が必要である。 

男性の 能 が向上し，分担時間も え， ・育 を で ェア出来るようになると，女性の

的な 担が され，女性の 労にも繋がる。また，男性も をできるようになれば， の

時や な の 時の スク にもなり，将来の の や 後の生 の際に 立つ。 

男性が育 参加できず， 立支援の利用者の とん が女性という現 のままだと，企業の中で，女

性の多い に 業者が集中するな 間の育 支援のアンバ ンスが生じるだ う。 

同じことは，女性従業員の多い企業と男性従業員の多い企業の間でも こりうる。 の め で男性

が育 参加できないことが， 間や企業間の育 支援のアンバ ンスを生み出す となっているこ

とに 意する必要がある。 

これらの問題点を改 していくためにも，企業による教育は必 であると考える。そのためにも，企

業ごとの講座開講をより なものにしなければならない。そのために，講座の開講時間を に し

支えない時間に設定しなければならない。 

そこで たちは，講座の開講時間に の時間を 用するという方 を考えた。 の時間に を

しながら聞くことで労働時間を らずに講座を開講できる。さらに， い の時間での講座なので必

的に開講の 度があがることによって，毎 講座を聞くことで 分担の 化が図れる。 

これらの方 によって，この をより現 的なものに出来るだ う。 

 の  

もが っている学校が ともに集まれる最も な だと考える。しかし，平 の参観 や

PTA に参加するのは大 が だと予 される。共働きの では ともに参加できないという

ースもあるだ う。また， に男女での 分担を 現するための講座やイ ントを開いたと

しても他の用 があるな 多くの の参加は期 できない。そのため，学校に 々ある であり，

ともに学校に訪れる可能性が高い入学 や 育 ，文化 な の にあわせて講座やイ ントを開

することが であると考えた。 

この 合，多くの人に参加してもらえる機会ということで 望者の参加ではなく全員参加の講座にし

たい。 育 や文化 の際であれば， の 時間な PTA の 表者や教 が講 となり に も

に教える で分かりやすい 会を開く。入学 であれば，学校が の男女 分担を 進している

ことを える で の後に 会を開く。内容としては， や 学生であれば， でお さんや

お さんと一 にご を作ってみようという び けやクイ で共働きの であっても の

みが を っていることの不自 さを す。中高生であれば，将来結 したとして自分なら うする

かの質問を ける，この 合は ともに するのは しい可能性もあるので は もの

を見学しつつ自分に 合わせて しいとの で う。 が って もが教わっていることを聞
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くことで 々の を み， を受けるに いない。講 が PTA の 表者や教 ， が学校，時

間が ということで予 ，時間の にも繋がるだ う。 

また， や 学生は と一 に，中高生は自分で，一 を作る， をするな の 題を

のいる で えることで に ってからも 分担の が 題に上がるようにしたい。 が も

の 題に参加したり， もが を っている を目にすることで今まで をやっていなかった

も に をお え，参加するようになるかもしれない。また， 題を出すことで の男女

分担について考えを めるということがこの講座の時間内だけに終わらず 々の生 の中でも 続し

ていけると考えられる。 

次に や の への教育を考える。 

育 の 別にみた に 1 2 以上 をした の 合(2013.国立 会 .人口問題研究 「 5

全国 向調査」による， もが 3 までの育 に対する ータ)を見てみると， び 手する，

に入れるが 80%を え，次に いた もをあやす 65%， をさせる 60.8%， をかえる 5

9.3%， かしつける 46.3%， 育 な の り え 28.4%と続き，比較的 な育 しかしていないと

感じる。またこれは， に 1 2 以上 をした の 合のため に しい， をしていない

は もとの れ合いが ないと考えられる。 と から まで する人とは当 ながら生

も ってくる。 

と もとの れ合いを作るためにも に と もへの教育について考える。 

生労働 も育 にもっと関わりたいという男性を 援するためにイクメン ロ ェクトなるもの

を している。また， もがいる の の の ・育 時間別にみた 10 年間の 2 以

の出生 (2012. 生労働 「 11 21 成年者 調査」による)をみると が に ・育

に全く参加していない の 2 以 の出生ありの 合は 14%であるのに対し，6 時間以上 が

に ・育 に参加している ではこの 合が 76.5%となっている。 ・育 に が参加するのと

しないのとでは，出生 に大きな が生まれていることが分かる。男女の 分担の 現が

化問題の解決とまではいかないかもしれないが， 化問題の 改 まで結び くかもしれないとは

きである。また， に た ータは の ・育 参加， の 合である。 ， ともに 理し

ない 度に の を分担できる が理 である。 

とその に対しての教育は 域の や 育 ， で うことにする。 育 や

では，(1)で た方 と同 に 会の み，入 の後な の時間を利用して講座を開く。 域の

で講座を開く際は，その の がいる に を ったり， 域の掲 に スター

を ったり， や のフ ー ーパーな に を することで講座の開 を 域の人々に らせる。

域の ， 育 ， いずれの で講座を開 する 合も こかの の や 育 を

っている が講 となって，他の に教育することにする。 組かの で一 に な もと

の れ合いを作る時間や が であればおん しながら， であれば もと一 に料理するな

の を いたい。 

また，作った料理を ながらそれ れの で 々 っていることな を し合えれば みが共
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でき意 のある講座になるだ う。 域で った 合であればその講座が くに んでいる と り

合える とも成りうる。そうすれば，お いに での問題を共 して解決するな い を及 し

あってそれ れの での の男女 分担が 現可能になるだ う。 

この男女での 分担の教育をその だけの で終わらせてはいけない。 々の生 の中に男

女で を分担するという方 を取り入れてこそ教育をした意 があったといえる。一 の講座で人々

の 観や今までの生 を えるのは 理がある。そこで講座にきた人に 題をだすな の が必要

だと考える。 的には，料理の を してその を 用した料理を でつくる，その料理の

を次 の講座に持ってくるようにすること， に自分が参加した講座内容について すこと，

の 分担表をつくることな だ。 

これらは，比較的 かつ の男女 分担 化できる可能性が高い。たとえば， の

分担表をそのとおりに をやっているうちにそれが 化し 分担表が必要なくなるかも

しれない。このように最 は 題という であったのが での 分担が 化し自 にでき

るようになることが理 である。また，講座の内容を SNS に することも男女での 分担の

現への材料になると考える。講座を らなかった人や講座に参加出来なかった人に男女での

分担の 現への取り組み内容を らせることができるし，講座に 際に参加した人も内容を り るこ

とができ になると考えたからだ。みんなで った講座内容だけでなく，講座で受け取った 題( え

ば料理)している を講座の受講者がそれ れ SNS に することも だ う。 

 の  

への意識を高めていくなかで，理 である男女の 分担のできた を くためには労働

時間の調整を う必要がある。 

現在， 本は労働基 32 において働く時間の上限を 時間を き 1 8 時間， 40

時間と で定めている。 

しかし，業 上の必要性に じ，一定の 件を たした 合には「 労働時間 」が められてい

る。 たちはこの「 労働時間 」をより 的に導入する きだと考えている。 

労働時間 とは，一定の 期間について， あたりの平 労働時間が 定労働時間の 内に

まっていれば，1 または 1 の 定労働時間の を解 することを める 度だ。たとえば，

期間を 1 月とした 合，1 に 6 時間労働の や 10 時間労働の があってもその月における あ

たりの平 労働時間を 40 時間以内に めれば， 定労働時間が 40 時間を えるときでも労働基 3

2 1 には 反しないものとして扱われるというものだ。 

この 労働時間 は の 分担に生じる 担をなくすことができる。たとえば の が

引いたり， に 人と会う ができてしまうな ちらかが ができない もあるだ う。その

合 1 人で をやることになったとしても， をいつもより く り上 ることでもう 1 人の分の

をする時間的 をつくることができる。このように の ちらかが をできない があって

も に対 でき， 手の をやることで自分の時間が れてしまうということも くなる。 
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フ ル ー と コ ー の 立は可能なのか 

スタ 作 の を として  

 

はじめに 

2015年に 本に訪れた 国人観 客 が 上最多の2000 人を したと 本 府観 が発表し

た。中でも最 では， 本のア メー ンに され，観 に訪れる 国人も多いらしい。 に，ス

タ の作 は国内 で が高い。 自 ， 映画が きで，その となった観 に

よく訪れていた。今 ，探究のテーマで「環境と観 」を選んだのは，自分の のある分 について

さらに 識を めたい，と ったからである。 

 と 的 

年，観 業は国の発 ， 域の 性化になくてはならないものになっている。グローバル化が進

み，多くの 国人が 本に訪れている点でこの 業は，今後の 本の 成 のために必要かつ ばし

ていく き分 といえるだ う。そして，「持続可能な 会」を目指すうえで観 分 は環境に を

えやすいという点から，環境 全に 的な を果たす きとの 識も 立され めている。 々

な観 の がある中で，1982 年の 国立 会 で提 された「 コ ー 」は， 多

くの観 客が訪れることによって生じがちな環境や文化の をなくし，「持続可能な観 」を目指す

観 現象 である。 コ アーな の取り組みによって観 客に 域の を えることで，その大

さが理解され観 の 全に繋がるという 組みで， イドとルール作りが 要な イントである。 

そして， は コ ー と同 に観 業の発 により しく生み出され，1990 年 からコン

テン ー のひとつとして 題となった観 である「フ ル ー 」を，「 コ ー

」と対 にあるものと考えた。 大なスク ーンに大 で上映される映画は，ド マやア メ

に比 視 者に えるインパクトが大きく，それに された多くの人々が 期間に観 へと訪れる

ことがフ ル ー の大きな である。観 業の発 により，多くの観 客が訪れた結果引

き こされた問題を解決するための コ ー と，多くの観 客を集めることを目的とするフ ル

ー は果たして 立可能なのだ うか。 

本研究には，観 の現 を ることで，さらなる 本の観 業の発 のためには が必要なのか

考察するという目的がある。今 はこの問題を， 本で最も な映画の 作会 の一つである，スタ

の作 から「もののけ 」，「 の上の 」の を に考えていく。 

 問題 と  

この研究ではフ ル ー の定 を「映画を した人々が，その となったロ や関連

する を訪れる観 現象」とし， コ ー の定 を「自 と人々の生 の向上に 献する，

のある自 観 」とする。 

まず，フ ル ー が生み出す問題点として大きくふたつのものを取り上 て考えていく。 

一つ目は，映画を見た多くの観 客が一 に訪れるため，環境 全が しい点だ。これは「もののけ
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」のロ のひとつである の での を ることができる。「もののけ 」は 1997

年に上映されたスタ を 表する作 で，当時の 入1 である193 を した。

が のロ だと になり めた 1999 年には，そこを訪れる観 客 は 1997 年の

3 に 加。これを かす く は， に「もののけ の 」と書かれた を設 し

たが，あまりに多くの客がその で を め 々の を み らしてしまった等の理 から，2008

年には が され，現在では「 す 」という に されている。これでは もののけ の

としてのア ールをすることはできない。 

つ目は，多くの観 客を受け入れるための設 が整っていない もあり， の人々に をも

たらす，という点である。これは，2008 年上映の「 の上の 」のロ である の の の

が られる。 の の観 ンターでは，観 客のために， マ という作 の

ルとなった の書かれた 図が されるな ，観 客を集めるための取り組みが 発に われて

いる。その 果もあり，2008 年に観 ンターを訪れた観 客の は 年の である 7000 人に上

った。しかし， 時 からの みが されている の は，従来から観 客により引き こされ

る 度の や ス ース不 に まされていた（ が上映される 年 の 2006 年の年間観

客 は 174 人）。そのため，「 ー 」による な観 客の 加は，さらに 化した

により が に入れないな の生 がより不自 になってしまった。 

は，このような問題を解決するために， コ アーな の コ ー に関する取り組みをする

だけでなく，観 客が えても環境 や の に繋がらないような「観 作り」を う必要が

あると考えた。 コ アー自 は観 の環境を えるものではないからだ。 際に，各観 は の

ような対 をとっているのだ うか。 

観 客による環境 な の問題を える が っている取り組みとして，「 イド

アー」な の企業や 会が っている コ アーがある。この アーは「もののけ 」の を

イドの を聞きながら でき， 者でもト ングが しめるということが である。さら

に，個人での観 ではできない ー な のアクテ テ が アーに り込まれていることから，

参加する観 客も来訪者全 の 30%と多 だ。そして， は「観 くり」として の整

にも をいれている。 に整 された は， 観の 全だけでなく，観 客の にも繋が

っているという。 際に， 千 さんの論文「 コ ー の理 と現 ，問題点，これからの

開に向けて」では， の整 により 自 への対 マス ー 対 が上手くできていると

感 し，望ましい自 への 一 が られていると感じられた。 とある。これらの の対 は，

フ ル ー と コ ー の 立が可能になる大きな手がかりとなるのではないだ うか。

しかし，一定基 を たす イドの育成や，上映から 18 年 った今，その としての

を う めていくのか，な の問題も今後考えていく必要がある。 

の人々の を引き こしてしまった の は， の一 を め立てて， を 設する 画を 1

983 年から 論しているが， 観が される等， 内 からの反対の だけでなく らの に

より， の の大多 が 成していたにも関わらず，2016 年 2 月にその 画は 全 された。
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たに 果的な案が ち出されることはなく，現在も問題の解決には っていない。そこで は，

のとっている対 を参考にして「パークアンド イド」と「 ー ング アー」という を考えた。

まず， な の が で れないという問題を解決するため， の を る自 用 を

らす必要がある。だが， 来 ス ース不 に まされていた の に たな を作るわけに

はいかない。そのため，パークアンド イドという， な の出発 からは自 を利用し，途中でバ

スに り えて目的 まで する ステ が 要になる。今年の に の を訪れたが， の のあ

る の に ス ースを たに作ることは可能だ う。さらに， の も大 りに う は

比較的 いためバスも 可能だ。しかし，この ステ だけでは自 用 の の際やバスの な

の 用がかかるため，観 客の多くはできれば利用したくないと考えるだ う。そこで，客のメ

トとなる ー スを アーの中に取り入れることも必要だ。 的には，お の料 を安くする，

マ を アー参加者だけに するな である。 ー ング アーでは， の アーと同

に イドの を聞きながら の関連 を ることを とし， の としての の を

ア ールしていく。 際に，現在も の の コ アーは 在してはいるが， が えにあまり

られていない。そのため，問題の解決とさらなる 果のためには，メ アの も必要だと考え

られる。 

 に の の の めに 

本研究では，映画を見て訪れた人々が を感じる コ アーと，その観 に じた「観 作り」

を観 に関わる全ての人々， に の の して うことで，フ ル ー と コ

ー の 立は可能になる，という結論に った。研究を進め， は最 では問題が解決に向

かっているが，一方の の は な「観 くり」が進んでいるとは えないことが分かった。同

じ観 客の 加による問題を えるこのふたつの観 だが，なぜこのような いが生まれているのか。

そのひとつの理 として「 の人々の考え方」の いが られる。 では， が一 となっ

て「観 くり」に取り組んでいるが， の の は観 くりを 的に う こ か，これ

以上観 客が えることを望んでいない。そのため，十分な イド育成・ルール作りが えず， つの

観 が 立できていないのだ。今 ， ーク アーとパークアンド イドという解決 を提 し

たが，本当にこれにより問題が解決されるのかは分からない。しかし， のような対 をとるにしても，

の人々の が必要不可 である。そのため， は将来 ンテ アな で の の の観 に

関する意見を聞き， の の える問題の解決に向けて 献していきたい。 

映画やド マな で を持ちやすいコンテン ー により多くの観 客を集め，同時に

コ ー によって環境 全の大 さや「持続可能性」について らに ってもらう。このように，

しい観 は，それ れの を生かし 立させることで，「持続可能な 会」の 現，今後の

本のさらなる発 に大きな を果たしてくれるだ う。 

に 

もともと観 や映画作 の に がありこの研究をすることに決めたが，これ 観 が国にと

って 要な 業であるとは らなかった。この研究を して観 業の を発見し，観 に わる
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に いて， 国人に 本の を えるという将来の目標を設定することができ，探究の授業を自分

の 来に かすことができたと う。 

 

・ciatr/ もののけ ロ まとめ http://ciatr.jp/topics/46706 
・ の http://blogs.yahoo.co.jp/koji0420207/folder/715234.html 
・フ ト ー ル/しまなみ め り http://4travel.jp/travelogue/10436669 
・ 会科学 大学生の論文・ ート ログ http://100rank.seesaa.net/article/319527561.html 
・ イド 会 http://www.yakushima-guide.com/forest/s_shiratani.html 
・ 千 「 コ ー の理 と現 ，問題点，これからの 開に向けて」http://reposit.sun.ac.jp/ds

pace/bitstream/10561/589/1/v41n4p195_yamada.pdf(2008) 
・ 「 後の の課題と コ ー の現 」 
・www.airies.or.jp/attach.php/6a6f75726e616c5f31332d316a706e/save/0/0/13_1-08.pdf(2008) 
・ 見 「環境 全と観 の ンマ を として 」 
・http://www.iuk.ac.jp/chiken/pdf/regional-studies39/fukumi.pdf 
・ / 自 観 の利用及び 全に関する http://www.rinya.mff.go.jp 
・ め み「映画 における観 現象の可能性に関する考察」http://eprint.lib.hokudai.ac.jp 
・ め み「フ ル ー からロ ー ン ー へ」http://ir.nul.nagoya-u.ac.jp 
・ /パークアンド イド http://www.pref.aichi.jp 
・THE INTERNATIONAL ECOTOURISM SOCIETY http://www.ecotourism.org 
・コンテン ー 会(2014) コンテン ー 入 今書院 
・ 聞一 「 の め立て 」(2016 年 2 月 15 ) 
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 を観 として 立するのは か か 

 

めに 

2015 年の ， の を含 「 本の 業 」が に され，テ や

聞 な で に関する 題を目にすることが多くあった。その中で， は，「各自 は，

に されることによって観 客が えることを期 している」という に 問を持った。

際，観 入の 加を期 して 進 を 開する国や自 は なくない。しかし，

に多くの観 客が訪れることは，環境や 観が される となり るのではないだ うか

また， を観 化して観 の目 にするのは” ”という ステ の本来の目的とは う

のではないだ うか こういう いから， は今 「 を観 として 立するのは か か」

というテーマを選んだ。 

 と  

そもそも とは ういう ステ なのかというとこ から を めたいと う。 とは，

「人 が共 す き な 的な を持つ」と められた文化 ・自 （ただし不 に限る）の

ことである。この い方は しいので，もっと に うと，「いつの時 の んな人が見ても，すば

らしいと える や自 」ということだ。UNESCO（ スコ，国際連合教育科学文化機関のこ

と）の中の 委員会の年に一度の し合いによって ストに されるか決定される。

2015 年 7 月現在， には 1031 件の がある。 を する国には がある。

に されることによって ンド がつき，観 客が えることから， 進

を進める国や 方自 は なくない。 

次に，観 化することによって られるメ ト・ メ トについて考えた。ここでは「観

化」について，「文化や自 な の観 や の 機関・ 域を 者のために整 すること」

と定 する。 

観 化するメ トとしてまずあ られるのが，観 客が 加することによって，観 入が え，

それだけ の ・ にまわせるお が えるという点である。また観 客が 際に を訪

れることは，多くの人に のよさや本当の が わり，結果として を後 に してい

こうという の 持ちが生まれるきっかけにもつながると考える。さらに，観 客という の人間

の視 からその ・ を見つめることで， だけでは見えてこなかった 域の さが見つか

るかもしれない。 

しかし，観 客が多く訪れす てしまうと，それは そのものの を えてしまうという メ

トにつながる。 理が不 な 合， 理的に をいためてしまうこともある。さらに，その が

ある 域のコ テ そのものを してしまうな のみならず 域にも大きな メー を

えてしまうかもしれない。 際国内 を問わずごみが えたり， 観 が きたりしているとこ

はある。たとえば，まず，イタ アの「 ェ アとその 」では，1987 年に に され
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て以来観 客が 加した。そして，それに伴って テル・ スト ン・お が多く ちなら よう

になった。結果として から がいなくなり，また， 出されるごみの と質が 化した。ごみ

に関しては ェ ア とごみ 理業者が して対 をしているが， 出そのものの はなかな

か進んでいない。さらに，ごみ 集 によるごみの 集は 観上 ましいものではないということが，

ごみ 集マ メントを しくしている。つ に にある 見 では，観 客を 路 バスに

よる ・ スにより 域 の生 に が出ることとなった。これらの から， を観

化することはメ トも メ トも伴うことがわかる。ここで は，国内 で 際に観 客の

加により問題を えることとなった とそこで われている対 をより しく調 ることにし

た。 

 具体 問題 と と  

まず， 本で問題を えている として， ・ の合 り集 （ ・ ）

が出てきた。 ・ の合 り集 は，合 り が しい 間 の に え， に利

用するために された な を持つ である点，また集 自 の自 観が らしい点が

され，1995 年に 文化 に された。現在もそこでは人々の ながらの きよき らしが

まれている。 後， に において観 客は した。結果， ・ 不 な 安全

の問題，し の 理，コース の への 入や の ・ を 手に開けるな の イバ

ー な 多くの問題が こった。さらにはお の な から生まれた集 内の から，

「結」と ばれる合 り の を き える 域 の の も生まれるな ，観 客の

が 観 ・ 域のコ テ の となっている。このような を受け， では，ご

みの扱いや に入らないな の観 客に って しいルールを ー ー に載せ く びかけ

ている。さらに，2014 年 4 月 1 からは， の 観 全と 者の安全対 を目的として，

内への 進入 限や， の 等の 対 もとられている。また， で

ある 口 さんは，「 」のなかで，観 に 合せず，受け いだ を りとして，

こだわりを持って を したい。本 を し， に見せる。それこそが最も望ましい集 全の

理 である。 と ている。 

次に，国 で問題を える として， 里の （中国）が出てきた。 に 方

の 入を ために られた を の が改 ， の が し，現 の多くは に ら

れたものである。その さは 21196.18 ロメートルと発表されていて， には からも目視で

きる 一の人 だとまで われた。その 的・ 的 が められ，1987 年に に

された。 以 から観 客は多く訪れていたが， 以 はさらに 加し，毎年 人の観

客が訪れるようになった。結果として観 客による への 書き， ロメートルにも るごみの イ

て，さらにはくいを ち込みテントを って まるな マ ーのない が多く目立つようになった。

また，観 客だけでなく による ン の持ち り， 路・ の 設な ， への 理

解が となって そのものの 理的な が進んでいる。 里の 国際 の会 (International

 Frinds of the Great Wall)の設立者で でもある，イ ス人の ア ・ ン イ は，
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「観 客が自 に けるということが の に をかけている」と ている。結果として，現

在 されているのは に かれた 6，260 ロメートルのうち 5 の 514 ロメートルだ

ともいわれている。これらの を受け， 府は，2006 年に， ン の持ち り・ への 書

きを った 合 200 （ 本 にして 3472 ）の 度を設けた。しかし，目立った 果はなか

ったとされている。また，2010 年には， の 500 メートル以内では て・ ， た

な の を ってはならないという が され，これを った 合，最大で 年の が科

せられる。 

  

以上のことから は， メ トはメ トを上 ると考え， を観 化するのは くない

という結論を出した。もし に観 客を受け入れる 合， のための対 を 的に

考え，「 のための観 」を っていく きだと考える。「 のための観 」とは，観 を とし

て考えるのではなく， の が最優 であるという考えで う観 のあり方だ。つまりただ見ても

らって観 客に してもらうためでなく，観 客が来ることによって られる 入を の ・

に って将来の人 に していくことを目的とする。 たような に「持続可能な観 」という

がある。「持続可能な観 」とは の ・環境と観 をいかに 立させるかという考えで，

の ・環境と観 はイコールの関 として考えられる。対して「 のための観 」はあくまで環境

や そのものの を 一に考える観 の 方である。つまりこの つの観 の 方は， ちらも

の ・環境を大 に考えるという点においては ているが，観 と環境の ちらに れだけ きを

おくかという点においては なる。 

またここで，国や 方自 だけでなく， 頭でも たように 定の際に大きな権限を持

つ 委員会がもっと 的に対 をとっていけばいいのではないかという意見が出てくると

う。しかし， 委員会には 権がなく，また も限られている。したがって， 後の

委員会からの は されない。つまり， スコ・ 委員会に らない， 域 ・

方自 ・国の自立した が必要となってくる。 

ここまでの考えを まえて が考えた対 は， について した を作り， のバス内

や見学 設な で見てもらう。 同 に， の な を するパンフ トを作成し する。

やってはいけないことを書いた を作成し設 する。 入 料をとる。 入 限をかける。の

つである。その中でも に ， ， を うことによって の や大 さ，やってはいけないこと

を することができ，結果として観 客に の 持ちを く持ってもらうことができると う。 

そして， よりも大 であり必要となるのは，観 客・ らがともに について しい 識

を持ち， 意を って大 に扱い，将来の人 に していこうという 持ちを く持つことだと考える。 

 

・観 としての と の対象としての EU とス インの 合を して （2009，
高） 

・ としての 里の （ ，www.yokohama-cu.ac.jp） 
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・ ース 2015.7.4「 里の ， 1960 ロ，3 」（www.sankei.com） 

・AFPbbnews2010.10.11「 里の ，観 客 加で に」（www.afpbb.com） 

・ 本 聞 2014.4.1「 で り入れ の 観 」（www.nikkei,com） 

・ 聞 DIGITAL2011.6.21「 は じ ない やごみで「観 」」（www.asahi.com） 

・ 本の com「 ・ の合 り集 」（world-heritages.com） 

・観 会 39 平成 7 年 6 月 2 「今後の観 の基本的な方向について」（www.mlit.co

m） 

・ 環・ 研究 ンター「 とごみ問題」（ 利 ，www-cycle.nies.go.jp） 

・ZAPZAP!2015.7.4「 え く 里の ， ン で を立てる 人も」（zapzapjp.com/45369452.html） 

・全国 会 （ 会 ・ 口 ，http://www.zck.or.jp/essay/2556.htm

l） 

 

                                                                                            

 

 

なぜ は たに コ・ ア ート ステ を導入したのか 

今 理 

はじめに 

観 をする上で必要不可 となり，環境に大きな を えるもの。 は だと考え探究を めた。

1 で が っている環境対 である コ・ ア ートの定 な を し問題提 を っている。

2 では， と現在の環境を比較し探究をより く進め， 3 では 1.2 で分かったまとめになっ

ている 

1  とは 

機が一定時間に 出する 化 の は自 100 分といわれていて環境に える は

とても大きい。このような問題をはじめとする環境問題に対する対 がとられている。 コ・ ア ー

トという たな ステ だ。成 国際 では平成 23 年， では平成 22 年から されるな

かにもさま ま で取り入れられている。その定 は 的視 に立った環境への取り組みを み

ることにより 成される環境やさしい のことで 的には，成 では 機・ 設か

らの 化 出 の ， ・ の 質 持， の イクル 向上，自 環境 ，

国内 の との連 による環境 全 の 進な さま まな対 が されている。つまり に

まとめると，企業な が環境に関する方 や目標を自ら設定しその 成に向けて取り組んでいく「環境

マ メント」， 上に 々な生 が 在している を目指す「生 多 性の 全」 や 機

自 が を及 す「 環境への取り組み」， が りに える「 環境への取り組み」， な

から 出される の 「 環への取り組み」この 5 つを基本構 とする ステ である。

しかし， コ・ ア ートが導入される から スを える 機の開発， の 問題への対
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， の な の対 は取られてきた。 

では，なぜ たに コ・ ア ート ステ を導入したのか。もち ん時 に合わせて環境対 を

える必要はある。しかし，この ステ を うことによって てなければいけない設 に， の 共

をはるかに上 る 関連 が われ，さらに 間 を いて は なものとなって

いる。 な を し， たな ステ を導入してまで今までの環境対 を える必要があったの

だ うか。今までの環境対 と コ・ ア ート ステ を比較し，見て きたいと う。 

2  の と問題  

まず，「環境」と「 」この 2 つに 目して と今との いはなにか考えてみる。（ここでの は

コ・ ア ート ステ を導入する ，今は コ・ ア ート ステ を導入した現在のことを表す）

国学 研究会 （NRC）が発表した研究 によると， はこの 20 年間，それ以 の 十年間よ

りもより なス ードで 化が進んでいるという。 的には，これまで 100 年間で 0.4 0.8

上 しているのだが，そのうちの 20 年間で 0.25 0.4 上 したと われている。これは，20 全

の平 上 よりもかなり高い。よって に進 化に対 した たな対 が必要といえる。

また， 本 ル ング 会 の決 会の 料では 2013 年度と 2014 年度の 客 を比較

していて は 1 年間で 6.9%上 している。 の国際 に関しては，46.3%も 加している

ことが分かった。また，これからも 加していくだ うと考えられている。そして， 客と の

PDF によると の 客 が 1990 年では 11.6 人だったのが，2010 年では 24.5 人と 20 年間で

2 になっています。このことから， が 発化していることが分かる。以上の 2 点から に進

化・ の 発化が現在とは う点で，それに対する たな対 が必要だと える。そして

が 発化したことにより， 機 についての対 や を するための対 な という の

の だけでなく，自ら な環境を り出していくことに 献していく必要がある。環境対 で

はなく環境問題に 的に取り組み持続的に発 していくために 環境と調 した を うとい

う環境 が必要である。 

では， と今の いが に分かったとこ で，さらに 的に コ・ ア ートの基本構 の中に

ある「 環」の についてみてみる。関 国際 の CSR の中にある の

（発生 ）によると，2013 年度では基 年度（2001 年度）の 64%にまで されている。これだけ

では の の だけだが，2009 年度から の 1 分である を 用して 分 を

なくしている。さらに一 の イクル については，2013 年度までに 40%まで上 して

いる。なお，2012 年度から 2013 年度は % しているが，これは イクルされて たに えるよ

うになった は一 として含まれないことが理 のひとつにある。このような イクルは

的な取り組みだといえる。 イクルを っている は関 国際 だけでなくさま まな が

っている。成 国際 では イクルをするための分別がおこなわれている。一 の 分

を め最も多いといわれているのは 機から出るごみ，機内 や ン・ ン・ ト トルな を

イクルしている。 ルな 各 設から出る一 についても， ン・ ン・ ト トル

な 分別し 生可能なものは イクルしている。さらに，2011 年 7 月からは 内の フ ス ル
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から 出される ー についても イクルをスタートした。成 国際 では， の分

別・ 出方 な を書いた スターな を作成して， を利用する人に イクルの を びかけ

ている。このような は「 の 3R」を 進している 的な取り組みだといえる。ごみの 3R とは，

「Reduce 発生 」「Recycle 化」「Reuse 用」の頭文字の R をとったものである。これら

のごみは，成 国際 ではク ーン ンターというとこ に ばれる。ク ーン ンターとはごみ

理 ・ごみ 設のことで， イクル可能な の分別・可 ごみの 理な を っている。

イクルできずに め立て 分されるごみは， を さくするため 分されることが多く，

め立てされる を なくしていて，各 から 出されるごみは 化・安定化 理され， は

化された後 時に う として利用されている。一 のク ーン ンターでは を用いて

ールな の や発 を っているとこ もあるな ， イクルをする時も 環境に し

た がとられている。このような，関 国際 や成 国際 な の取り組みは， に進

化に対しての対 をすると同時に， 発化し続ける のことを考えた しい ステ だといえる。 

そして，千里高校 50 人に 3 つの質問をしてアン ートをとった結果， 環境対 を っている企業

に対して う うかという質問に対してよいイメー を持つという人が全 の 70%以上， 多 な

を してまで環境対 を う きであるという人が全 の 80%もいた。このことから企業のイメー

ア のためなるということ・環境対 に対して 会的 ー があることが分かる。しかし， コ・

ア ート ステ について か っているかという質問に対して っていると えた人が2人しかお

らず， 95%の人が らないという結果になった。このことから，環境対 を っている企業や環境対

自 に対して スのイメー を持っている人が多いが 的に を っているかは らないとい

う人も多いということだ。しかし は 々な環境対 をとっているがそのことをもっと多くの人に

ってもらう必要があるといえる。 コ・ ア ート ステ の の だけ見るとするならば，

イクルを大きな として っているこの ステ には，その を利用する人の分別な の な が

必要不可 だといえる。多くの人に コ・ ア ートの をより多く発 し， してもらうことが

必要である。その対 として 内で びかけたり， スター作成したりすることがひとつの手 では

ないだ うか。 

 2 と 

国学 研究会 から発表した研究 から以 の 十年間よりも なス ードで 化が

進んでいること。 本 ル ング 会 の決 会の 料と と の PDF から の

客 ・ 本の 客 共に 加していて の 発化が進んでいること。この 2 つの問題点を たに取

り入れた対 が必要で，それに した対 が コ・ ア ート ステ である。さらに千里生 50 人の

アン ートから企業のイメー ア になる点や 会的 ー がある点も しく取り入れられた理

の 1 つなのではないだ うか。さらに 的には関 しないが， たに コ・ ア ートをすることに

よって たに と関 を くことになったク ーン ンターな の一 設の利 にもなると考え

る。そして，この ステ の課題はより多くの利用者に ステ を ってもらう必要があるということ

だ。しかし，今 の探究では コ・ ア ートの 5 つの基本構 の中にある「 環」，さらにそれ
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を かく分けた についてのみ探究したものであり， りの基本構 「環境マ メント」「生

多 性」「 環境」「 環境」については探究していない。 環を探究しただけでさま まな結

果が られることから， りの基本構 が設 された理 もたくさんあると考える。しかし， の基本

構 においても えることは，現在の には しい環境 が必要だということだ。そして環境

をするにあたって， にできることは コ・ ア ート ステ だといえるのではないだ うか。

3 の でいったように の基本構 の目標を 成するにしても利用者の が必要であることは

である。この探究を じて 1 人でも多くの人に ってもらえればと う。そして，分別な の たち

にできることから めてもらえればと願う。 

に 

この 1 年間の授業で分かったことは，本論でも ているが，はるか から環境対 が必要であると

われてはきたが 的に必要な環境対 は わってきているということだ。そして，この探究が出来

上がるにはたくさんの人の が必要だった。 のアン ートに していただいた千里生 50 人の

さん，本当にありがとうご いました。 

に  

・www.tokyo-airport-bldg.co.jp/company/ 
・www.nkiac.co.jp 
・www.naa.jp/jp/csr/eco/index.html 
・www.narita-airport.jp 
・www.cab.mlit.go.jp/tcab/pdf/08pdf-kamotsu/date-06-01.pdf 
・wired.jp/2000/01/17/ 化は本 ・ますます 化の 向 

 

                                                                                            

 

 

ェ ア本 を の 機から るためには うすればよいのか 

 

はじめに 

ェ アとはイタ ア に する で本 を含 120 の 々から成っている。大きさ

は 本で うと大 ， の ートアイ ンドや の くらいである。本 は グー と

ばれる に かんでおり，たくさんの 文化 を している しい が 在している。 と

が共 していることから の とも ばれており，あの な ー ーのアト ク ン

の ルにもなっている。 な 文化 の に ンマルコ大 や ンマルコ ， アルト

な がある。しかし，この は現在 な 問題に している。 
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 の水 問題とは 

ェ ア本 は現在， の 問題を えている。一つ目は の問題である。 ェ

アは 々， に を ち込んで を き めた人口基 の上にある であるため が い。か

つて ェ アの対 にあるマル ー という 業 で大 に のくみ上 を ったことが

で が くなり 70cm してしまった。この に 機が ばれたため，1970 年に く

み上 を する が出されている。これにより なる 化は れたがその もあってか ェ

ア本 は現在も毎年平 して 1 2mm している。このまま が進めば 40 年後には 150mm 2

00mm することになる。 つ目はアクアアルタと ばれる高 問題である。アクアアルタとはイタ

ア でアクアが「 」，アルタが「高い」という意 で高 のことを表す。年間 して発生するが

に発生しやすい時期は から にかけてである。 から への の 出を いでいる ー や ロ

コと ばれる が よりも く くことで の が 加し，そこに が なることによって

発生する。 年， や 化による 加の で が上 し が 化してきてい

る。 の の高さは 60cm 70cm とされている。 の目安としては， 80cm 以上で ェ

ア本 の一 い ンマルコ の一 が しになり，110cm を えてくるとアクアアルタで

あると定 されている。 年， 化や 象による大 な の 々な要 により発生 度が えて

きている。110cm 以上のアクアアルタの発生 度は 20 頭は年 だったのに対し， 年では年

60 に 加している。 ェ ア本 の 9 が に われてしまう 140cm 以上のアクアアル

タは 1923 年以 11 発生している。ちなみに 最大の は 1966 年の 194cm である。最

だと 2012 年 12 月 11 に 50 年 りに 150cm のアクアアルタが発生した。この の が こる

と の 70%が するため 機関が まり は ，学校は 校を なくされる。しかも観 客や

は の りまで に かりながら で を かなければならない。つまり，アクアアルタが

に こると が上手く機能しなくなるのだ。また が み， 観 全も しくなる。このまま 問

題が 化すると ェ ア本 は 100 年以内に と われている。では うしたら ェ ア本

を からまもることができるのか。 

 の水  

ではまず，高 問題から考えてみる。高 対 のために ェ アが現在進めている 画は ー

画である。 ー 画とは に うと，高 が来たときに可 の で高 を というもので

ある。 2，30 ， 20 ， さ 5 のフ ートと ばれる が平 時は に され，高

時には ート内に を ることにより， ートが から を出す 組みになっている。この

ステ は ートを上 るのに 30 分， すのに 15 分と し時間はかかるが，最大 3 の 上

まで ェ ア本 を ることができる。しかし， はこの ー 画にい い と 問を感じた。

この ステ はアクアアルタであると定 されている 110cm を える高さの高 が予 される 合に

しか されない。つまり 110cm 以 の な高 の 合には しないのだ。しかし とは

え，80cm を えてくると にも ったように ンマルコ は するため高 を 全に いだと

は えないのではないか。 に人間に がない 度の でも にとっては みの になるかもし
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れない。これでは， を れたことにはならない。また， 用 も になる。 用が 本

で 5千150 でこれ ス 理や の 用も考えると 大な 用がかかることは安 に がつ

く。 ー 画 成後，もし 化により 上 が に進 してこの ステ で きれなく

なったら うするのだ うか。現 を考えると 化の進 は することはできても めること

はできないだ う。 は ー 画は 成しても，その しの の ステ にしかならないのではない

かと う。また， ステ の環境への が になる。 中の環境が わるため生 することができ

なくなる生 が出てくるかもしれない。このように将来的なことや環境のことを考えたらこの 画は

スクが高いと は う。では次に の問題について考えてみる。 にも ったとおり ェ

アは人 的に作られた なので が いので の を受けやすいのだ。 対 と

して られる の 1 つに アルト 画というものがある。 アルト 画とは ェ ア本 にある

アルト にちなんで けられた である。この 画は ェ ア本 にある全ての の

分に を取り けることで を から 1 持ち上 ようとするものである。最大 2.7 持ち

上 ることができ， 期間は 10 月 である。予 は 1 当たり 2500 ーロ( 本 で 38 )

でコスト的には 現性が高いといわれている。しかし，本当にそうなのだ うか ア とい

う 自 はそれ なものではないらしい。 な点 に が ち込まれた と

の を分 させた である。 全 の が から 1 も れ だけで支えられた

な は不安要 しかないと う。まず 一に られる は だ。比較的 が ないとい

われている ェ ア 域でも の を見ると，100 年に 1 度くらいは大 な が きてい

る。その際に ア され に ったような にある は果たして現在と同じ 度を

期 できるのだ うか。 は らく不可能に いと う。 に現在と同等の 度を することが

可能だということが科学的に されたとしても「そうですか，じ あ大 です 。」とはならない

だ うし， の不安は くならないと う。 がもし ェ ア本 の ならばこの 画には反

対するだ う。次に な点はそれ れ てられた時期や 度， 化の進み 合は全 うだ う。

それを的 に し ア することは めて だと は う。これらのことを考えると は

ェ アが掲 る アルト 画は 当な案だとは えない。もち ん たような 画， ア

という を うことにより問題解決に繋がった もある。それは 本の関 国際 である。関

では， の さによって，もともとの ( の一 上に しているやわらかい )の さ

が 3 分の 2 になる 大きく する。この は 表に いため， の 方に があると の上

の 設に が出やすくなる。そこで， 対 として利用されているものの一つに ア

がある。 によってわずかに に きが出てきた時に の 1 本 1 本の を で持

ち上 て を み， きを調 するというしくみだ。この により関 の問題点は解決された。し

かしこの 画は を するものではなく，あくまで によって く を するものなので

ェ ア本 の 対 には当てはまらないし，そもそも関 と ェ ア本 では の

がはるかに う。つまり， ェ ア本 の 問題はその しの の や 作業の 画では

もはや解決することは不可能なのだ。 
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 めの 的な  

これまでの研究により分かったことは ェ アが考えているこれらの 画が 問題を解決す

るものではなく，あくまでも を するためのものであるため，今後このようなその しの の

画を続けていても ェ ア本 は必ず ということ。そして， 問題には 化が くか

かわっており，大きな となっているということである。これらの から が導き出した結論は，

ェ ア本 の を ェ アの本 に させたらよいのではないかということである。 ェ

アの本 なら高 の も いし， の も い。また， が自 かで く，人が

んでいない も多いため， す を探すのも容 だと う。しかし，問題点もある。それは

とコストだ。 として なものに トのア ン ル がある。ア ン ルはアス ン

ハイ 設による も 機から れるため，1960 年 に国際連合教育科学文化機関 UNESCO

により くの に された。その は 100 で総 は 3600 ドル( 本 で 151 )

である。たった 100 でこんなに多 の 用が必要なのだから ェ アの 合はもっと である

ことは安 に予 がつく。また， ェ ア本 の の の一つである の 観を のように

現するかも大 な問題である。だから，現 的にこの 画が可能なのかと聞かれると には えること

ができない。しかし， ェ ア本 はこれくらい大 で，現 的に可能か うかも分からないよ

うな 画を しなければ助からないくらい な なのだ。 および の 全と の

ための国際 ( ェ ス )にこんな が定められている。 7 を することはそ

の の のために うしても必要な 合，あるいは，きわめて 要な国 的，国際的利 が

を 当化する 合にのみ される。(一 ) は今がその の のために うしても必要な

合だと考える。こうしている間も ェ ア本 は しずつ んでいて も上 してきている。

ェ ア本 の 問題は 上の自 現象も の一つだが大きな は 化である。つま

り， たちの生 によって引き こされた 化が一つの を かしているのだ。 化

が こらなければ，ここまで な 問題に まされることはなかっただ う。この の 問題は

ェ アだけの問題ではなく， たちの問題でもあるのだ。 たちがこの 問題をきちんと理解

し，他人 とせずに個人個人が 機感を持つことが ェ ア本 の を うことに繋がるのかも

しれないと は考える。 

に 

一年間，このテーマを研究して学んだことは一 も く 化を しなければならないという

ことである。この ェ ア本 の 問題以 にも 化が の な環境問題はたくさん

あるだ う。今後，このような 化が関連した環境問題についてもっと研究してみたい。 
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中 の観 と みの 全について 

 

はじめに 

研究をするにあたって，自分に関 が い関 の のことについて く りたいと った は，関

の をインター トで調 た。そして は中 の 在を った。 にあった を ー

ンしてできた ， えば フェや さん， さんな が 多くあって，しかも にある

らしいと聞き， にこんな な があるのかと に いたとともにとても がわいた。 は

まず 際に に ってみて取材をするとこ から研究をはじめることにした。 

1  の  

中 が になった今こそ， 業 ルを てる うが中 の観 業が発 してこれからの中

のためなのではないのかという人や，中 の 観を しつつ観 を発 させる をする うがいい

のではないかという人，大きく分けてこの つの意見があるのだということが 際に中 へインタ

ーに ったことによって らかになった。たとえば が 際にインタ ーをした JUN さんのよう

に を ー ンしたお を てているひとは，中 の観 業だけではなく なみの 全もす

る きであるとの考えをもっている人だ。JUN さんが中 的に している AmanTo という および

その では， のものす てに 材を 用したり，自作の映画での支援 や 支援， 者

支援 によって のためにも中 の PR のためにもなるような を っていたりしていた。

際に に って中 の PR を なった結果 の に中 のことが掲載されたりしたそ

うだ。それらの を うことにより， を探したいけ なかなか しいという があるかたや，

画 や 優になりたいという を持っている方な ，さま まな方々が中 に集まるような をし

ていらっし った。 はもう一つ，AtticDays という最 できた さんの さんにお を った。

ンクを基調とした可 らしい 内にハンドメイドの可 い ル の 々，それ たくさんの

女性客が来 していた。JUN さんの にあえて参加しようとはしていないらしかったが，AmanTo

のような の も，AtticDays のような しい も，中 のことが きだという点は共 していた。

年中 の 度や人 が高まってきたことにより， を めたいと う人が えてきて，たくさん

のおし れな が たにできたことにより，中 の観 業はさらに発 している。 際に を いて

みて ったのが， のお もとても個性的で， テ あふれるものであったということである。

ー ク 材を中 に作ったグ ー のお があったのだが， 材は発 途上国のものを 入し

てきているのだそう。やはり中 が にあるのには いないが， とはすこし の だけで

なく のような があるのかにも いがあるなと った。しかし，JUN さんによると，中 が最

になってきた今こそ大型の ング 設を てた うがいいのではないのかという意見もで

ているらしい。中 にもしも大型 業 設が った 合中 は うなってしまうのか。 ちらの

うが中 にとっていいのだ うか。 
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2  の  

中 のこのような は ェント フ ー ンの一 として えられるというアドバイスを

いただいた。まず ェント フ ー ンとは なのかというと，今まであまり発 をしていなかっ

た が，上 ーマン， 手 な が り み， の 性化を こして の が上が

ることである。中 は人口と 度が高く， の 化と の不 等が問題になっていた

こともあり，1990 年 には人口の と高 化が進 しており， も していた。しかし，1990

年 後 から フェ， ， 料 が く くと開 されはじめ， はそのための大 な にな

った。JUN さんによると， ないお です に を められることから， 手の ー ーが えてき

たという。中 の発 に， が大きく 献したのは であることに いはない。しかし， に

の が を すのを 進しているわけでもないため，い んな人が 域の持っている に共感

を えてそれ れ い いに を したりしているのが現 だ。もし，中 に大型の 業 設がで

きたら うなるのか。 際にメ トと メ トを考えてみた。まずメ トとして， しい 業

設ができるとなったら，人々の間で 題になるであ う。人々が中 に ってみたいという も高

まるきっかけにもなる。それと同時に， 々な の ェーン がその 設に出 すると， ェー

ン にとっては出 する機会が えたということで大きなメ トがある。 しい 業 設にはもち

ん最 の ェーン および な ェーン が入るであ うことから，それ目当ての客が集ま

る期 も大いにできる。さらに 際に 業 設を設立すると， の整 が必要になってきたりするの

がたいていの 合であるが，中 の 合，大阪の中 である に いこともあるため，その

が他の に 業 設を てるより ない。たくさんの人に 題になれば，それだけの 果も期

できるということだ。しかし 際に大型 業 設を てるとなると，その 業 設を てるための

が必要である。そのために な がある を NU な と同 に り開いて てなくてはなら

ないため， の 的 みの 化につながってしまう。同時に中 には高 者の方も多くいるの

で， しい 業 設を てた 合，そういう方々が な環境の 化に うのではないだ うか。それ

に加えて，中 にお をだしている大 の人々は，自分がこの の が きだからこの にお

を出そうと ったとおっし っていたため， 業 設 設がきっかけで の 観が れてしまうと

に 域の人にとっては メ トが大きいのではないかと感じる。中 には，他の にはない の

がたくさんある。個人 の が多いため，他にはないような や を手に入れることができる

ことや，さま まな 題の フェな があり 者からの人 も高まっている。しかも， と って

わって ち いた のある中 が と同じように 業 設を てるとしたら， の が

れてしまうのではないか。同時に，そのような の 客が大型 設に い取られてしまう可能性もはら

んでいる。今中 で を している方々にとっては に スクの高いことも える。 

  

以上のことを考えてみたとき，やはりさま まなメ トがあるのは だが，今までの中 の

が われたりすることから，やはり中 に大型の 業 設を てるのはあまりよくないのではと

は考える。もち ん，中 により多くの観 客が来るために，中 の がより多くの人々に
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わる がよりいっそう必要になってくると う。そこで， のようにしたら中 にはより多くの観

客が来るのだ うか。たとえば今以上に中 の PR をするためには中 の 集を TV でやる，な

の方 が であると う。TV はお年 りから までたくさんの方が で目にするだ う。そ

の TV で中 を 集する企画な が されると，不 定多 の人が中 について る機会が え

るのではないか。または，今以上のインター トの 用，たとえば ひとつひとつが 用 ー ー

をつくるな をしたら， に のある人々が中 に集まってくることも期 できるだ う。その

に関する最 な を すようにすればそのたびに客が中 を訪れる可能性もある。また SNS

な の を じて中 のことがたくさんの人に まれば，それを目にした人々が中 に集まって

くることにつながるはずだ。今は Twitter な が 者の間で く している。 かが「中 のあの

のこのメ ーがおいしかった 」とか，「中 のこの が可 い 」な という に イー

トすれば，その イートを見た人が中 に ってみたいと うかもしれない。また， かがその イ

ートを イートすればその イートが されて中 が になるきっかけを作ることができる。

そうやってより今中 が持っている がより人々に まることによって中 に を ててみた

いという人がよりいっそう 加する。現に，中 に を てた人にインタ ーしてみたとこ 中

に を てようと ったのは中 の が きだからという意見が とん だった。中 に

を てたいという人がより 加すれば，よりいっそう個性的な が えることにつながる。ただ，それ

では しく てた が中 の 観をこわしてしまう可能性も大いにありえる。そのため， 観を し

てしまわないよう，たとえば 以上の は 設不可というような を設けるのも一つの手である

と う。今まで中 にはそのような がなかった。それ えに，中 の 観を す きかの意

見がわかれたのだとも は考える。中 に観 に来ている方の目的も，中 の持つ を し ，

中 にしか っていない や中 の フェめ りな れもこれも「中 らしさ」が められ

ているものばかりだった。 という 会にひっそりとたたず かしい の こか ち ける

，そのようなとこ が中 の であると は感じている。 

に 

今 調 ようというふうに決めるまで， は中 のことをあまり く らなかった。が， 際調

てみることにより中 の持つ の ，中 にあるたくさんの なお ， 域の人々の かさ

に れることができた。 者でも年 の方でも，男の人でも女の人でも い いの しみ方ができる

がいっ いの中 ，あなたもぜひ一度，訪れてみてはいかがだ うか。 

 

・ ハ ス・ ー ー. イン ー テ における 的 の 利用と ェント フ ー ン 大阪

中 を に . G-COE 別研究員（ 手）研究発表会. 
・ 口 一. 大阪 ー ン「 と 中 」 ート  
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の 機は うしたら できるのか 

 

はじめに 

はこの一年間，「観 と環境」を考える講座を選び，「 の は うしたら できるの

か」というテーマで一年間研究してきた。 自 ，観 することは きだが，環境が のように関 し

ているのか，あまり 感がなかった。しかし，この研究を進めるうちに， らなかったメ ト， メ

トを ることができ，ぜひ多くの人にも ってもらいたいと った。そこで， は 多くある観

と環境の問題のうち， 来 に 在する である「 」を取り上 て研究を進めた。 

 とは 

が，「観 客の による の の と観 の 立は うしたらよいのか」を選んだ理

は，「 本のマ 」や「 の 」といった を持ち， に 目と人 を高めた に

をもったからだ。そして調 ていくうちに，その に人 を高めた結果として する観 客が

で が の にあることがわかった。人が多く来ることは観 にとって いはずなのに，

それによって観 自 が れていってしまうのはとても だと い， か できる方 を調 て

いきたいと ったからである。現在， の 的な の として， の ， られた ，

の が られる。これらは と観 客が多く来 したため が み められて が

の 間に れ込み が え れかったことが として考えられる。現在の対 としては， に

ートを る， 時の人 ， 域 限が われている。以 までは 域 限はなかったが，

2013 年に観 客が するという や で を取るという があったため，一 域を

限し，安全のためにロー を るといったことが われている。これは安全の としては最も い方

だが， の になるという も多い。また に人 を高めた理 としては，2006 年に 本 10

0 として選出されたこと，映画やド マのロ として 用されたこと（「あなたへ」，2014

」等），2013 年に google の CM で取り上 られ トの の上 な が られる。これら

によって，毎年の入 者 は えていき，2012 年には 24 人で 2010 年度の 4 以上で，2013 年の

1 月には 40 人 した。現在は多くの人が SNS を っており，ロ め りや の を ト

上に掲載することが多くなっている。 もそのひとつで今まであまり られていなかったが，ロ

りの ートやテ の感 が ト上で れることによって多くの人に れ り，観 客の 加

につながったのではないかと考えられる。 

 の めに 

はこの問題の解決 を見つけ出すために，他の たような問題を えている観 と比較して考え

ることにした。そこで，「 本のマ 」という も持つ と ルーに 在する本来の「マ

」を取り上 て考えたいと う。まず，マ とは， アン スの 中，2400 メ

ートルの の上に と現れていて，「 中の 」と ばれ， に されている。大

を中 として， 組みの が い の や で結ばれており， は高さ 5 メートルの
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みの で まれている。なぜ作られたのか， うやって作られたのかは不 だが，イン 国が な

に 別に作った 教 だといわれている 的な観 である。そんな「マ 」が え

ている問題点のひとつに「多 な観 客が で が られていること」がある。また高い に作ら

れている点， の や があることも含めて と ている点である。 っていた点は観 の

方にマ には多くの があることだ。まず，一つ目の いとして，人 の である。

には 時のみ，人 を っているのに対して，マ では一 に 2500 人までと

決まっている。 に，予 であり，予 時に ，生年月 ，パス ート ンバー等の個人 を

載しなければならない。 つ目の いは，観 料の の である。 では 2013 年より 500 ，

マ では 45 ドル，一ドル 120 として 5400 である。およそ 11 の である。 つ目

の いは 査の である。 では 査は われていない。その わりに ー ー で

用の （ の ）， ン ，等を びかけている。マ では， 査を

っており， 料は ，また大きな は持ち込み で かり におくことになる。マ

と の比較の結果から， は が いのではないかと考えられる。そしてから学 る点

として，入 料の 上 ，人 限，予 が られる。人 限について， 年の の年間来

者 は，2011 年には 98602 人，2012 年には 237638 人，2013 年には 507489 人，2014 年には 582

282 人と年々人 が している。 は一年間のうち， は来 を しているので 2014 年の

582282 人を 300 で ると一 に 1940 人来 していることになる。また， が 目を集める

の 2004 年度から 2009 年までの平 年間来 者 は 78 人である。この時には の の

は問題になっていなかった。したがって， は の来 者 を一 あたりに 100 人あたりに える

きだと考える。また，観 について， が 在する 来 としては，「観 は せず，

く全国の多くの方々に っていただき，来訪していただきたい。しかし， 年 までの来訪者，安 ・

安全の に関する 用や，トイ 等の 持 理 用とここ 2 年のものと比較すると らかに大 に

えてきている。そこで， 用のす てを来訪者からおお 担をお願いしたいと考えている。」とい

う意見だった。さらに，人 限をすると は られるけれ ， の スト ンや

設にとっては 的にマイ スになるのではないかという問題も出てくる。 が調 てみたとこ ，

は から続いているお が多く， の人 が えたから しく作ったという や

設はまだみられない。これらのことから，そのお は の年間来 者 が える から 在し，

年間来 者 が ないこ から が成り立っていたということである。 際に が訪れたときも，観

客用に作ったのではなく， くから で われていると われるようなお ばかりだった。 い間

その でお を開くということは，自 と の 連客にも われ， の人はその を こと

から の も望んではいないのだ うと予 できる。さらに，個人でできることとして，現在 S

NS が していることから SNS での びかけに 果があると考えられる。映画やド マのロ に

われていることからその映画やド マの「 め り」として観 に来ている来 者も多い。現在は

ただ訪れたことを と を SNS 上に載せられていることが多いが，それに加えて「 を っ

ていこう」というよう を えるだけで， の を に感じることができる。とても さなこ

大 立 題 「 」2015 	 文集



－ 77 －

大阪府立千里高等学校 課題研究「探究」2015 年度 論文集 
 

 

とだが， えば ールではなくス ー ーをはいていくことだけで， がつけられる スクは る。

このような さなことでも一人一人が意識することが の から一 けることができ

る。 

  

このような問題を解決するために， は「入 料 を 上 して，予 の アー」にすることを提

案する。現在も イド アーは われているが， 望者のみ予 で ンテ アによって われてい

る。この提案によって生まれるメ トとして人 限ができること， な やマ ー 反は 意

できること，観 客により い 識を提 できること， 題性が上がることが られる。まず，人

限に関しては， の の そのものを解決することができる。次に， な やマ

ー 反は 意できることに関しては， の や の につながる観 客のマ ー 反を

に ことができる。さらに，観 客により い 識を提 できることに関しては， の意見である

「 く多くの方々に来訪して のことを ってもらいたい」という意見の につながる。また，

際に が訪れたときには要 に一人ずつ ンテ アが立っていて， しかけたら を聞くことがで

きるけれ ， かの人が していたら手一 で が聞けなかったことを に った。 イド アーに

すると，パンフ トだけの 識だけでなく，より い 識を ることができ，さらによい い出にで

きるだ うと考える。また， 題性が上がることに関しては，入 料 を上 て人 限を設けること

によって， の が上がるのではないかと考えられる。さらに，その 題があがることを利用し

て，個人個人が SNS 等を利用して， に来る際の 意書きのようなものを することによって

より に感じることができ， をつけようという 持ちが生まれると考えられる。しかし，予 に

すると，そのことを らなくて当 に来た来 者に対 できないのではないかという問題も られる。

だが， は ということもあり，最 り JR から いて 40 分という不 な にある

ので，来 する観 客は当 にいきなり来るというパターンではなく，あらかじめ に来ることを

予定して来 するパターンの うが多く考えられるのでその問題は問題になりにくいと考えられる。し

かし，今後の課題として 的な があ られる。 際に 1 に うのか， 人の イドを う

のか，料 は れくらいの に設定するのか等である。このような問題は，大学でまた研究してよい

案を見つけられたら いと う。 

に 

この研究を して観 することによって自分の しみや 識を ることももち ん大 だが，観

自 をこわしてしまうことはよくないと う。 本には から されている い が多くあり，それ

らを自分 の後の時 にも していくことを考えると，お がかかることや， ステ が であって

っていく きだと考える。多くのひとにこの を ってもらい，ただ し だけでなく，環境にも

をつけていって しいと う。 

 

・ 要案内  来  www.city.asago.hyogo.jp/0000001275.html 
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観 化と 生 の 立は うすればよいか 

「 」を として  

成  

はじめに 

への を 域の 性化の 口として考えている 域は なくない。 際に，現在 本で

われている は， に がない である。たとえば，大阪の の「 」

がある。これは，大 な を含 である。他にも，「 ・ の とその関連 」

な ， 々な 域が に向けて取り組んでいる。しかし， は，その 域に必ず

しも い を えるとは限らない。 では， に されたことにより 々な 化が生じ

た。この 化は， に い意 での 化であると指 されている。 

1  

「 」は，「 ・ の合 り集 」として 1995 年に 文化 に された。この

「 」がある 大 は， の に している。合 り集 の中 となっ

ているのが， の中 より し にある である。2010 年の 字を参考にすると，

全 の は 661，人口は 1733（男 844，女 889）であり， だけの は 181，人口は 6

15（男 304，女 311）である。 

に されることによって，さま まな 化が見られることは らかである。 もまた

ではない。この で きている 化は， に い意 での 化を意 している。 

では 後，観 客が したことがこの 化の だといえる。 際に，

年の 1994 年と 年 2014 年を比較すると， り客の は， 3 。 客の はわずかに

っているが， り客と 客を合わせた全 の観 客 は 2 を大きく上 っているのだ。 

そこで，観 客を目当てにした ， が えた。このこと自 は いことではないが，問題

はその 観にある。 えば， では， が にあふれんばかりに んでいるという がよく

見られる。 や な 統的ではない も 加している。しかし，このような の や改

を進めているのは観 業を ためだけではない。観 客の 加による 的な いによって，自

の や改 を う も えているのである。さらに問題となっているのが観 客のマ ー 反であ

る。ここで られるのは，ごみの不 や の 取， が んでいる の中を く， を開

けるな といった である。 の イバ ーが されているのである。 

このような メ トを解 するため，これまでに はさま まな対 をとってきた。これらの

対 により の生 は改 されたが，課題はまだあるというのが現 である。そこで， は「観

化と 生 の 立はできないのか 」と考えた。 

2  

この 問に対してまず は， に された以上，観 化はや を ないと考えた。そこで，

「 」と同 に「観 化と 生 の 立」に取り組んでいる として「 見 」につ
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いてもみることにする。「 見 」は の 中 に する である。 見で生 され

た大 の は，ア アだけでなく ー パ 国との 的，文化的 をもたらしたこと， から

まで で われたことから， 開発や 生 にかかわる が に されていること，

にかかわる は，その集 も含め自 環境と一 となった文化的 観を 成し，環境に し自

と共生した 利用が今に えられていることが され，2007 年にア アで めての と

して 文化 に された。この「 見 」では，「環境に し人と自 が共生しながら 生

を 現させたこと」が されての だけあって， 後も「パーク イド（観 の 入

）」の ， を作っての の な ，自 環境や 生 を る がなされている。 

見 大 （2007 年 8 月 定） 

このまちには らしがあります。 たちの らしがあるからこそ に れる いまちなのです。

たちは，このまちで らしながら，人との と 見 を 来に引き ます。 

来に向かって たちは，1 と ，そして自 を ります。1 安 して らせる みよい

にします。1 おだやかさと わいを 立させます。  

さらに，2008 年からは の環境 全を目的に NPO 人と ンテ アが し， 等の作

業を う「ク ーン 」という が続けられている。 

その一方で， ーク時には から域内へ入るための路 バスの ち時間が くなるうえ，1

につき 200 という 間 の ステ のために，バスを 度も り りして多くの をじっくり

る観 客が なく，結果的に 在時間が くなっているとの も聞かれる。つまり「 見 」では，

観 化よりも の生 を 視しているといえる。 

そもそも とは， 人 全 のための の として ， 等の から し，

するための国際的な 及び援助の を 立すること を目的としている。 の本来の

は，「現在の を する」ことであり，「観 化し，観 関連の企業を す」ことではないので

ある。 

「 」も決して観 入を目的として への がなされたわけではない。 

「 」では， 以 からたくさんの が設けられている。1950 年 以 進んだ

設に伴う立ち きや の による「 合 り」への改 ，「合 り」の によっ

て「合 り」の が したことから，60 年 後 に の人々の間で「合 り」を しよ

うとする きが見られるようになった。また，それはち う が観 化を目指しはじめた時期

とも なっていたため，「合 り」を し，観 として かそうという機 が高まったのだ。

そして，1971 年 12 月 25 に「 の 環境を る会」という 組 が発 した。こ

こから，合 りの が本 化したのである。 

この「 の 環境を る会」が 期に取り組んだ な 業の一つが「 文化 」

への であった。「文化 」になることで 助 が入り，合 りの が容 になると考えたの

だ。しかし， に向けた への 会が われた時， の人々の間からは が

くなることを する があがったという。もち んその際は， への は国内 によって
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られているものが対象であり， になっても今まで以上に が しくなることはないという

がなされた。しかし， 際は ったのである。 

「 」が の 定 ストに載った 1992 年より後の 1994 年には， を見 し

て，「 統的 画」が改 された。この改 の最も 目す き点は，「3

内における 及びその他の 件の 整 画」の「（4） の ， ， ，

，改 」の の最後に，「ただし，かつてあった を科学的 に基 いて するもの以 は，

合 り に せたものを ることはできない」という文 が加えられたことである。そして，

後の 1999 年には「 統的 観 基 」が改 され，同時に「

観 基 における イド イン」がつくられた。「 統的 観 基 」

の改 では， 統的 の ・ 理に関する基 や 統的 以 の 観 の基 が一

になった。また，「 観 基 における イド イン」では， 等の ・ ・改 の際の

や， の 質の および の 成に関する イド インが定められた。 に， 料

の 成を い めるのが，「 観 基 における イド イン」作成の目的だったという。 

これらの が今までのもの以上に まで 的に する内容であることは らかである。 

その他の対 として， ー ー での観 客に向けての 意書きの掲 が られる。この 意書

きには，ごみは てない，持ち込まない， は な と されている。このことから，このような

当たり のマ ーを れない観 客がいることがわかる。さらに，集 内のごみ の ，そして，一

の合 りの を観 客用として 開するな して， 生 の改 を図ってきた。一 の合 り

を 開するということは， 際に人が んでいる合 りの を，たとえば，1 と 2 だけ

開するということであり，このような として が である。 

 

これらの対 により， 1 で た，観 客によるマ ー 反， 観の 化といった メ トは

のように 化したのだ うか。 

まず，観 客による の イバ ーの についての問題である。これは， の対 により

ことができる。次は， 観の 化の問題である。これも，さま まな のおか で ことがで

きる。そして，観 客によるごみの イ ての問題である。これは， 全になくすことはできていない

ため，解決したとはいえない。 

一方で，このような のせいで， の生 が 限されていることも である。しかし， 観

のため，このような 限は 方ないといえるだ う。 

そして， ったごみの問題の解決 として考えたのは，「月に一 度， 本各 で ンテ アを

り， の を ってもらい，そのお として の を 料で提 する」ということで

ある。このこと自 に イ ての はないが， なくとも をきれいに つことはできるので

はないだ うか。 

の は，たとえば，「結おこし」や「とちもち」な がある。「結おこし」は， の

しいお で作った かしい ン である。「とちもち」は， ，そして， 域でとれたト
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の を ってつくられる。 

に 

探究の授業がなければ， についてこんなに く調 る機会はなかったと う。今 学んだこと

を れずに，大学での論文作成の機会に かしたい。 

 

・ ー ー , http://shirakawa-go.org 
・ の 全と 生 , http://ci.nii.ac.jp/naid/110008726938 

 

                                                                                            

 

 

の 観 は の な に のような を えているか 

 

はじめに 

は から に があったため探 の観 グルー を選 し，1 年間研究していくテーマも

に関連するものにしようと っていた。また や 案な にも があったため，これらの 2 つのも

のが関連するテーマにしようと ってこのテーマを選 した。 

1  の に  

には しい 観 があり の高さや にも多くの 限があるということを中学生くらい

の時に学んだ。教科書には よく目にする と の でなく で クな 合いのロー ンが載

っていた。そこで は の 観 とコン ンスストアな ェーン では に のような

向を らして にしているのか を持ち，またこの 観 はそれらの に のような

を えるか になったので調 てみることにした。まず は 観 というもの自 について調

た。 観 は府や ごとに定められていて， 観 の上に国が定めている 観 というものがある。

観 とは， が国の ， 等における な 観を 進するため 観 画の 定， な

を総合的に講ずることにより，国 生 の向上，国 ， 域 会の発 に することを目的とす

るために 定された である。しかしこの 観 は 観を しているわけでなく，

が 観に関する 画や を作る際の 度となっている。そして 観 とは しい み・ な

観を 成し 全するため， 方自 が 定している のことである。 観 は だけに

あるものではなく， なとこ では，大阪府や， 中 ， でも 定されていた。これらの で

も の への 及はされているが， 府の中でも のものは 別に しく されているこ

とがわかった。 えば，大阪府 中 の を てみると， 中 の 別な 以 では の基調

の は では 度が 4 以 と定められているが， では共 基 で のなかでも ，
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だと 5 以 ， ， だと 1 以 といったように しく定められている。といったような点で

ある。平成 16 年 12 月に が国で 観 が される以 の 47 年から 観 が 定され

その後 観 の 後も り し ，進化がなされてきた の 観 は人々に のような

を えていったのだ うか。 

2  と との に  

まず， 頭でも たような ェーン の に関わる，つまり の 観 が企業に える

というものを調 てみると， は平成 19 年 9 月から 観 を しており，そのなかで

イン( )については， 観をかたち くる 要なものとして けられており， 上

の全 や， 域の 性に じた「大きさ」「 」「表 できる高さ」な 可基 を定めていた。

に平成 24 年度からは が 全 される平成 26 年 9 月までに取組を 本的に 化し，集中的に取

組が進められているようだ。そしてこのようなこれまでの取組成果や全国的な企業の の イン，

平成 24 年度から されている 観 を受 した作 な らしい の 表 がま

とめられた「 の イン」という を が発 していることがわかった。その の中にはロー

ンやマクド ルドをはじめとする ェーン や や の支 ，個人 な たくさんの が

られていた。今現在ではこうした の が になってきたが今の に るまで

には企業 からの多くの反発もあった。 際平成 19 年 5 月の では 7 い が改定以 の基

すら たしてない で や な の では を設 する591 のうち401 が

で けられた 出をしていない 反 であった。企業 からも「 ン ル ーなので え

たくない」や「こんな しい を ったら にならない」といった反対意見も多 見られた。そん

ななか の 員らによる なパトロールや 観 という優 な を表 する ，またそれらを

まとめた「 の イン」という を発 するな した結果人々の 観に対する意識は わっていった

結果， が 全 された 2014 年の 9 月には 内の 4 5 千件のうち 8 の 3 5 千

件は の に った になったが， な 反はまだ 3500 件 あり， 観上の が さい

ものを入れると 反の は 1 件 っている だった。また を れようとして

ス しに 手な 内 を掲 る も出てきており も している だ。 は 反 ロ

を目指すが， を して たな を掲 るには 用がかかるため の はわかるが

を自 担しなければならないので 担が大きいという もあった。果たして はこれらの

を 視しているのだ うか，もち んそういうわけではない。 には 2007 年度から優

助 度という を設 した に 助 が出るという 度がある。 査で が「優 」と

められれば，設 の 3 分の 2 から 3 分の 1 が 助されるというものだが，スタートした 2007 年度か

ら利用 は 8 年連続で目標 に していない。スタートした 2007 年は 上限を 10 とし 1200

の見込みを出したが 際の利用 は 1 件で 10 だった。その 年も 1100 したが利用は

またも 1 件 4 のみだった。2009 年には 上限を 10 から 50 に引き上 たが利用は び

んだ。1 利用が多かったのは が 全 される の 2013 年度の 16 件 697 で 設から 20

14 年度までの予 に める の 合は年平 29 にと まっている。2015 年度には予 を
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年度の 920 から 500 に したが 10 月現在ではまだ に っていなかった。一 なぜこん

なに利用者が ないのだ うか。その要 は手続きにかかる時間にあるとみられている。 助にいたる

には イン案を に提出しそれが による 会にて 査される。しかし 会は 2 3 か月に 1

度しか開かれず， との でも かい ェ クが入る。 際に改 に 50 の 助を受けた

の は「 の助 もいただけ，優 という PR にもなる」というメ トを る一

方「書 作成も含め 度も 担当課へ を のは大 だった。」と った。また のとおり を

け えるのには 用がかかるため上限の 50 という では 分の という 助 には

たないため問題があると われる。 際， の担当者は「 査は に う必要があり，時間がかか

るのは 方がない。 インの質を とさず が えるように 度を見 したい」と ている。 

 とめと の 題 の と との に  

2 で たことを まえて の 観 と 当する 域に出 している との関 につい

て自分なりにまとめてみた。まず， 観の である。 際 を しくすることにより によるごち

ごち とした 象は からなくなり 観は に しくなったといえる。次に 際に 観 が

に える についてである。 はこのテーマに決定したとき が いられる 担はあまり大き

くないものと っていた。なぜなら の があることは で，い んな がそれ れ

らしい にすることで 全 の がよくなったり 目を集めたりするな メ トしかないと

考えていたからだ。しかし 際には個人 の や い方は いがあまり が でない にと

っては大きな 担が いられる結果となっていた。 の問題は に大きく 際 反はまだ 1 件

っている。これらの 反が りより い みを 成するのにはなんといっても の 助 度

が不可 であり， 助 や 助 の上限の見 しや手続き方 の 化な にもできることはま

だたくさんあるはずである。また，今後の課題は 助 度である優 助 度だけではな

い。さき たような ス しの 手な大型 の 在である。 はこれらを「 定 内

」として しく もしているが をつかれないような をするのは しい である。そし

て次に なりに 反 を しでも らす解決 を考えてみた。まず， 助 度の改 である。ま

ず 助 や 助 の上限を 観に する度合いやその の を して えていくという

案だ。 際この 観 の目的は 反 とそうでないものの基 をきっ り定めることではなく 観

を しでも しくすることであるはずだ。したがって し らい に 反していても 観に と

ん がないのであればそれ する必要はないのではないかと考える。しかし の度合

いにも基 が必要であるから， の の 度や 度， の大きさな で しく基 を定める必要

があると考えた。また大手の ェーン と個人の とで 助 の上限が等しいというものも な で

ある。よってこの 2 点を考 した 助 度にすることによって利用も び， 反 も るのではな

いかと考えた。次に「 定 内 」についての対 である。これらの を作成する の意見とし

ては の クな ではわかり らいからというものが多いようだ。そこで は の インの

のような優 をまとめた をより一 の人にも手に取りやすい にすることによっ

てわかり らいという クな が に大きなア ール イントになり， に の質も上がるので
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はないだ うか，またそれらの のスタン ーを するというのも考えた。優 な

の でなにか い をするとその のスタン がもらえるというような 組みにし，す て集めた

ら らしいスト な がもらえるというようなものである。 はスタン ーが きだし，

年々 えつつある 国人観 客にも は クだがその中の はコン ンスストアだったり

フ ーストフード だったりという もうけるのではないかと考えた。 本で 1 しい

の 観 は 際その にたくさんの を えていることがわかった。また 観 により

の みは に しくなった。これからも課題は多いが， と とが してより い みを

成していって しい。 

に 

は なとこ ， 観 が える というものは にとっても 観にとってもそれ 大き

いと っていなかった。しかし 1 つ 1 つの が を し えたり， の をなくしたりするこ

とで 全 の も大きく なっていたので いた。 
 

・ HP, http://www.city.kyoto.lg.jp/ 
・ 聞 HP, http://www.kyoto-np.co.jp/ 
・ ース HP, http://www.sankei.com/ 
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本の のあり方 

中 里 

2015 年で 本は 後 70 年を えた。 年の ，テ な で について る機会も多かっただ

う。その中で が を持ったのは，「 本の のあり方」だ。 時中， はとても であり，「

しがりません つまでは」，「 は だ」な のスロー ンがあったが，現 では多くの を 入

し している。 本国 十 に「す ての国 は， で文化的な最 限度の生 を 権

利を する。」とある。生 権の基本である 本人にとっての「 」のあり方を考察したい。 

1. の と の の に  

終 年後の 1947 年（ 22 年）の総 取 ロ ーは 1720cal で，そのうち 化 が 383g，た

ん く質が 60g， 質が 17g であり， 化 を一 多く 取していることがわかる。 である

化 は， やパンな に わる 用 が 府によって され，でん んやト ロコ ，コ

ンが られた。さらに が 化すると，イ のつるや ， の までが 用 として

られた。 なものには，「おから 頭」，「 ん りパン」，いなわらを 末にしてこれに や な

を ぜてつくる「パン」， られる をまぜた「 だんご」な があった。これらの 用 でさ

え，人々はおなかいっ いに ることはできなかった。 

年 の 2013 年（平成 25 年）の総 取 ロ ーは 1887cal で，そのうち 化 が 261g，たん

く質が 70g， 質が 54g であり，1947 年と比 て 化 が 120g し， 質が 3.5 になって

いる。現 の 本は れが進み， な の 性 中 の に 化している。これらの高タンパ

クで高 度な ル ー を 取する への は「 の 化」と ばれている。 

また 取 がさ わらないたん く質の内 をみてみると，1950 年（ 25 年）は 取してい

るたん く質 68g のうち 17g が 性たん く質である。これに対して，2010 年（平成 22 年）は

取している 67.3g のうち 36g が 性たん く質である。これにより， に比 て現 の たちが多く

の 性たん く質を 取していることがわかる。 

2. の の に  

本人は 来， を てきた。その は，平成 25 年に スコ 文化 に された。

の ー ー によると の4つの として，「多 で な 材とその持ち の 」，

「 的な 生 を支える バ ンス」，「自 の しさや の いの表現」，「 月な の年中

との な関わり」を ている。しかし， な 業 の発 と の 大により， 本には

ものがあふれるようになった。 たいものを， たい時に， たい で， たいだけ ら

れる，すなわち の が 大している。 本人の 生 は 後， 中 の やインスタント

， トルト な の現 加 に に フトしていった。 型の は や をつけ，

大きな を作る では だが，一方で な ロ ーや ・コ ステロールの 取により，大 が

んや がん，高 ， ， 化な の生 をもたらした。同時に，手間のかかる や
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ン ルな 料理は されるようになり， 分な ル ーを するために必要な （

タ ン， ル， な ）が 性的に不 する に っている。 しきれなかった ロ

ーは として えられるため，これもまた生 加の になる。現 人の 生 はまさに「

の 調」。 れた バ ンスから今，さま まな が引き こされている。 

しかし現 人の生 スタイルに する 向として， を く人の 加， せていることへの

な を とする な イ トをする人も えている。総 取 ロ ーは 1972 年を ークに

年々 し，2015 年には せている女性の 合が 最高を した。今までは女性の 8 人に 1 人が

せす だといわれている。いずれも を する可能性のある の れとして現 の 生 の大

きな問題であるだ う。 

また，現 の も が えている の問題としてよく われているのは「 」，「 」，「 に

よる 」，「 き」等がある。 もの発 や には「 で を 」ことが大きく関 す

ると指 されているにもかかわらず，生 の個別化により一 での という のコ ー

ンと教育，しつけの機会を っている。 

. の に  

本は の自 化を進めてきた結果， 最大の 入国となった。2004 年， 本の

の 出 は 19 ドルだが， 入 は 415 ドルであり， 入に大きく った構 になっている。

しかしアメ や 連合をはじめとする 要 は， 入， 出ともに大きくなっている。 

また， 本は 料 一の国でもある。 料の は メー ーや ， な 々な

で発生している。 本の 料自 は 要 進国十 国（アメ ，イ ス， ースト ア，

，フ ンス，ドイ ，イタ ア，スイス， 国， 本）のなかで最 の 39 である。その中

で 2012 年度では，年間 5500 トンもの 料を 入し，そのうちおよそ 1900 トンを している。

している は， の 料援助総 の 470 トンを大きく上 り，3000 人分，途上国において

は 5000 人分の年間 料に する。 たちの から出る は全 のおよそ を めて

いる。 材別にみると，最も多いのが ，次いで調理加 ，果 ， だ。これらを した

理 としては， 度の や ・ の発生， 期限・ 期限が たことがあ られる。

から出される生ごみの中には手つかずの が 2 もある。 

料 を， 一の 大国であるアメ と比較してみると，アメ の人口は 3 1400

人で は年間 3300 トン（1 人当たり 105 ログ ）， 本の人口は 1 3000 人で

は年間 1940 トン（1 人当たり 152 ログ ）であり， 本の方が が多くなっている。アメ

の の な理 は スト ンが提 する の が多す ， では 画に い込んだ 材が

い れずに されている。一方 本では，スーパー，コン の による が多く， では

くなって たくない等， 年月 に す る だ。 

これらの 料 を らすためにできることは，「 いす ない」，「 い る」，「 きる」ことが

大 だ。 なものを わないように， い には の の在 を し，必要なものだけを

うようにし，また 時の しを ために，料理を 文する際には ー を し，メ
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ーの中に られないものがあれば，あらかじめ いてもらうな ， するといいだ う。 

. の  

毎年， 各 で による 作 の不作が えられるなか， の人口は え続けており，20

15 年現在 70 人である人口は，2050 年には 90 人を すると予 されている。そして え続け

る人口に見合う を するためには，今よりも 1.7 もの 料を しないといけないといわれ

ている。しかし， 料を しようとしても， や にも限りがある。す ての人が生まれながらに

平等に持っている「 料への権利」。 で 会的な生 を るために必要な，十分な と質の

に，いつでも， 的にも 的にもアク スできるよう，本来であれば各国が を果たす きだ

う。しかし， らかの問題で 現できない 合は，国際 会や たち 会の が不可 だ。 

. の な  

時 ，人々の生 を支えた は，その生 の中で出る 々なものが大 に利用されていた。

を した後に出るわらは，わらじや の きわらとして利用されていた。このようにして，

の 本人は， を大 にし， 々な で 利用していた。 

さらに 2004 年，環境や人権に対する 年の 献が され，環境分 で めて，またアフ 人女

性としても めて ー ル平 を受 された ア人女性， ン ・マータイさんはご の方も

多いだ う。 女が 2005 年の来 の際に感 を受けたのが「もったいない」という 本 だった。一

的に「 の を十分に生かしきれておらず になっている」 やそのような にしてしまう

を， める意 で 用される である。 女は，この には，Reduce（ ），Reuse（

利用），Recycle（ 化）という環境 の 3R をたった一 で表せるだけではなく，かけがえない

に対する Respect（ の ）が込められていると考えた。 

. の  

今 の研究を じて感じたことは，「 本人はもっと を大 にする きである」ということだ。

時中はあれ だった 料も現 では にあり， たちは のありがたさを れているので

はないか。さらに現在， は 機に っており，多くの人々が に している。 本には「も

ったいない」という な があり，この感 を大 にする きだと う。さらに，現 の 本は

の の を多大に受けているが， から 目を集めている 本の の基本である「 」をも

っと大 にする きであると感じた。 

 

・ 生労働 国 ・ 調査, http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou_eiyou_chousa.html（2016 年 1 月

25 ） 

・ （1） の と , http://www.maff.go.jp/j/wpaper/w-maff/hl8_h/trend/l/tl

_l_l_02.html（2016 年 2 月 9 ） 

・ の goo「もったいない」Vol.1 しを らして， の を らそう, http://www.goo.ne.jp/green/

life/lohas/shoku/0301.html（2016 年 2 月 6 ） 
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本は ア を受け入れる きか 

内  

今 には多くの が発生している。 に 年問題となっているのが ア で 2011 年 3 月

以 に アで きた内 により国内 に している人のことを指す。国内で をしている人々は

760 人，国 へ している人は 460 人以上にもの る。 本では らの受け入れ についてし

ばしば 論になる。 は他国の対 ，受け入れによるメ ト， メ トから 本の受け入れの今後

について たいと う。 

1 国 の  

ースや 聞では ーロ パに向かおうとする がよく取り上 られるが， 際に ーロ パが

受け入れている の は アの 国より大きく っている。 らが 国より 方の ーロ

パを目指す理 は 2 つある。まず最大の受け入れ国であるトルコは 200 人，続いて バ ンは 118

人， ル ンは 68 人の を受け入れていて，これらは国 へ している人たちの 90 になる。

バ ンでは人口に対して 25 ， ル ンでは 10 が ということになる。このように に多くの

を受け入れた 国ではこれ以上の受け入れが になっている。これが ーロ パを目指す一つ

目の理 である。もう 1 つは 国での 生 の しさにある。トルコにおける受け入れ と 際

の 生 を にあ る。 ア 受け入れは 府が めたものであるので はパス ートを持っ

ていなくても入国ができる。しかし ーロ パ出 者以 は の を められておらず，それ以

の 望者は UNHCR(国連 高等 )が 査して を められたらトルコ以 での

を進められる。トルコに まる は合 的な 労を められていないため多くの人々が一 で

いをして らしている。他にも 的および 会的権利は しい を受けていて， ー スは

す て自 担，教育や 共 ー スを受けるには 1 年間に 本 で 3 6000 を支 わなければ

いけない。このような の見えない しい 生 を続けるより ーロ パでの かな 生 を望

のだ。これが 2 つ目の理 である。 

2 の の と の  

では， ーロ パでは のような を受けられるのか。現在 ーロ パの国々の中で受け入れに対

して 的な を しているのはドイ だけである。ドイ は 2015 年に 18 人以上の を受け入

れ，国内に 在している は 36 人と見 もられている。ドイ では において「 的に

されているものは 権を 受する」と定められており， を することが国での方 となってい

る。これは 次 大 の際にドイ は多くの人々を してその された人々が他国の によ

って われてきた の があるからだ。この により の は手 く， として められ

れば が全 支 ，一 に 助 17 とアパート 1 が手 される か 育 やドイ 教

が開かれる。 をここまで 的に受け入れる理 にはさらに 的な利点がある。ドイ は現在

化や労働 ・年 不 の問題を えていて，これらを解決するために多くの を受け入れるので

ある。ドイ の から見て を受け入れるメ トとしては，国 の 用・発 の向上，人口 ・
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化に め，労働 の による 成 ，年 が られる。 

の の と  

その他多くの国は 受け入れに対して 的な を さず， もあまりよくない。 に く反

対している ンマークでは国の が， に関する を 化するという の を バ ンで発

されている 聞に掲載し，国の方 として「 にとって のない国」と ち出した。 際に入国

する に対しての支援 を 50 引き る 案が 会で可決され， 権の に必要な の引

き上 が決定した。さらに総選 では に反対する が選 で 利を めたことから国 も に

反対していることがわかる。また ー ンドでも反 の に 権 ，ハン ーでは が 入

しないように ル アとの国境 な が われている。2015 年 9 月 14 EU で今後 2 年のうちに加

国が 16 人の を受け入れることの 化の について 会が開かれたが合意には らなかっ

た。 の に対 しきれないというものだけでなく， にかかる 用が理 としてある。受け

入れに当たってトルコでは 4600 ，ドイ では 2 7900 を国が 担している。 年 的

担を える は に を した。さらに 定 の意見を めるきっかけとして によって

こされた 々の 件がある。最も大きな 件は 2015 年 11 月 13 にパ で こった同時多発テロだ。

このテロの は を って に入国したのち，パ へ し 件を こした。2015 年 12

月 31 から 2016 年 1 月 1 にかけて発生した ルン大 集 性 件ではドイ の ルン中

と ルン大 において 1000 人がドイ 人女性 170 人以上に対して性的 ， を

う か に集う人々に向かって を ち込 な の をした。これによるけが人も多 おり，本

件の全て は 500 件を えている。これらを受け 受け入れに反対する一 人が え各 で

が に われている。ドイ 国内でも ン が 域 により される 件や，大

な が われている。この の参加者は 1 5 千人から 2 人と されている。以上の点から

考察すると を受け入れる メ トは， 安の 化， 域 の不 の 加，多 の支援コストだ

と考えられる。 

の の  

本が現在 っている 支援は に 援助である。2015 年には安 が 972 を ア

に向けて支援すると表 した。これに対し を受け入れる には に 的である。2014 年

本には 5000 人の が来ているが として められたのは 11 人，人 的理 により 在 可が

りた人が 121 人である。これは 的に見ても に ない 字であり からは 最 ル受

け入れ だと されている。これ ない理 はかつて 本が大 の を受け入れた際に

したからだ。 本は 1975 年に発生したインド を 1 人 く受け入れたが，中には 労目的の

が多く じっていた。この をもとに 定の基 を しくしていったことが で 定

される が に なくなったのだ。しかしこれでも を ことはできない。 本では

中は本国に されず，在 があれば 労も可能なのでこの期間内での出 を目的にやって

くる も多い。このような理 が 本の受け入れを ばさない 1 つだ。 
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に の  

これらをもとに今後の 本における 対 の在り方について考えていく。しかし の 国の

が全て 本にあてはまるわけではない。これは 国と 本では 的・文化的 が大きく なる

からだ。 の国ではかつて自国 も されたり となった を持つことが多く国 の の意

識の高さは 本を上 っている。また 本は 国でマイ テ が他国と比 て ないということから

自分たちと う や に対して 他的な 向があり， に 国人がいる感 が一 的ではないの

だ。また 2009 年の 国人労働者の 合の ータを見ると，ドイ 9.4 ，イ ス 7.3 ，フ ンス 5.

8 に対して 本は 0.8 と他国と比 て大きく る。まだ 国人労働者が一 的でなく 国人 を

立できていないのが現 である。 

に の と  

本におけるメ トは に 3 点ある。1 つ目は， 受け入れ国という 書きが国際 会の中での

象をよくすることだ。 のとおり， 本の受け入れ は から されているが，受け入れ人

を やすことによりそれがなくなり発 も上がると考えられる。2 つ目は， 高 化や労働 不

の問題が解決されることだ。 の 者が えることで 本は 者不 を解決できる。3 つ目は 会

の 性化だ。 文化が持ち込まれることで たな 要が 生し ン ー スの発 が見込まれる。

また今まで 統や成り きで決まっていたことが見 され たな 会 が生まれる。 

に の と  

本における メ トは に 4 点ある。1 つ目 安の 化であり けられないだ う。 たちの

発生国である アは現在 から最大 ルの が出る 安が くなっている。そのよ

うな で ごしてきた人たちが れない環境でのスト スを えたら はより上がるだ う。2

つ目は 国人労働に関して反対の が多いことだ。 メ トの点において労働 の について

たが 際には 本は今 であり 本人でも にありつくのが しい。そのような中 国人に

えられる労働 は ない。また安く われる 国人労働者が えることによって 本人の労働 が

がっていくことが予 される。3 つ目は受け入れにかかるコストである。 的に を受け入れた際

の 用は国の で われる。 の 本はこれ以上の を支出するのは しいだ う。4 つ目は文

化的 である。 アはイス なので ア である人々はイス 教徒となる。イス 教

徒は 1 5 の や他のイス 自の を かせないがこれらの はす ての 本人に理解を

ることは しい。しかし らもイス 教の の しさ えに を えることはできないのだ。 

の の の  

これらの メ トを 本の現 では バーできないと考えたので， 本はまだ を受け入れる

きではないという結論を出した。 国人に対する が十分 立されていない のまま受け入れては

も 全の支援を受けられず 本人も に対しての理解が いので 方にとってメ トがない。

しかしいずれは一定 の を受け入れる きである。 進国として国際 会に参加している 本も

が えている問題の解決に 的である きだからだ。まず国 である たちが に対しての意識

を高める必要がある。そのために 府は についての や を ち出し国 に関 を持たせる
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をしなければならない。 では についてのいくつかの メ トは国 の意識によって改 で

きることを らせる必要がある。 的には，イス の文化を えることな がある。まったく

の より受け入れやすいと考えたからだ。またコストや労働 な の問題は 本的には解決されない

が について った後だと多 のマイ スイメー は されるだ う。このように国 から へ

の理解を た後，受け入れ人 を やし ン や 本 教 な の 設を設立し支援 を上 ていく

と同時にテロな の 安 化を を立てていく必要がある。 

 

・UMHCR ー ー , www.unfcr.org 
・UNHCRjapan ー ー , www.unhcr.or.jp 

 

                                                                                            

 

 

発 途上国の人々の らしをよくするには 

 

1 はじめに 

平等とは い「 」。その の中でも， たちに な，しかし 中に 在している問題であ

る男女の について く りたいと った。 

年の 2015 年を期限としていた， をよりよくしていくための目標を掲 た「 ア 開発目

標」というものがある。その中には，「 ェン ー平等の 進と女性の 向上」が設定されていた。

ェン ー平等とは，生 において，さま まな機会が性別関 なく平等に えられ，自 現の機会

が られるような 会を目指すものである。しかし， を見てみると だ男女 がみられる 域が

ある。 

2 の  

その がわかるのが 学校の 学 である。目標の中には「 的 等教育の 成」（す てのこ

もが 学校に えるようにしようという目標）も含まれており，現在 6100 人のこ もたちが 学

校に うことができていない。その大 分が ハ 以 アフ ・ ア アといった 域で められて

いる。男女 の点からみてみると， に，開発途上国である ハ 以 アフ および アフ で

は，女 の 学 は男 に比 ると くなっている。 学校に うことができないと，教育を受けずに

育つことになる。そのため大人になったときに， み書きや ができず， 労の機会が まってしま

う。 が安い につかなければならない，最 にすらつけないということになり， に っ

てしまう。そうすると， の授業料が えなくなり，その たちも教育を受けずに育ち，同じよう

なことを り してしまうという のスパイ ルができあがる。 

このようなことから， 学 と 労働 には関 があるのではないかと考えた。また，女 教育がな
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ぜここまで から 要視されているのかを調 たいと った。 

と に  

ここで， つの国を に出したい。 ェールと アである。これら つの国を選んだ基 として

参考にしたのは「The World Fact book（ 1）」より，成人の識字 が 50 を っている国から，

1 目・3 目に かった国を選んだ。これを調 たときに分かったのは，他の国に比 て， 的に

アフ ・ ア アの 域の国の識字 が いということだった。これは，最 に た 学 の い

域と一 しているといえる。 

ちなみに，識字 が 2 目に かった国は スー ンという アフ に する国で，2011 年に

スー ン共 国から 立した最も い 立国である。しかし 2012 年に 府 と反 府 が し，

国 の とん が を われた。現在は ン で生 しており，教育 度がきちんと成り立

っていないため， スー ンは することとする。 

まず ェールから見ていきたい。 ェールとは， アフ の ハ に する国であ

り， 最 国の 1 つでもある。2010 年にはクー ターが こり，テロや の発生が として

することはなく，けっして 安がいいとはいえない。では，この国での教育は う われているのか。

ェールは， 年・ 学校 6 年間・中学校 4 年間・高校 3 年間という ステ で，高校まで学

は 料である。それなのに，この国の 等教育 学 は 最 となっている。 

学  出  学  

男 女 男 女 合 人  

69 58 55 46 36 1,049,000 

 (図 1 ェールの 学校 学 )( 2) 

 
・ 学 等教育 学年 に 当するこ もであり 学校に 学する もの人 が，当 年 の

もの総人口に める 合 

・ 出 等教育 学年 に 当するこ もであり 学校に 学する もの人 が，当 年 の

もの総人口に める 合 

・ 学 （ 合） 等教育 学年 に 当するこ もであり， 学していない もの人 が，当

年 の もの総人口に める 合 

・ 学時（人 ） 等教育 学年 に 当するこ もであり， 学していない も 

学 が 料なのに， 学したけれ 授業に出 できている もの 合が男女とも 10 以上 くなっ

ており， 学できていない もの 合が 3 を えている。このような結果になっているのは， の

手 いが しい，個人の学 が りないからである。基礎学 がなく，す に いつけなくなり り

とされてしまう。女 の 学 が男 よりも い理 としては，この国の女 の多くは基本的権利を

ることができず， 会にとって 要とみなされていないためだと考える。 際，女 の 3 分の 1 しか学

校へ っておらず，その 中学校へ進学するのは 6 しかいない。また，この国は で最も の

合が高い国で，3 人に 1 人が 15 以 に結 している。それに伴い出 年 も くなっている。
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なら学校に っている年 なのに， 育てをしなければならないため学校を中 せ るを ない。こ

の国では男女の が大きい。 

この国では国 の 分が 1 1 ドル以 の生 をしている。全国に 15 人 度の 者がおり

（労働 人口は 555.1 人），そのうち 4 人は 員 ，6 人が 教 である。 

 

労働 ( ) 

男 女 全  

89.8 39.9 64.7 

(図 2 ェールの労働 )( 3) 

 
男女の が大きいことは， 業についても える。男性に比 て女性の労働 はとても くなっ

ている。女性は，識字能 が いことと出 している人の 合が高いことから， に くのが しく，

をしている人が多いのではないかと考える。 

次に アをみていきたい。 アは アフ に し，この国もまた 最 国の 1 つである。

そして最 では 出 が し，国内は にあるといえる。 アの教育 度は， 学校

6 年・中学校 4 年間・高校 3 年間で，高校までが 教育となっている。 

 

学  出  学  

男 女 男 女 合 人  

81 70 63 53 24 431,000 

(図 3 アの 学校 学 )( 2) 

 
ェールよりも全 的にみると 字が高く，より教育を受けられているといえる。しかし 学

と 出 の 分から，男女とも 20 くまで が っており， 際授業に出られている もは多

くない。この理 として， もの が えているのに対して，授業料が 料の 立学校が不 してい

るためである。そして大きな は いとはいえ，この国でもやはり女 の うが 業 は く，中学教

育に上がるとさらに 字は り，25 となってしまう（男 は 38）。 

アの労働 人口は 473.7 人である。しかし人口の 50%が に していて，一人当たりの

GNI（ ドル）は 460 となっている。ちなみに， 本の一人当たりの GNI は 46,140 であり， アの

はとても いことが分かる。成人の識字能 がない人が多いため，労働者の 70%は きや

をして を ている。 

労働 （ ） 

男 女 全  

78.3 65.5 71.9 

(図 4 アの労働 )( 3) 
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男女がだいたい同じくらいの 合で働けている。しかし， したはいいが 業してしまう 合がと

ても高く，2010 年時点で 45%に している。 は学校を 業すると自 的に全員 員として 用

されていたが，現在企業は 5 年以上の 会 を持ち， ・ を られる人材のみを 用するよう

になり，大学を 業したとしても最 の は となった。ましてや女性は中学教育を受ける人も

ないのに， に く機会が めて なくなってしまった。 

とに  

ここまで 学校の 学 と 労働 をみてきた。 は，女 の 学 でその国の い い なことが

決まっていくのではないかと った。今現在 の な教育問題のなかには，女 教育について ら

れているものがある。 

・ の成人の 7 9600 人が基本的な識字能 を持っておらず，そのうち 2/3 が女性である。 

・ 等教育 で ェン ー があるために， 学校に在学する女 の が ない。 

・ もしす ての女性が中等教育を受けることが出来れば， ハ 以 アフ の 5 の 18

0 人の を える。 

み書きができないと， えば， の 書や もに必要な予 の ，さらには「 」「

」な の に関わる を受け取れなくなり，不利 を ることになってしまう。多くの女性が み

書き出来るようになることで， み書き出来ることの大 さを っているため自分の にも み書きを

学ばせる。 もは み書きが出来るようになると，授業の内容が分かるようになり，学 がなく途中

学しなければならない，という を れることが出来る。 に，女 が中等教育を受けることによ

って結 が くなり， もの が る。それによって ない もを大 に育てるようになり，

もの が する。このことは 際に 字に表れている。 ェールでは，2005 年 2010 年

から 2010 年 2015 年では女 の 学 が 10 イントあがり， の は 10 イントも

した。同じく アでは， 学 が 1 上がると は 7 も った( 4)。よって，女 が 学す

ることによって， み書きが出来るようになる， 学 を やすことが出来る， の を ら

せるな のメ トがある。 

とめ 

学 と 労働 には関 があると分かった。 学 が上がることによって，国の が上がると

も える。 

また，最 に た のスパイ ルは，女 が教育を受けることによって めることが出来るのでは

ないかと考える。女 教育が われるようになると，女 の識字能 が上がり， もの を ること

が出来る。そして する機会も え，あら る で女性 ー ーが生まれれば， ェン ー平等を

える機会が え，男女 が っていく。そうすることによって りの女 教育への理解が まり，

もを学校へ わそうとする が えることだ う。それが国の 発 へとつながるのである。 際

ェールでは， フ支援で，2008 年におとな向け識字 ンターを設 し， を教育する機会を
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つくっている。 ンターを設 してからは， は もたちの教育に いて意識するようになり，学校

へ わせることに 的になった。こういった， からの教育への理解が大 である。 

2015 年が期限の「 ア 開発目標」を受け，2030 年を期限とした「持続可能な開発目標」が発

表された。その中には教育と ェン ー平等の 目が含まれていた。 ェールで われた「おとな向

け識字 ンター」のような に，現 に って 関 することはできないけれ ， たちは と

いう間 的な で できる。 たちとは関 ないから， い国だからといって もしないのではなく，

に目を向け， らしがよくなるように 献することが， としての たちのやる きことで

あると は う。 

 

・CIA「The World Fact book」, https://www.cia.gov/library/publications/the-world-factbook/fields/2
103.html, (2015 年 12 月現在) 

・UNICEF「 書 2015」, http://www.unicef.or.jp/library/sowc/2015/pdf/15_04.pdf(2015 年 12 月

現在) 
・平成 27 年国際連合統 「 統 年 2012VOL.57」 書  
・ 国 図 2014/15（ 人） 会編集 
・NGO「FREETHECHILDREN」, http://www.ftcj.com/get-educated/education.html(2015 年 12 月現在) 
・UNICEF「 ェール 女 教育 ン ーン「全ての女の を学校へ 」を開 」, http://www.unicef.

or.jp/children/children_now/niger/sek_niger08.html, (2015 年 11 月現在) 
・JILAF「2012 年 ェールの労働 」, http://www.jilaf.or.jp/rodojijyo/africa/west_africa/niger2012.ht

ml(2016 年 1 月現在) 
・JICA「 ェン ー平等と女性の ンパ ーメントの 進」, http://www.jica.go.jp/topics/notice/20140225

_01.html(2015 年 12 月現在) 
・JICA「学校に けない もたち」, http://www.jica.go.jp/topics/notice/20140225_01.html(2015 年 12
月現在) 

・ 「 の学校を見てみよう ア 」, http://www.mofa.go.jp/mofaj/kids/kuni/guinea_1.html(2
015 年 12 月現在) 

・JILAF「2010 年 アの労働 」, http://www.jilaf.or.jp/rodojijyo/africa/west_africa/guinea2012.html
(2015 年 12 月現在) 

・UNICEF「 ェール:女 教育への理解を すおとなの識字ク ス」, http://www.unicef.or.jp/children/c
hildren_now/niger/sek_niger11.html(2016 年 1 月現在) 
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本の安 問題について 

々 

1.  

本では安 という選 が められていない。たとえ，現在の 学では助かることが な を

えた 人が， のための しい みと に まされていて，本人が望んだ であっても安 の

手 いをすれば，自 う助となり， 人 となってしまう。つまり，生きるか うか自分で決定する

権利，すなわち， 権利は基本的人権には含まれていないのである。 

はこのことに 問を感じ， 本で安 が められていない理 を 究し，この 本は 権利

を うす きなのかということを考えたいと い，このテーマで研究をすることを決めた。 

2.  

の と の  

一 に安 とは っても， 的分 と生 理的分 とで分けられる。 的分 では，1.

安 ，2.間 的安 ，3. 的安 ，4. 的安 ，5.反意的安 の 5 にわけられる。

生 理的分 は， 者， 者， 方の立 を考 して分 するものである。ここに， ，つ

まり 上容 されるかの点から考えた分 を加えると，今 研究のテーマとなるのは 的安

（ 1）と による自 助（ 2）である。 

まず， 本の安 に対する解 に対してであるが，そもそも 本には安 に関する がない。

13 に，「す ての国 は，個人として される。生 ，自 及び に対する国 の権

利については， 共の に反しない限り，立 その他の国 の上で，最大の を必要とする」とい

うものがあるが，この国 の権利の内容には安 に関することは含まれていない。よって結果的に自

助は 人 として扱われてしまう。 

の問題  

安 ， 化を する会という の には， ング・ ルの 者を く り，

の 化をめ すとき，個人の「 権利」は，「 」となり， い立 の者に「 の選

を る権利」に きかわっていかないか。「あのようになってまで生きていたくない」と，生きてい

る人の を「あのように」と見る，自らの内にひそ 選別の こそ り る必要がある。 と，あ

った。たしかにここに書かれていることも一理あり，安 を合 化するときに最も をつけなければ

ならないことは，生きる権利に対する だとも える。 

ではここで，この生きる権利に対する とはなんなのかということを したい。安 合 化を

することで考えられる最 の とは，人間らしく，自分らしく，最期を えたいと う を

するための だったはずの安 が， 化を する会も ていたとおり， の選 を

る に わってしまうことである。もっと に えば，安 合 化は不必要な の 加を 発

させてしまう 性があるのだ。 

不必要な の発生 を ると以 の 4 つがあ られる。 
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の に な の  

本では，個人 が しておらず，本人の意 決定の際には が大きな要 になると考えられ

る。つまり， 者は の 的，また 的 担を考 し，本人の意 とは反した選 をしてしまう

可能性がある。 

に  

現在でも，安 を った 合， 

(1) 者が現 学の 識と から見て，不 の であること，しかもその が目 に ってい

ること 

(2) 者の が だしく， 人も にこれを見るに びない 度のものであること 

(3) もっ ら 者の の の目的であること 

(4) 人の意識がなお であって意 を表 できる 合には，本人の な ・ のあるこ

と 

(5) の手によることを とし， により ない 合には 別の があること 

(6) その方 が 理的に 当であること 

これらの つの要件が たされれば「 性が される」と される。この 基 は 37

年 12 月 22 の 高 で われた， 内 件（ 3）の 決のもと定 されるものだ。 

 
また，平成 7 年 3 月 28 の 方 で われた， 大安 件（ 4）における 決で

は 

（ ） 者が え い 的 に しんでいること 

（ ） 者の 期が っていること 

（ ） 者の 的 を ・ させるために方 を くし，他に 手 がないこと 

（ ）生 の を する 者の な意 表 があること 

の 4 要件により， 性 要件を された。 

つまり，これらのことが たされていた 合， に 的 が問われることがなくなる。

を じて 間が ェ クすることができなくなるのである。 はまだ発 途上であり，見解も一

していないことが多くある。よって， らずしも による が こってしまう可能性がある

のである。 

の に な と 

た 性 要 に「生 の を する な意 表 があること」という要 があ

りますが， 者と には 学的 識の がある。いくらインフ ー ドコン ントが われても，

者の 学的 識の なさ えに，自分の に対するしっかりとした理解がないままに， の選 をし

てしまう可能性がある。そして， え い に しんでいる中，また を目 している中で，意識

ルが くなっていることも考 すると 者が しい ， 性のある をすることは大 な

ように考えられる。また意 表 が な人もいる。 を持っている，また 性意識 ，つまり
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は といわれる時， 的 に しんでいてもそれを えるのが しい 合もある。 

の  

安 が合 とされるとき，安 は に 定された のもと われるだ う。しかし， に

は 大解 が き である。一度合 化されると が 大され， めが利かなくなる 性がある。 

の  

問題性を多く含んだ安 であるが，スイス，アメ ， ン ， ル ーな いくつかの国が安

を合 としている。いずれの国でも自 決定権の をあ ている。また，この 合十分な ーフ

ードを設けることで，なし しに対象が 大されたり，高 者や 者な ， 会的に い立 とな

ってしまっている人に不当な ーがかかったりすることはないという のもとで決定され

ている。 

ここに十分な ーフ ードを設ける，と書いたが， ーフ ードとは安 を合 化する上で，

た不必要な の 加を ために必ず作らなければならない安全の ということである。この

ーフ ードを では のように設けているのか，そしてそれはきちんと機能されているのか 的

な をあ る。 

で めて安 を合 とした ン では， 者は を つばかりの であること， え い

があること， 者本人から安 を める要 が続いていること，別の や の意見を めて

いる，な 28 目の 件を たしている 合，安 を した に を問わない として

いる。 

しかし，2010 年 5 月に 会 に された 調査によると， ン では 2009 年に安

をした人 は 2636 人。しかし， らによる の 意的 大解 が取り され，安 に反対

する からは 化以 の 8 年で アが したのが要 だとの指 もあった。そして合 化

案の 会 に した当時の も 質的に アを させていることを めている。 

アとは による みや を ら るための のことで，つまり， アの とはとは

そのような をあまりせず，安 に安 を選 してしまっているということである。 

また， ン で 的な要望なしに なされる 者の 在は 国 立 学 会でも 題に上り「現

に きているにも関わらず，そういう ースが 合 な 人として問題にならないのは，一定の

の人は生きるに せず， んだ方が本人の だという が合 化によって生み出されて， 会に共

されているから」と 及された。 

この他， ル ーやアメ でも安 化のもともとの が されてしまっていると指 さ

れている。 

の  

から安 を 化するにあたっての 々な問題点を てきた。いずれの点も 論ではあり，

解決しなければならないことである。 

しかし， は安 を合 として成立させるための 件が 全に たされていなくとも， められる

き安 の選 はあると考える。表 的にその安 が われた をみると 性が に さ
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れてはいないが， 者や の 構成， ， ， な ，内 的なものを考えると，そこ

に に問われる きでないものもあるということである。 

もともと安 の は 者本人の意 ，つまりは自 決定権の 立である。したがって， え

ば， からの による不本意な の選 ，これは表現の 方ではいかにも本人の意 と反し，生き

る権利を 定しているようにとらえられるが，かならずしもそうではないこともありうると考える。

の に生 の選 をするのは，自 決定 であり，人間の本質である いやりの 持ちによるもの

であるのではないだ うか。そのことが，自分だけの考えではなく，他者を考 したものだから な

自 決定にはならないとされるのであれば，それは人間の本来のあり方をも 定しているように感じら

れる。安 の合 化には 的なメ トも 在するが，安 の 本的 分は ，つまり，自

分が自分らしくあり，そして最期を えるということだ。 

は，すすめる には な安 に対する を に作る必要があると考えている。また，この

には内 件や， 大安 件によりできた 性 要 に加えて た 者や の

内 的なものを考 し， によってグ ー ーンを することも加 して しい。そしてその

に伴い， ーフ ードとそれらをしっかり機能させるための 会全 の理解を，スメ アな を し

発 することで ることが必要であると考える。 

.  

な安 ， ーフ ード， 会の理解，これらを本当に ることが容 ではないことは理解し

ている。 現するために国として き出していくことで， たな問題もでてくることであ う。さらに

うと安 に対する の 識と理解はまだまだ く， い人生の中の高校生という で え出せる

問題ではないと考える。しかし，いずれ を える一人の人間として， 者の意見を する く，安

を め，安 と 人の 引きをするために一 も く の 定をす きだと考える。 

 

（1） 的安 意図的に 的 や で に らしめること 
（2） による自 助 が自 用の または方 を提 すること 
（3） 内 件 の 業を 年が で れ， 不 になった を しみから解 させるた

め 機 ン を に 入させて したとし， 人の に問われた 件 
（4） 大安 件 院に入院していた末期がん 者を， 化 を し したとして担当の

内科 であった大学助手が 人 に問われた 件 

 

・ 本 ス ス在 ア研究会（1998） 安 ング・ ル かな を めて  
・ 安 や自 助が合 化された国で こっていること synodos.jp/society/1070（ 2

015 年 10 月 15 ） 
・安 ， 化を する会（2005） soshisuru.fc2web.com/（ 2015 年 10 月 15 ） 
・ 方 /平成 7 年 3 月 28 / 大安 件 
・ 方 /平成 17 年 3 月 25 / 「安 」 件 
・まえがきとして の安 の現 let.kumamoto-u.ac.jp( 2016 年 1 月 9 ） 
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・Factotum WEBZINE 本は安 を める き 「 権利」 案が可決（ フ ル ア ）Fac
tom-inc.jp( 2016 年 1 月 9 ) 

・ 本では安 を合 化す きである か か hss.ocha.ac.jp( 2016 年 1 月 16 )  
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に めたい の とは 

集と 人一 の比較を して  

あかり 

1  は の の  

本文化，といえばまず を い か るだ うか。「 」「 」「 者」「 」な ， い か

るのは人それ れだ う。しかし，「 」を っ に い か る人は ないのではないだ うか。

しかし は， ン ク開 な で 本が 目されている今こそ，「 」という 本文化を に

める きだと考えた。そこで は教科書でよく扱われる， 集と 人一 のそれ れに するク

バ の比較を して んな を に められるのか，研究した。 

2  の に  

 とは 

集とは， 後 から 後 こ にかけて編まれた現 する最 の 集である。全 十

もの が されている。編者は大伴 持といわれているが， 際のとこ ， が，

のために， のようにして，編集したのかははっきりしておらず， が多い。 で書かれていた

ため，平安時 ですでに みにくくなっておりこれを解 するための研究も われていた。また，この

集は， や な の の高い人々の だけでなく， の も多く されている。 

 とは 

人一 とは， から十 ご の を集めた 集である。この編者は平安時 末期

から 時 期にかけて した 定 だといわれている。もともとはふすまの として集めら

れたものだった。 集とは 後に時 の があるため，比較に最 だと ったのも， がこの

の 集を選んだ理 のひとつである。 

  

 は  

は比較するク バ として，「ア 」という に 目した。「ア 」とは，イ 科の で に

生 している。「 」とも「 」とも書く。また，「ア 」は「 い」という意 の「 し」にも じる

ため，「 い」という意 の「 し」に じる「 」も別 としてもうけられた。 

の  

は 組の を比較した。まず一組目である。 

集 一 十  

「 く の ひに りて き は大 し 」 

現 は，「 の生えた を く の に が って，こんな い れには大 のことを い

ます。」という意 である。 

人一 十一 大  

「 されば の おと れて のま やに く」 
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現 は，「 方になると， の にある の を をたてて きのそまつな に が

き訪れることよ。」である。 

この は「 」という が入っている点が共 している。またこの でのア は や の

をするために していて，「ア 」自 が であるようには感じられない。 

つ に 組目である。 

集 十一 作者不  

「 入りの 別け り多み が ふ に は こ かも」 

現 は，「 に入る， の みをかき分けながら進 のように， するものが多くて，

が っているあなたに，このご えないのです。」という意 である。 

人一 十  

「 き の の間も はでこの を してよとや」 

現 は，「 の入り に っている の， い と の間のような い時間でさえお会いし

たいのに，それも わず，この を ごしていけとおっし るのでし うか。」である。 

この は「 しく っている人に会いたい 持ち」を んでいる点が共 している。そして ちら

も としては まれていない。しかし， 集の方は の のために「ア 」が しているの

に対して， 人一 の方は さを表現する えとして「ア 」が しているので， まれ方に いが

ある。 

 の  

全 的にみると， 集は の一 として まれていることが多いのに対して， 人一 では，「ア

のような 」というようにア の さを えにする が多い。また， 集は 十 も「ア 」

について まれているのに対し， 人一 は しか「ア 」を んだ がない。しかし， ちらも

やかではなく しい 象を受ける であることと， として まれていることはないという点

が共 している。 は，いつの時 も「ア 」は人々にとって な で しくなかったために，

になることがなかった理 の一つだと考えた。そして，この 化した 分からは，時 とともに り

わっていった 本人の が分かり， 化しなかった 分からは，時 が わっても受け がれていっ

た 本人の が分かると考えた。 はこの 化した 分と 化しなかった 分こそが「 」の ，

本文化だと った。 

 め には 

  

は研究結果から られた「 」の を に えるために 本のマン やア メを 用するこ

とを提案したい。 なら今， 本のマン やア メ作 は でとても高い人 を ており， 々な

国や 域で， されたマン が されていたり，ア メが されている。また， 本のマン や

ア メから 本 を しているという 国人も なくない。そしてマン やア メなら， が中 な

分，文 だけの 合に比 て， について分かりやすく しやすいだ うし より 者も しみを

もちやすいだ う。 
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 体  

は での 本のマン やア メ作 の人 が高いことを 際に しているのも，この提案をす

る大きな要 の一つだ。 年 一 年の 月に十 間のアメ ・ フ ル ア への 学

ロ ェクトに参加した。その時， が ー ステイした の女の ，Kailee は， 本のマン やア メ

に目がなかった。 女は 本の や といった，「 本」が表れている作 を に んでいた。 が

めてみた「 （あだちとか）」というア メも きになってくれた。このア メは 本の

が うバトルマン が 作で，作中に する の や 文はいかにも「 本らしい」ものだった

のが， 女がこの作 を に入った理 の一つだ うと は考えている。 

そして 女の学校の生徒にもまた， 本のマン やア メ きが多くいた。現に， 本 ク スで「

きなア メはなんですか。」と聞かれたことがあったが，その時「AttackonTitan.(進 の 人。)」と

えたとこ ，ク ス中から，「 ってる 」「自分も き 」といった反 が多く ってきて に い

たことをよく えている。また，Kailee 自 ，「進 の 人」のグ であるパー ーを ていたし，

連れて ってもらった で同作 の T を ている人を見かけた。これらが に が 本のマ

ン やア メが 中の人々に人 だと 感した である。 

 具体的な とは 

それでは，一 のようにして， 集を題材にした作 を作っていけばよいのだ うか。 が考え

た作 はこうだ。まず， 者，視 者が に入りやすいように ートをする クターを

させる。この時， 者，視 者の中で の時 と 人一 の時 が 同してはいけないので の時

を ートする人 と 人一 の時 を ートする人 をそれ れの時 から一人決めるこ

とにする。そして， 集の中でク バ を んだ を し，その と同じク バ を んだ

人一 の も し，その は同じク バ を んでいるが，時 と共に 化した 分はあるのか，

もしくは 化していないのかを比較する。この時の の はそれ れの ーターが めると分

かりやすいだ う。そこから が う「 の 」を して， り わって く 本人の と受け

がれて く 本人の を ってもらえるといい。 にいくとは えないが，このように を 開

していくことで， に「 の 」を めることが出来ると は考える。 

 の  

この研究を めて がまず ったのは，「そもそも自分自 が のことをよく らない」というこ

とである。「 の 」を に めたいと った自分がそこを理解していないのでは にならない

と った。そして同時にこの「 」という 本文化を成立させた国に生きる たち 本人がそれを理

解していないのに， なる文化をもち， なる を し， なる国に生きる人々にこの を理解し

てもらうというのは 理があるとも った。そのためにはまず 々 本人が自分たちの文化を十分に理

解している必要がある，ということをこのことで学 ことが出来た。 

そして，研究を進めていくうちに 自 ，「 の 」に くことが出来たと う。また，

をみていく中で大 の でも共感出来る 持ちをたくさん発見することが出来て， 本人の の え方

や感じ方な の わらない「 本人の 」を 間見ることが出来たようにも う。そして，今，自分た
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ちが生きるこの平成の時 で が 集や 人一 の時 の人々に共感したように，今の たちが感じ

たことや， ったことが， か くの 来に生きる人たちにも共感をもってもらえると，時 を えて

がつながることが出来て らしいと う。 たちは を生きた人たちに目を向けて，そこから ら

れたことを 用して，これからの しい時 を いていくことが大 なことであると感じた。そして

の人たちに りと自 をもって「 本文化」を していくことが出来るようになれば，よりいっそ

う 本という国を ってもらえると は期 している。 の人たちには，もっと「 」という 本

文化から 本という国に たな を感じてもらいたいと う。今 は「ア 」という をメインに

研究をしてきたが，他の の 合は のような 化が こっているのか，はたまた 化していないの

は んなとこ なのか， が いたので，別の でも比較をしてみたい。また，千里フェスタの時

にコメンテーターの方に，「 に ってみると，より研究が まるのではないか。」とおっし って

いたので， 際の を しに ってみたいと う。 

 

・「 の 」  
・「 の 集/ 人一 その構 と成立」 書  
・「よくわかる 人一 見て， んで， し の 」中 一 書院 

 

・「たのしい 集」 ，現 引用（ 2015 年）http://www6.airnet.ne.jp/manyo/main/home.htm
l 

・「 の 300」（ 2015 年）http://www.hana300.com 
・「 人一 の 」（ 2015 年）http://www.hyakunin.stardust31.com/index.html 
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と 本人の の関 について 

上  

1. はじめに 

集とは，4 から 8 に まれたとされる を集めた 本最 の 集です。 集中には，

全 で 4500 以上ある。その中で については 150 用されている。その中で， につい

て まれたのは 40 である。 は 本人に から しまれている であり，今は国 だ。では，な

ぜ は 本人の の象 というようになっているのだ うか。この理 を探ることで， と 本人の

の関 が分かると考え， はこの について研究をした。 

は， が 本人にとって に感じられる理 を， い期間に って に まれ続けてきたことに

よって，時 をまたいでいつの間にか定 したのではないかというように考えた。 

2. の の  

まず， 際に 集中には のような が まれているのか， ある からいくつか取りあ ていく。

そして， の人が に対して のように っていたか，感じていたかを 集から学んでいきたいと

う。 

 年の へりし に ひにてし の は かへけらしも（ 年の にお会いしたあなたのことが

しくて， の が いて えているようだ 年 ） 

 なる の に月も出で かも に ける の の見 く（ の の に月がでな

いものかなあ に いている の もみることができるのになあ み人 らず） 

 等 の の の上の か へは し は （ 等 の の が く になったらあなた

もわたくしのことを い出して さいますよ の ） 

 いま りなり の し る に聞こしめすなへ（ の が今， 開です 。 の が

り く をお めになるときに大伴 持） 

 この の一 のうちに の れるお かにすな（この の にはたくさんの が込めら

れています。だから 末にしないで さい ） 

 今 のためと ひて標しあしひきの の上の かく にけり（今 のこの のためにと って標を

つけておいた の がこんなにも きました大伴 持） 

上 に選んだ には「出会い」「 人」「 しい い出」「成 」「成 」といった， るい意 が含ま

れていると感じる。では，反対の意 のある も見ていく。 

 中も にしあら ばや にある の の れるこ かも（ の中も ですから，うちの の

の も今は ってしまったのですよ。 女 ） 

 あしひきの てかく きたらばいと ひめやも（もしも の が も いているのだ

ったら，こんなに しいとは わないでし うに。 人） 

 時は 見る人の ふる りと今し るら （ は，まだ るときではないのに， で

てくれる人がいるうちに うと，今， ってしまうのでし う。不 ） 
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 今 りと人は え は しも としあら ば（ の が今 りですよ，と人は うけれ ，

はさみしくおもいます。あなた がいらっし らないので。大伴 ） 

 の の は今 もかも り ふら 見る人なしに（ の の は今 も り れている

でし うか。見る人もなくて。不 ） 

これらの は， が っている と み手が いをはせている かとを 合わせながら まれて

いる。また， んに いている から に る ことを連 させる もある。 かと一 に見る を

提として，それが今は っていないという より， んだ人の「 なさ」や「 しさ」， 際に

っていく を見ながら感じる「 観」や「 しさ」を受け取ることができる。 

. の の  

の  

このように 々の に関する が まれているが， 時 の人々にとって は， の が る

として， 業においてとても大 にされていた。 集が編集された時 ，つまり， 時 から，

は され めたとされている。 時 は，中国文化の を大きく受けていた時 である。当時，

の が 40 まれていたのに対して中国から わった の は 118 と， の方がより多く まれ

ていた。さらに， 集時 の というのは「 マ ク 」だと われている。これは い か平

にかけて生える の高 であり， に に いていたため，人の目に れる機会は なかった。しか

し， が人々に しまれていなかったというわけではない。このような がある。 

8・1458 や にある の は今もかも み に るら  

（あなたのお の の は，今 ， が いので っているでし う 。 見 ） 

18・4077 が が き 内の いまだ含めり一目見に来  

（ なるあなたが， んでいたお の の はまだ のままですよ。 うか一目見におい 

でください。大伴 持） 

この 2 より の の はやがて 内にも し えられて していたということがわかる。

時 は， は より人 があったとは えないが，このような の 方はあり，全く関 を され

ていなかったわけではないようだ。つまり， の人 が高まったのはこの時 よりも後ということにな

る。 

の  

時 の次の時 は平安時 である。この時 に作成された 集は 今 集だ。この 集は

や上 の よって編集されたものである。平安時 には国 文化が育った。中国文化を しつつ

も， 本の や生 ，感 を大 にしていこうという 的な文化である。ここから，文字や な

現 の たちにまで ずる 本 自の文化が生まれた。 えば，お 見。これは今の 本人にもなじ

みのある だ。 見が われ めたのは， という人 が 中に を えて を んだことが

きっかけとなっている。また， のみでなく， の間でも 作を願う として われていた。こ

こで 今 集の中で について んでいる を見てみる。 

1・67 が の 見がてらにくる人は りな のち しかる き（ を見るついでに が に来
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た人は， った後に しくなるに いありません。 内 ） 

1・58 しかもとめて りつる 立ち すら の を（一 が探して ってきたのだ う。

が していた の を ） 

1・55 見てのみや人に ら 手ごとに りていへ とにせ （見ただけの を人に そうか，

いや，それ れが手に った を持って への にしよう。 性 ） 

平安時 になってからの でも， の の を自分のもとへと してきて， している がある

ことがわかる。 際， 今 集では は 70 まれているのに対して， は 18 になっていて，よ

り 目されるようになっている。 

これらのことから は， 集の時 の中だけで人々に定 していったのではなく， 集から 今

集，つまり 時 から平安時 という時 の り わりとともに自 と 本人の の中に え

けられていったとかんがえる。そして，それの大きな手助けとなったのが，国 文化の発 なのではな

いだ うか。 

. の  

現在， 本では は 600 以上の が されている。 は たちの な 在になっているので

はないだ うか。 えば， の開 予 が ースで取り上 られたり， の が学校や 路 に え

られていたりする。 たち 本人は が いている を見ることで， の訪れを 意識のうちに感じ

ているとこ があると考える。その他にも の が多く作られていたり，今も になると， 見をする

があったりする。これらは， 本人にとって が み い となっている要 である。 

. に  

本を象 する として，ロ にして利用している 合もある。一つ目は 2020 年の ン ク・

パ ン クの のロ だ。 ，平 ，感 を表現するためにこの は選ばれた。 つ目は

国 ・観 が訪 観 を で するときのロ だ。 本の文化や かな自 ， ，

域の人々の らしを って しいという 持ちが込められている。 つ目は グ ーの フ ー の

ロ だ。試合に ときの選手の な を表している。これらは れも 本から に向けての取

り組みだ。そのときに， 本の さをア ールできると考えられた が われている。 

. とめ 

たち 本人は， を 本の象 であるように っている。そのように うのには， い の中で，

本人らしい の在り方が途 れることなく，今の たちまで受け がれていったからだと考える。

集が作られた時 から 本人は， 本らしさとは かを見つけようとしながら を んだ。そのとき，

自分の いと とを 合わせることをしていた。それは時 が っていても わることがなく， は

に今の たちの の中 に かれている。 は 本人らしいものの感じ方や考え方を れないための

要な であると考える。 

 

・ の 一 （2004） 企画 
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・ の （ 47） 
・ （ 60） 文書院 
・「 について」, https://ja.m.wikipedia.org/wiki/sakura2015 年 6 月 1  
・国 ・観 , milt.go.jp/kankocho/about/jed_logo.html, 2015 年 6 月 1  

 

                                                                                            

 

 

集から現 に じる  

 

はじめに 

は 集とはいったい んな 集なのだ うか，と を持ち，探究の時間を い 集につい

て調 めた。まず とん の人が っているように 集とは， 後 から 後 こ にか

けて編まれた 本に現 する最 の 集である。 かの 集は基本的に 分が高い人が んだ が

多いのに対し， 集は， ， から 人， 人な さま まな 分の人間が んだ を

以上も集めたものだ。成立は 年（ 平 字 年）以後と われている。一 に と って

も，い い な な で まれた ， くなった人を い まれた ，人と を わすため

に まれた 聞 がある。 はこの中で 聞 に 目した。なぜなら 聞 には 的に の が多い

のだ。「 の 集」という本によると（ ・ ）， とは 人， ， ， ， だちな

々な で生まれる。しかし，その の感 の中でいちばん しく， なく， され， 度の高

いものは である，と されている。そして は， 一 年 に まれた に されている で

も現 に じる 分があると い，そこに を持った。そしてさらにその中で 合， ， （ ）

の つの に 目した。今でもよく見かけることが多く， たちにとって， みがあると ったか

らだ。 

 の  

  

合と っても 々な がある。 集 一 に出てくる 合は 合という の

合だ。 の は がかった のような， い ン のような で， は，「可 な 」

「可 な り」である。そしてその は， 

の の みに ける 合の らえ は しきものそ 

というものだ。作者は大伴 上 女。意 としては， の の みに いている 合のように人に

ってもらえない は しいものです，となる。この は いを えたくても えられない「 い」

の だと う。しかし の という からさわやかなイメー が持てる。そして 合の「 メ」は，

いを めるの「 メ」とかけてあるのではないか，と考えるとより一 この に込められた いが
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わってくる。 

  

とは であり，まつ っくりでお みの大きい だ。 は「不 」「同 」「向上

」「 れみ」な がある。 集 にこんな がある。 

に ひいたもす なみ の が に立ち くかも 

というものだ。作者は 女 で， 女が大伴 持に った である。意 としては，あなたが しく

てなんとも なく， の の に立って いています，となる。この は， うしようもなくやり

のない を っているが， という を うことで， っ で な が わってくるようだ。

「 」はあなたを つの「 つ」と けられていると考えると， の で しい人を つという なさ

がよく わってくる だ。 

  

とは， の の定 の， や ン の っ に れ込みがある である。（ここでは と

は が うだけで，同じ だとする。） は「大 な い出」「 しい 化」「 」な だ。

集 一 に を った がある。 

がや にもみつかへるて見るごとに を けつつ ひ はなし 

というもので，作者は大伴 大 。「かへるて」が のことである。意 としては， が の に

く を見るたびに，あなたを に って しくない はありません，となる。 に いている を

見るたびに しく うということは，す に にその人に会える関 ではないのだ う，と考えた。

また をその人に える ，その人のことを っているとも考えられる。 

 の の  

  

の一 年（ 時 ）に出 された，「 」という ， ， ら

による合同 集より， が書いた「 合」の 頭の一 にこのような がある。 

ながき 女とうまれし 合に は せつつ をこそ へ 

意 としては， い の しい 女に生まれてきた は， 合の けられた で， のみ

に をつけてお りをしながら， の中ではあなたのことを っているのです，となる。 かな

のお りの時でも， 性への を く その人のことを っているのだ う。 え，お いが い

あっていようが， いであ うが， か別のことをしている時までその人のことを考えてしまう

っているというのはとても しくもあり しさもあるはずだと考えた。 

  

一 に成立したと われている「 人一 」より一 。 一 の である。 

立ち別れいなばの の に生ふるまつとし聞かば今 り来  

作者は中 平。この の意 は，お別れをして， の国へ く ですが， の の に

生えている の のように， の りを つと聞いたなら，す に ってまいりまし う，となる。こ

の は の 集の と同じく，「 」と「 つ」が けられていると考えることができる。
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の国とは現在の 取 のことで， から く れた へ くときに 別の で んだ別れの である。

たとえば，引っ したとき れてしまった 人に ってきて，と われたら りたくなるが に す

人は ないだ う。しかし，それが自分の っている人に われたとすれば，本当に ってしまうかも

しれない。この はその にいた全員に向けて んだのだ う。しかし作者の の中には， しく っ

ている人がいたに いない。作者はその人に「 ってきて。」と われるのを っているのではないだ

うか。また，別れることへの しさも できる。 

  

も と同じく 人一 より一 。ここではもみじと書き表されている。 ，作者は で

ある。 

に みわけ く の きく時 は しき 

この の は，人里 れた で， り かれた を み分けながら， の を聞くときこそ，

いよいよ は しいものだと感じられる，となる。ただ という の しさを っていると ってい

たが，調 ていくと当時， スの は になるとメスを って く，と われていたそうだ。それをふ

まえるとこの は，だれか くにいる 人や を ってこの を んだと考えることが出来るのではな

いだ うか。また， という は本来， の 時期なので平 にとっては しく かな時期であ

う。しかしその を しいと感じているということは，作者は平 より 分が上の の の人 なの

かもしれない。 

 の  

  

合は で lily と表す。現 で しまれている「 」で 合が題 や に入っているものがいく

つかあった。その中でも，「NMB48」の「lily」（作 ，作 HRK）という に 目すると，

その に「 の が引っ かってる」や「 い の 」や「あんなに かを く せやしない

さ」な がある。 はこの を いたときに か いだったのかはわからないが， しく， しい

だったのであ うと感じた。よって， 集から現 まで「 合」を って表わされている には

じるものがある，と考えられる。 

その他には「 」の「truth」（作 :HYDRANT 作 :HYDRANT）という の 合はその さを比

表現に い「 合のように れを らない」と の さを表している。このように 以 でも 合は

われている。 

  

「 」について われている はなかなか見つからなかったが， し時 をさかの ると， き

さんという 手の一 年発 の の （作 まさと・ 作 不 ）という が

ある。その の まりは「 の ばかりがまつじ ない時 を見ながらただひとり今か今かと をもん

であなた つのもまつのうち」というものだ。この は，だれか きな人が来るのを今か今かと って

いる がとても わってくる。 もまた，「人を つ」な と けられ， 持ちを表している 分は，

集から現 まで， わらないと う。 
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といえば「ス 」の「 」（作 : 作 : ）という がある。その の中に「さ

よなら の を いて いていく」や「 れはしないよ時が れても」という表現がある。これは し

い の だ う。 人と別れてしまったがやはりその 人が大 だということに いたととらえるこ

とが出来る。よって もまた， 集から現 まで， を にするという点で， の われ方は わ

らないものがあると考えられる。 

に 

合， ， （もみじ），この つの で 一 年 から現 までを比較してみると， に

は じるものがあると考えられる。 かに，この い時間の れの中で，そのものの意 やとらえ方，

人々の考え方は わったことがたくさんあるかもしれない。しかし，この一 年という 大な時間

が ているのに， かを ったり， かから われなくて つき， しんだり，そういう かを し

たり， されたりという， わらない人の があるという はとても らしいことだ。そしてこ

の は 本だけでなく 中 もが持っていると うし，これからも時 は わっていくが，人の

は わらないだ う。 

 

・ 生 ， 手 ， ， ， 本 「 集一」「 集 」  

・ ，中 進， 本 ， 一， 「 集講座別 集 」  

・ 「 の 集」集  

・ ，中 「 の 」 企画 

・ 本 「 集の と 」立 書  

・ 「 集 図 」  

に  

・たのしい 集 http://www6.airnet.ne.jp/manyo/main/nature.html(2015.9） 

・FlowerLibrarywww.flower-library.com/（2016.1） 

・ タイ www.kasi-time.com/item-65631.html（2016.1） 

・ http://www.aozora.gr.jp/cards/000318/files/2086_15764.html（2016.2） 
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グローバル 会で 集にできること 

大  

はじめに 

いま 集と聞いても い か のは 本最 の 集というイメー だけで， しく内容を で

きる人は ないと います。 もその一人でした。なぜなら， にとって 集は や の授業で

学 もので， なものではなかったからです。そんな たち高校生が 2020 年， ン クの

で えるのが予 される 国人観 客に うやって 本の文化をつたえるのであ う。そう考えた

とき 集の の研究が に立つのではと いこの研究をすることにしました。 

 とは  

 の  

集は 時 に成立した 集で， 本最 の 集です。20 に分かれていて，全 で 4500

あります。 集の の一つは， ・ から 人までさま まな ・ 分の人 の が編

されていることです。またもう一つの は， に が われていることです。 

 と の な  

集には が まれている がたくさんあります。 4500 の内の 3 分の 1 以上の で

は まれています。また， われている の は 150 を えています。 

この について調 ることによって， えたいことを に書き表し， ではなく によって表

現していた当時の 本の文化を ることができました。 

 と の の な は  

 の  

の は 本にかなり い時 に中国から 来した で，各 の からもよく が発見さ

れます。また， 本書 には 

「 をもちて を （やら）ふ （えに）なり」（ の を に うける）と書き表されており，

時 から は を う な を持つ， な であったこともうかがえます。 

中国 の 集「 」の「 （とうよう）」には「 の （ようよう）たる （し くし

く）たる の 」と書かれており，ここで「 」は しいさま，「 」は るく り くさまを表

しています。中国では の時 に「 の =女性」という けが決まっていたようです。 

 の  

集に の が まれた は全 で あります。 
 

1356 向つ に立てる の ならめやと人 ささやく が め 

意 向こうに見える の の には がならないと人がささやいている。（そんなことに わされ

ずに）あなたの を わせてはいけないですよ。 
 

1358 はやきやし の 本 く のみ きてならずあらめやも 

大 立 題 「 」2015 	 文集



－ 113 －

大阪府立千里高等学校 課題研究「探究」2015 年度 論文集 
 

 

意 の の はこんなに っているのですから， だけが いて がならないなんて，そんなこ

とはないでし う 。 
 

2834 大 の 生の 本 く ひてしものをならずはやまじ 

意 生の の が っているように， く 度も 度も を けたのですから， らないなん

てことはないでし う。 
 
この 3 つの は「 の 」が ることと，「 」が ることがかけられていて， の によって

が ることを表現していることがわかります。 
 

2970 めの らの らかに ひて に うは ものかも 

意 の に めた い の のように っ らな 持ちであなたに会ったりはしないのですよ 
 
この では の さで 持ちの さを い表しています。 
 

1889 が の の に月 さし よしうたてのこ  

意 の の に月の がさして，とても がいいこの です。 
 

4139 の に ふ の る に出で立つ  

意 の は の で に いています。その に立つ 女も いて見えます。 
 

4192 の にに いたる のうちに の き を みまがり（ ） 

意 の のように く いている に， のように い を て んで， の 女たちが手

に持っている のふた， 上 （ ふた かみやま）の が った を， には き り， 月 に

え入るような にはるかに いている トト スが， びく って らしてしまう の を かしく

って，ひきち って に入れてしまいました。 に の がついてしまうのもかまわずに。 
 
この 3 つの では の が いている が に われています。ここでは， いていると表さ

れている対象の人 は作者が をしている 手ではないのか，ということが考えられます。 

 の の  

を して， の は「 」を った に われていることが分かりました。また，最 の 3

つの では「 る」という が われていて 手との の さがわかります。さらに最後の 3 つ

の では「 いている」という から くから 手を見ているという が連 されます。 の

で めた を えに っている では の の が いと表されています。そこから，その当時の

本の の の が かったということもわかりました。 

の 1 つでも，このようにい い な表現ができることに きました。また，ひとつひとつの

から では えられないけれ ，「 を らせたい。」「 いて見える きだ。」という い 持ち

が わってきて，その作者の 持ちを し理解することができました。これは や の授業では

ることのできない 集の"おもし さ"だと います。 
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 の と の の は  

 の と の  
 

集 1000 年 

1030 題 らず， み人 らず 

「 きし時 こそ見しか の れば しく いなり 」 

意 いたときにその しさに せられて， 度見たことだった。その の が るので， き

り ことなく しく うようになってしまった。 
 

後 集 1086 年 

128 月 ， の を じて 院  

「 千 へてなりけるものをな てかはももとしもはた けそめけん」 

意 の は，3 千年に一度なるというのに， うして「千」ではなく「 （もも）」な とまた

けたのであ うか。 
 

129 時 に， の ある をよめる  

「あか らば千 までか せ の も わらじ もたえ ば」 

意 もし に きないのなら，千年の まで 頭（か し）として に してください， の を。

この は（ 千年に一度の を けるように） も わらないでし うし， も えないのですから。 
 

1056 生の月 にまいりて， のもとにてかの国の （かみのり）が， の の りける

を，いかが見るといひ りければよめる  

「ものいはば問ふ きものを の いく かたへる の 」 

意 もし の が を ふならば，「この の は ったのか」とたず ようものを。 
 

1202 より 月 に，人の の を ひたるに大  

「 の に立てればあるじさへすける とや人の見るら 」 

意 の が に立っているので， の まで みと人が見るのでし うか。 
 

集 1127 年 

本 74 月 をみてよめる大  

「 がつの 生にたてる の すけるなこれを て見つけるも」 
 
連 649 の の を見て 

「も のの の こそ きにけれ  

の めは りやし らん 」 

意 にある の が いたよ。 の里の はもう ってしまっただ うか。 
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 と の の  

集では の は の に われていました。しかし，平安時 を 表する 集の中では の

で を表す は一 もありませんでした。また， 集に比 て の が われている の も な

いです。 

集では の や の を"見た"イメー の が多かったですが，平安時 の は の見た目

よりも の の" 理"を表した が多いです。 えば，「 の は 千年に一度 を ける」や「 の

が ったら， の が く」のようにその" 理"で時の れを表しています。 

 と の の  

この研究を して， 集と平安時 の の共 点は， つとも が われていること，そして

を って かを えようとしていることだと考えました。 

また，これらからわかる 本の文化は ではなく かを って人に えるということです。 

 なのは  

 の問題 は  

国人観 客が えている今， 本で問題となっているのは 国人観 客のマ ーです。 い をす

るときや テルの い方な 観 な での問題が 題になっています。これだけを見ていると， 国

人観 客が いように えてしまうのですが，しかし， はそうは考えません。 国人の方にはその国

の方の文化やマ ーがあり， 本の文化・マ ーとは うことがあるからです。 

本には の で ったように， ではなく かを って人に える文化があります。 えば，

本では に上がるとき を ます。この時 本人は を いでくださいではなく，ス パをはい

てくださいと いがちです。しかし， では に上がるときに を という をしないので，こ

の だけでは を がないといけないということが 国人観 客にはあまり わりません。また，

国では， ったことは えるという文化があります。なので，このような 合， 本人は を い

でくださいと 手に分かりやすく えることが必要だと います。このように，その国にはその国の人

の文化があってその国の人が間 っているわけではなく，その国の文化が間 っているわけでもなく，

それはその国の人の文化として理解しないといけないものです。ここで必要なことはお いの文化を

しあい理解しあうこと度ということがわかります。 

 な とは  

いま，グローバル 会の 本で大 なことは 本の文化を ってもらうことだと います。お いの

文化を理解しあうにはまず， 本の文化を ってもらうことが必要です。そのために 集が えると

います。 集は か平安時 の に比 て，当時の人の文化が に表れています。 

集という 本の 的なものに れてもらうことで， 本の文化に を持ってもらい， 本の

文化を ってもらうことで， 本人と 国人の間の問題は っていくと います。 

 の  

このように 本の文化を ってもらうことで，それに伴い，理解もされ めると います。そうする

と， 本人も 国人観 客の方々も 方がより に ごすことができるようになり，グローバル化は

大 立 題 「 」2015 	 文集



－ 116 －

大阪府立千里高等学校 課題研究「探究」2015 年度 論文集 
 

 

さらに発 していくと います。 

 

・ 文学大 集 男大 書 書  
・ 文学大 集 男大 書 書  
・ 文学大 後 集 男大 書 書  
・ の 書 企画 
・ 集一 本の 学  
・たのしい 集 の http://www6.airnet.ne.jp/manyo/main/flower/home.html（2016.1） 
・ 文学 年表 http://www.geocities.jp/ultraseven_wideshotto/nenpyouhtm.htm（2016.1） 

 

                                                                                            

 

 

文化にとって大 なことをア イの から考える 

 

はじめに 

現在 本では，国際 で 利な を くため，グローバル化を し進めている。そこで 要視さ

れているのが 本文化というものである。国際的理解を めるため，他国とは った文化を掲 る必要

がある。 本では の 々な文化が 在するが，そもそも られていなかったり， くないイメー

を持たれたりしている文化もある。それらを たちは う対 すればよいのか。 はそのことについて，

ア イの を に掲 ，研究を進めた。 の時期の定 の といえば， とん の人がア イ

を い か るのではないだ うか。 とり りの やかな大 の が， の時期の な 持ちを

き ってくれそうである。ア イの は今でこそ， 本人の生 と く いているが， 時

やその後の平安時 の人々から され，あまり い目で見られていなかった。そのことを まえ，

時 に編 された 本最 の 集である「 集」や，現在の な から，ア イの を考

察し，そこからわかったことをもとに たちがする きことを考える。 

 の に  

ア イは の から に く で，観 用に えられる の一 である。 び上がった

の ごとに，多 の が集まった大きな をつける。また，ア イは， 化とも ばれるよう

に， の が しく 化する。 期の 後による 化もあり，生育する の質も関 してくる。このこ

とより，ア イの の を することによって， にその の の構 を ることができると

も われている。 

 の  
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 の の  

集中に出てくるア イの は全 で 2 である。 

問は すら らが りの らとにあ かえけり（0773） 

（口のきけない にさえも，ア イのように の わる 用のおけないやつがいる）といった で，

大伴 持が 者である 上大 に ったものである。 が わりやすいア イを に用いて，人の

が り わりやすいことと けられているのではないかと考えることが出来る。この はア イを

いものと えておらず， ちらかというとマイ スなイメー を連 させる。 

の く く つ にをいまわが 見つつ は （4448） 

（ア イが次々と やかに くように，いつまでもお でいらっし ってください）という で，

きの をめでたい として取り上 ている。 の とは反対に， いイメー でア

イをとらえていることがわかる。 いイメー と いイメー の 方が している 集であるが，

その後， 集である「 今 集（平安時 期）」 「 今 集（ 時 期）」までを

指す 集にはア イの が 1 もない。 集とは， 今 集 後 集 集

後 集 集 集 千載 集 今 集 の つの 集のこ

とで，平安時 から 時 のものである。 集は全 で 21 あり，その最 の つのことを

指す。 集を含まない りの 13 は十 集と ばれている。か うじて十 後 に編 された

「 今 」に 1 ，平安後期の「 集」にも か見受けることができる。 

 の  

集は， が平安時 後期に編 した 集である。「め らしさへの 」といテーマ

が 要視されていた。この時 の 集にア イの の が していなかったことからもわか

るように，この時 ，ア イの は「め らしい」ものであったのではないか。この 集の中

から したいと う。 

一 目は のもので，あじさいの のよひらにもる月を もさながら る ともがな 

（ の みを れた月の が に ひらの のように映っている。その を り取ることがで

きればいいのになあ）という で な月の が にア イの のように映っていることを んで

いる。 として まれているのは月である。 

目は， もな はつき あじさいのよひらの に月もすみけり 

（ だってあはれを すあまり つきてしまった。 の ひらの に いた に んだ月が

っているのを見ていたら）という で，ア イの に った が月の で いているという である。

この も となっているのは月や である。 目は 定 の で， 

ア イの にすだく をば 

ひらの の ふかと 見る 

（ の は で見えなくなる。それと入れ わるように が び い め， の の

に集まる。その はまるで の のようだ。）という で， になり， が んでいる がア

イの のように見えるという で は となっている。この の からもわかるように，
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集の ではア イは か他の の引き立て として していることがわかる。め らしさへ

の ということもあり，編者の がア イに を き，ア イの が まれるようにな

ったのではないかと考える。 

  

これらの より， 集で していたア イの が 集には しなくなり，その後の

集では， に見 されることによってまた することになった。 

 の の  

  

時 ， 本の人々はア イの を「 イバ 」または「バ バ 」と んでいた。これは

ア イの の が わりやすいことや， っ い に くことが であったと われている。現

ではそういった では ばれなくなったが， も という を持つ。このことから 時

の人々はア イの に いイメー を持っていなかったと考える。 

では，いつ， ういった理 からア イの は 本人の らしに いていったのだ うか。 

 
 の  

ア イは， 時 ， に訪れていた ン の ， ー ルトがア イの学 に「 タク

」と けて に した。このことから，ア イは ーロ パに がり，多 多 な に

改 されていった。現在では， で 改 されたア イが， 本に 入され， 本でも とり

りのア イの を見ることができる。このことからア イは ーロ パに がり， に がっ

ていき， 々に人 を出していったのではないか。 

 の  

で，ア イは ー ルトによって 出され に まったと書いたが， ルクロードからも

に がり，い い な が生まれていったとされる。 本 の従来のア イは「 クア

イ」というものである。また，「 ンア イ」は 本 の クア イから ーロ パで 改

され， 入されたものであるが，現在ではこのア イが 本では一 的なものとして受け入れられ

ている。すなわち， たちが見ているア イは ーロ パ のア イなのである。他にも 改

されたア イがされたもので， のような をした の「 ンスパーテ 」 ンクやグ ーン，そし

て ドに が 化していく「 メ ン」 パン・フ ー・ ク ンで を受 した「フェ

ア ーアイ」な わった のア イもたくさんあるそうだ。 

 の  

現在，ア イの として なものは「一 」「 の結びつき」「 り 」「 」「 」

な であるが，これは 一 で した 集の と関わりが いと考えられる。「一 」や「

の結びつき」な は いイメー であるが，これは 目の で したように，ア イは さな

が集合して一つの となっている。そのため が い，または結びつきが いとされてきたのではな

いのか。また，「 り 」「 」な は， 集の一 目の と同 である。 の わりやすいア
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イだからこその だと考えることが出来る。「 」というのは，ア イの から考え出された

のであ う。 改 が進 は，ア イの は や な の が であったため， たいイメー

が いたのかもしれない。 を利用して を し 文化が がったのは， 期の であ

る。 

  

今 人々が観 ス トとして訪れている「ア イ 」と ばれるものがある。全国にア イ

という別 を持つ は多くあるが，今 は にある「 月院」を する。 の時期には多くの観

客がア イをみるためにここを訪れる。ア イは 次 大 後に「手入れが だから」と

いう理 で えられた。今では人 の になっている。 

 の  

のまとめとしては イバ と ばれていたア イが， ー ルトに されたことや，

に えられることにより，人々に見 されるようになった。この れは に こった 向とあまり

ないのではないではないか。 

 

 

このことから が考えたのは，人 がない文化も「見 す」ことでよさがわかるということだ。 の

は時 によって する。したがって，これは いもの，これは いものと もかも 別を決めつ

けてしまうのは ける きだと考えた。グローバル化が進み， 本の文化が 要視されている今，文化

を見 すことは大 にされる きである。 

 

・ （2012）「 （ア イ） 時 」, http://www.asahi-net.or.jp/~sg2h-ymst/yamatouta/sa

ijiki/ajisai.html 

・（2005）「 らしとア イ 1」, http://www.geocities.co.jp/AnimalPark-Shiro/5314/azisai-kurasi/kurasi

-1.html 

・（2013）「 らしとア イ 2」, http://www.geocities.co.jp/AnimalPark-Shiro/5314/azisai-kurasi/kurasi

-2.html 

・ （2006）「 の （ と ）」, http://www.asahi-net.or.jp/~sg2h-ymst/yamatout

a/ajisai.html 

・horti（2015）「あじさいの は 」, https://horti.jp/1581 

・ （2006）「 の 」  

・関 （1967）「中 集の研究」 間書  

・ 男大 （1999）「 集一」 書  

・ （1968）「 図 」  
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本人の「はっきり わない文化」は っているのか  

 

国人はよく， 本人は ったことをはっきり わないという点が っていると う。 はこのこと

に 問を感じ，本当に 本人には「はっきり わない文化」があるのか，また，なぜこのような文化が

あるのかを調 たいと考えた。そして，現在の 本に 的に のような で 在しているのかを研究

しようと考えた。これらのことを研究することによって 本人の「はっきり わない文化」の 々な点

が見え，「 っている」と われることに対して いていた 問を解 できるのではないかと考えた。

研究するにあたって， は 集を用いようと考えた。 集は， 本で最も い 集で， 時 の

終わりご に成立したと考えられている。この 集の を用いながら研究することで，現 だけでは

なく の人々の考えや文化も参考にできると考えた。 

 

まず， 本人は本当に「はっきり わない文化」を持っているのかという点について調 た。その結

果 いたことは， 集の の中に一度もはっきりと「 」という が出てこないという がわ

かった。 とは，人の を しみ， 者を のことだが，この の中で一 要だと われ

る「 」という を出さずに別の に い えたりして， を のめかす をしているのだ。い

くつかの を としてあ る。 

一つ目は，大 が を った時に で しんで んだ で， 

「 ふ の に く を今 のみ見てや りな 」 

という だ。この は，「 に ふ， の で いている を見るのも今 を限りとして， は

方に って くのだ うか」という意 である。「 る」とは， 文学や の で に「 人

の 」の に われる。「 」な でも， 人 の の の として われている。こ

の では，大 の を「 る」という を って間 的に している。 

つ目は，作者は不 だが， が 人をなくして しみにくれて んだ で， 

「 の あはれとうら れて入りにし はまて 来まさず」 

という だ。この は，「 の が だと って， に入っていったあの人は，いつまで っ

てももうかえってはこない。」という意 である。この の に入っていったというのは， に られ

たという意 で， 人が くなったということが み取れる。また，かえってはこないということから

も， 人の がわかる。 

つ目は， 本人 の で， 

「 立つ にはあれ く の にし が 見と 来し」 

という だ。この は，「 の のする だけれ ， くなった の 見の だと ってやって

きたのです。」という意 である。 見は， くなった人のことを い こさせる や のことな

ので， の を連 することができる。 

これらのことから分かるように，やはり 本には や ったことを「はっきり わない文化」があ

大 立 題 「 」2015 	 文集



－ 121 －

大阪府立千里高等学校 課題研究「探究」2015 年度 論文集 
 

 

るのだ。 

 

次に，なぜこのような文化があるのか研究した。研究から られた が つある。 

 

一つ目は， 本人の「はっきり わない文化」には， 手を つけないための が含まれているの

ではないかということだ。 えば， 

「 くいたくもな ひ一 だに いなしくは えかたきかも」 

という は，「そんなに たく，はっきりとおっし らないでください。一 でもあなたがいないと，

え い いです。」という意 だ。この の作者は， 人にはっきりと かを われることによって

つくので，はっきりと われたくないのだ う。この から，「はっきり うことは 手を つける

ことだ」ということを 提として考えると，はっきりと わない人には， 手を つけたくないという

理があるのではないかと考えられる。 

 

つ目は「 の があるのではないか」ということだ。 とは，ことばには があり，

口に出すとその りになってしまうという考えだ。 は， において「 」とも表 されていた。

つまり，発した が「 」へと わると考えられていたのだ。13 の 3254 の， 

「 の大 の国は の助くる国 ま くありこそ」という がある。この は，「 本の国は

の が人々を助けてくれる国だ。だから が るこの も，きっと助けになってくれるだ う」

という意 だ。この から， 本には本当に があったということがわかる。 の考え方

で， 本人ははっきりと に出すことでその りのことが こることを れたのではないだ うか。

その として， 

「 の 十のちまたに 問ふ まさに る は ら 」 

という がある。この の 意は，「 い立つ，あちこちの で いをした。その いの

お にはっきりとこう出た。お の しく う はきっとお に くだ う。」というものだ。

は， 方ご 最も い立つ，つまり最も んに すると われていた。 とは， 方に，人々の

き うとこ で，人々の から を うことだという。これは一 に く じられ，かつ れられ

ていたそうだ。このことからも分かるように，やはり 本人の「はっきり わない文化」には 文化

の があり，人々ははっきり うことを れていたということがわかる。これらの つの研究結果か

ら共 してよみとれることは， 本人の「はっきり わない文化」は， 集が作られた時 ，つまり

時 の終わりご から 在していた，ということだ。 

 

つ目は， に関連して，「 の持つ 」に 目すると， は本当に 手に を えて

しまうからではないか，ということだ。 本大学 学 の教授である 成 は，「 定 」を う

によって， が 性化しなくなるというのだ。 定 とは， 定的または テ な意 を持つ

を意 する。このことから， は 際に人間に を えるということが分かる。 本人はこのこ
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とを， 生 で 際に することにより理解し， を えないようにはっきり わなくなった

のではないだ うか。 

 

つ目は， 本人は聞き手に な「察する」 があるのではないかということだ。 本には，「一

を聞いて十を る」ということわ がある。このことわ の り， 本人は 手の発するわずかな

や表 から， 手の や いたいことを察する ができるのだ。だから， し手に「 わなくてもわ

かってくれるだ う」という 理が現れるのだ う。 

 

では，この文化は，現 の 本に のように受け がれ， 的に のような となって 在してい

るのか。そのひとつは，「 み 」というものだ。これは，結 やお ，いわ る「 」

の で わないようにする という意 で われることが多い。しかし本来は，「口に出してはいけ

ないことば」として われていた。つまり，不 な を ってしまうと，それが現 となってしまう

ので， うしても わなければならない 合は，他の に き えていたのだ。このことから，「

み 」は「 」の だということが分かる。 み の をいくつかあ る。結 では，

「終える」ではなく「お開きにする」と う。これは の 人の関 が「終える」ということをおそ

れたのだ う。また，「 ェ ング ー を る」ではなく，「 ェ ング ー に イフを入れる」

という。これも「 る」という が，関 を る，という 象につながるからだ。他にも， の

に関わった時に，「 ける」「 える」「 く」「 れる」「 う」「 れる」な という を けたり，

しく な が開 した時に「 じる」「 れる」「 う」「 れる」「 ちる」な という を ける

こともある。 

 

本人の「はっきり わない文化」を分 し，わかったことは， とはただ意 をするだけの

ものではない，ということだ。 によって現 の に が出ることもある。その が で

あることもあれば，他のものにとって い であることもある。このことを 本人は から理解し，

安 に を ったままに うことを けたのではないだ うか。ここには 本人の 手を いやる

が見られる。また， 本人は 手の を 感に感じ取る ができる。だから， 本人の「はっきり

わない文化」は一 に っているとはいえないと感じた。 国人にとっては「 われなければわからな

い」から，はっきり って しいと うのも一つの意見だ。しかし は， 本人のこの文化を しいと

う。この 本人の をより多くの人々に ってもらいたい。 

 

・たのしい 集, www6.airnet.ne.jp/manyo/main 

・ 本の , www.osoushiki-plaza.com/institut/dw/198810.html 

・ み 口にしてはいけない , www.el-aura.com/kotodama/ 

・ 本人ははっきり を わない, kenemic.com/2015/06/09/dont_be_quilty_for_everything/ 

・ み , http://blog.goo.ne.jp/hanasakesake/e/abc0a40f70e4310eb0bb0928a9761f20 

大 立 題 「 」2015 	 文集



－ 123 －

大阪府立千里高等学校 課題研究「探究」2015 年度 論文集 
 

 

・ 「 の 」  
・ 生 ， 出 「 集 」  
・ 「 の 集」集  

 

                                                                                            

 

 

バタと の比較 

生 

1. はじめに とは 

集とは 本， で現 する 最 の 集であり，全 20 の中に 4500 のさま ま

な人が んだ ， ， 頭 ， な が されている。編者は不 であるが大伴 持の手

を ているといわれており，成立の時期は 時 である。 集では 立とよばれる の 別が わ

れており，その なものは ， 聞， の 3 である。 は な の れの機会でうたわ

れた 的な作 を多く含み， 聞は男女の を とする をいい，また は 者の や

の をさす。 

集で われている は今も しまれており， は，その中でも「 バタ」に を持った。

なぜ かというと は が きで， はア メ科の であり に 定されていることを

り， に 定されている は のような なのか になったからである。そしてより研究を

めるために， 集中あやめ，またはあやめ さと まれている「 」について調 た。 

はなぜ 集中であやめ，あやめ さとして まれていたのかそしてあやめはア メ科であ

り バタもア メ科の である。従って バタと も か関 があるのではないかと考

えた。 

2. に  

まずはじめに， バタは の を る最も な の一つであり，観 のために の

に えられていることが多く，今では されていることもあり自 の では とん 見ることがで

きなくなった。この について まれている は全 で 7 あり，ひとつひとつ調 ていくと，7 の

うち 5 が 聞（ の ）で りの 2 が当時の について まれていることがわかった。 

. の に  

聞の である 集 十 の 1986， のみやかく すら かきつはた つらふ はいかにかある

ら という の 意は， は のようにきれいなあの に しているのにあの は うなのでし

う という意 で いについてかかれてある。 

十一 の 2521， かきつはた つらふ をいささめに い出でつつ きつるかも という は

バタのような つやの いあの方を，ふと い出してはため をついてしまいました という 意
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である。そして りの 3 の もこのような 意になっている。これらは しく れることのできない

女性を しい バタを って えている。 

の 1361， の のかきつはた に り け らずも という は， の

の を に り けて る はいつになるのでし う という 意である。 

十 の 3921 かきつはた に り けますらをの ひ する月は来にけり という は

を に り けてますらを(立 な男 )たちが しく て， のお をする月は今まさにや

ってきた という 意である。 は やかな バタの の を にこすり けて める があ

り， にはその が ち しいという いが書かれている。 

.  

する しの人を しくきらびやかな バタであらわしたり， やかな バタの の を

にこすり けきれいな に めるという が になっている。 えに バタは しいものを

えるときにつかわれている。これらのことから 集では かを えるときそれに見合った が われ

ていることがわかる。このように 集には たちにとって なものを用いてることから しみやす

い，だから に しく 本人の や 観な を ってもらえるとかんがえた。 

. に  

次に である。 は トイ 科。 には「あやめ」または「あやめ さ」として出て

くるが，今 のア メ科の しい を かせるア メのことではない。 とア メ科の しい

は の は ているが，ア メ科の とは い の の な をつける のこと

をいう。つまり ア メとよんでいたものは トイ 科の のことである。 は に生

える多年 ， の はあやめやハ と ているが， の には に の が る。そ

して の に た の間から， の い の のような 果 の をつける。 

. の に  

（あやめ さ）について まれた は 集中で 12 われている。そして の

という本には 12 のうちの 7 が トト スとともにあやめ さが まれていると書かれていた。し

かし がひとつずつ調 ていくと次のようなことがわかった。 

 

の 1490 とと す今来 きそ あやめ さ に く をいまだ みか 大伴 持が んだ

この は とと すは っているのに来て かない，あやめ さを に す がまだ いからなのか

という 意である。 

十 の 4035 とと すいとふ時なしあやめ さか らにせ こ き れ という は

とと すよ来てくれたら ることな あるわけない。けれ のかずら(か りもの)をつける には

きっとここを いて ってくれ という 意である。 

十 4102 を みてやらばあやめ さ にあへも くが という は 手に入れた大

な を んで ってやれたなら。そしたらそれをそのまま や の に ぜて に しもする

大 立 題 「 」2015 	 文集



－ 125 －

大阪府立千里高等学校 課題研究「探究」2015 年度 論文集 
 

 

だ うに という 意である。 

十 4175 とと す今来 きそ あやめ さか らくまでに るる あら や という は

時 がやっと今来て きはじめた。 をかずらにする 月の まで，この が こかへ ってし

まう な あるものか という 意である。 

 

これらの は であるため の一 を しています。 

の 423 とと す く 月にはあやめ さ を に きか らにせ と 月の  

十 の 4089 の の く月立てばめ らしく く とと すあやめ さ くまでに ら

し という は の の く 月ともなると， かしくも く時 ，その時 の は，あやめを

に す 月まで， は一 中 は し聞くけれ ，聞くたびに がわくわくして，ため をついて，

ああ， といとしい だ うと う。 という 意である。 

十 の4101 とと す来 く 月のあやめ さ に き へか らにせよと みて ら

という は 別れた の のせめてもの めに，時 の来て く 月のあやめ さや の に ぜて

に してかずらにしなさいと，その を大 に んで ってや うに という 意である。 

十 4116 とと す来 く 月のあやめ さ か らき み き は 大 のご のまま

に を目指して上 したあなたに 年も会うことができず， しさに が ち かないので，時 の来

て く 月のし う や をかずらにし， りをして んでは を めたけれ ， しさは すばか

りである という 意である。 

十 4166 の の 月し立てば りに く とと すいにしへ り つるう ひすの

現し かもあやめ さ を らが くまでに は の 化とともに の の くのも，

の く も わって く。その の を に聞き， を目にするたびに はめでながら さ れて

いるうちに の が く る 月になると， の の中に く とと す，この は から い え

られてきたように，まさしく の なのだな，あやめや をおとめたちが に す 月まで， は

一 中 の 々を び え， は一 中 け方の月に向かって ったり来たりしては，見 な で い

ている，いくら聞いても きることな ない という 意である。 

十 4177 し れば とと すいやしき き ひとりのみ聞けば しも と と てて

ふる び え きて け立てば のさ に さらば月に向かひて くまでに き めやすい

しめず を ませ という は もの しい の が ると， とと すが んに しに き

はじめる。たった一人で聞くのは ともやりきれない。時 よ，あの方と との間を し てて しが

らせている を び え， が けはじめたら の の にとまり， 方になれば月に向かって，

あやめ さを に す 月になるまで き立て，安らかな りにつかせないようにしてあの方を ま

せなさい という 意である。 

十 4180 く を聞けばなつかしあやめ さ を き へか らくまでに という は

が て， が目の にやってくると， にこだまを かせて 中に く時 の を聞くと，た

まらなく ひかれる。 や な を ぜて に し，か らにして 月まで，里中 きわたる

大 立 題 「 」2015 	 文集



－ 126 －

大阪府立千里高等学校 課題研究「探究」2015 年度 論文集 
 

 

きわたっているけれ ，それでもやはり かれてならない という 意である。 

これらの結果から 集中であやめ さが トト スとともに われている は 10 あった。した

がって の に書かれていた内容と していることがわかる。 

.  

，あるいはハ タ バ を を繋 ように「 を く」としたり，「 」と関連さ

せてす ての に まれていて「あやめ さ」が なる路 の ではなく，なにか 別の 要な意

を持つ であることが考えられる。 は は現在 5 月 5 に 用するので の そして中

国の文化とも関 があるのではないかと考える。 

.  

（あやめ さ）が われている の とん は「あやめ さを に く」という表現が出て

くる。これは の のことである。なぜ に く の かというと，その は い中国にあ

り 国時 の の国の 能な であり， 人である が の大 の を受け，今にも びそう

な 国である をみることに えきらず， の に を じたのを，この に うのだと えられ

くから でその を る である。 は に生える である。わが国には，すでに

にその が えられ，その にはあやめかずらを ける があった。またこの の中には「続

」と ばれる があり，それを にかけておくと を ことができると じられ，お いに

しあった。 には あり や ， な の高 な を にし， を って の

に した「続 」と， や あるいは を んだ他の に多く まれている。よ

い を つタ バ の な を た さな を作って， 中の の の のように けた「 」

があったようですが，のち 用されてしまいました。 時 の から， の けに に ト

イ 科の「ア メ」を す があった。 時 の中ご には，ア メ科の「ハ ア メ」を

を う として するようになった。そのことから「ハ ア メ」が 目されるようになり，この

，「ハ ア メ」を「ア メ」， トイ 科の うを「 」と び わすようになった。す て

の に共 することは「 トト スが来て いてくれることが ち しい」ということである。 トト

スは から にかけて 本にやってくる であり， トト スが くことにより たちは の訪れを

感じることができる。 時 の は 1，2，3 月であり は 4，5，6 月であり， は の

の であることより関 性が いことがわかる。 

現在 は い っ で，お に入れるといい りがする。お に かんだ の

を一 頭に き けながら入ると が になって頭がよくなると われている。 の は りがよ

く の 料にもなる。 は の があり，今も も， 性 として われている。 

. と めと の  

あやめと は ちらも 字で書くと「 」である。しかし， 字は同じでもあやめと

は全くの別 。そして と な でみるハ もまた別 である。 は ト

イ 科で に入れる。ハ とあやめと バタは共にア メ科ア メ であるため め
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て い関 であるが，この つと は別 。 は っ が ているだけ。 も くことは

くがきれいな ではなく， （がま）の のような い である。ア メ科の つそれ れの

の 来を見てみると，ハ は「 が に ていて を かせるから。」，あやめは「

上の い が に んでいる が文目 。 基 の 目 からである。」 バタは「かきつ

ばたの （ ）を み出させ な に書き けた，つまり の 料に われたことから「書き け 」

と ばれていたものがなまったものである。」ハ ， バタ，あやめの 一一発で見分け

ることができる方 は と われている。ハ は の が多く 統の他に や ，絞

り等，多 であるが れも「 の の のとこ に い目の の 」がある。 バタはあま

り は多くないが，「 の の に い目型の 」がある。あやめも の は多くないが「

の のとこ に 目 の 」がある。 

バタは から「いずれがあやめ，かきつばた」と われている。これは 々は，いずれ ら

人が 人いるときに っていましたが，最 はいずれも優 がつけ い らしいものを えて

う になっている。ただ， に ちらもよく ていて見分けにくいものをいうのではなく， しい

（ らしい）という 提 件が必要。従って バタは 集中で しいもの， しいひとに わ

れていることがわかる。 

1 .  

これらのことから，一 的に と ばれているものはハ である。そして，見た目が

ハ とそっくりなものがあやめである。 は本来ア メ科であったが， トイ 科であ

ったハ ア メと反対に えられ わされたといえる。 

 

・ の 中 ・ ・文 
・「 の 」www.ctb.ne.jp/~imeirou/soumoku/a/ayame.html 

集 , 集 , 集  
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大伴 持と 上大  

 

1. はじめに 

は今 ，大伴 持と 上大 の について 集から研究を進めていきます。 がこの研究をしよ

うと ったきっかけは，よりわかりやすく を理解したいと ったからです。 は，以 より 文

学への がありながら，文 の理解が かったのです。それ えに， 文学を十分に理解すること

ができず，結 は を持つことだけで終わってしまっていました。しかしせっかく を持っている

のに理解をすることの によって らないままであるのはすごくもったいないことだと考え，今 の

研究に み りました。しかし，いくら を決めて研究を めたといっても，やはり文 の 識は

ないままなので，まずは いながらもしっかりと 後に があり，表現の 方も多 多 である

から めようと いました。いきなり 編というよりは が に学 ことができると考えたのです。そ

こで が選んだ は大伴 持とその である 上大 によって われた です。この 人は の

時 を 表する文化人です。よって， 集には，この 人の が多く められています。 は 人の

いが われた を用いて 人の の を理解し，現 することによって く理解していきま

す。 

2. め 上  

最 から 人の を理解するよりも，まずは 人について学 ことが 要です。 

に  

大伴 持は大伴 人の 男で，生まれ年は 2 年(718)といわれています。 持の は 人の

ではなかったのですが，大伴 の (= 続す き の 目) き人 に育てるために， 時より

人の である大伴 女のもとで育てられました。けれ もその 女とは 11 のときに，また の

人とは 14 のときに 別しました。 持は大伴 の 取りとして， の に必要な学問・教 を

くから，しっかりと学んでいました。さらに， を取り く人々のなかにも優れた人 が多くいたの

で，後に 集 編 の 要な を果たす ・識見・教 を することができたようです。大

伴 が 々 の であるのもあり， 持は従 ・中 まで した。しかし 後に，785 年

に きた 件に関 していたとされ， として を されませんでした。 には

上 女の 女，つまり 持にとっては従 である 上大 を えました。 持は 女に 16 の から

を っていたようです。 

上 に  

上大 は大伴 持の従 で，大伴 と大伴 上 女の 女です。 持が 16 のこ ， の

を られたのですが， 持が をとるという理 でしばらく されていました。しかし， 持が 2

2 のときにその も くなり， 持は 上大 との を にかかりました。しかし 上大 はなく

なった を い，なかなか関 を そうとはしませんでした。 である大伴 上 女の支持もあり，

人の関 は に り，やがて 上大 は 持の になりました。また， 集に されている 上
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大 の はす て 持へ てたものです。 

と 上  

それでは本題の 人の についての を自分なりに現 にしていこうと います。 
 

りさけて 月見れば一目見し人の 引 るかも(6-994) 

をあ ， を見てみるときれいな 月が かんでいる。 月は 月(び つ)とも うんだ

よ。だから はこんな しい 月を見てしまっては， しい の を い出してしまうよ。 
 
この は当時 15 の大伴 持が 上大 に てて った です。この後に，大伴 持は を え

るため， 上大 を しました。 
 

さらば見つつしのへと が えし のなでしこ きにけるかも(3-462) 

「 になったら一 に見まし う 。」と って が に えたなでしこの のはずなのに， は

くなってしまった。一 に見ることができなくなった今では， は「 になったらこのなでしこ

の を見て， うか のことを い出してください 。」と に ってるように われる。 
 
今よりは く きな をいかにかひとり き (3-464) 

これからの ， が しくなって くなっていくのに， の にはもう はいないんだ。もう，

の を に感じることもできなくなった に うやってこんなにも く い をひとりで

ごせと うんだ。 
 
うつせみの は なしと るものを み ひつるかも(3-465) 

この は り わっていくもので，ずっと同じのものなんてないことはわかっているけ ， が

くと のことを い出して， しみに れるんです。 
 

りいます を めか しつれ もなし(3-471) 

を れていったあなたを に めることができず， へ ってしまったから の はもう，

です。 
 

こそ にも見しか が つ と へばはしき (3-474) 

はなんとなく見ていただけの が今ではこんなにも しいのは のお があるからなんで

すよ。 
 
この 5 は大伴 持が自分の を くしたときに， った です。これらに 上大 は関わってはい

ないものの，大伴 持と 上大 の の をする上では くことのできない です。 
 
ももしきの大 人は多かれ に りて る (4-691) 

中に えてる人はたくさんいるけれ も， の をいつも しているのはあなたなのです。 
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うはへなき にもあるかもかくばかり人の さく へば(4-692) 

せめてうわ だけでも よくしてくれてもいいのに，それすらもしてくれない 女。 をこんな

いにさせて，本当にひ い人だ。 
 

には ひわたれ よそをなみ のみにして き がする(4-714) 

は く。 の中では 女をずっと い続けているのに，会う がなく，いつも から める 

ことしかできないから。 
 
千 く の の き を うち しいつか は (4-715) 

いつも千 が いている 。その のきれいな を， で って， 女に える はい 

つになったら来るのだ うか。 
 

といふ別き らず が ふる はけだし に見えきや(4-716) 

も も 女を い続けているから，もしかしたら 女の に のこの が現れているかも れ

ない。 
 

らきもの けてかくばかり が ふらくを らずかあるら (4-720) 

が けそうな 女を っています。それでも， の 持ちは 女に わらないものなんです

か。そんなはずないのになあ。 
 
かくばかり ひつつあらばは にもならましものを はずして(4-722) 

こんなにも に し くらいならいっそひとおもいに， も うことなく っこ や れになっ

てしまいたい。そうすれば れ なんだ うか。 
 
これら 7 は大伴 持が 上大 との関 を したくて った です。いつまでも 上大 からの

えがないように いますが，大伴 持の いは 上大 にしっかり っています。次がその になり

ます。 
 
ますらをもかく ひけるをたわやめの ふる にた ひあらめやも(4-582) 

方のような く立 な人のこんなにもの ，でもか い女の の の方が比 ようもないで

すよ。 
 

立つ の 間なく見まくの しき にもあるかも(4-583) 

に に出る が， にかからない がないみたいに， 方を毎 毎 ，いつもいつも見 

ていたいと っていますよ。 
 

ならば手にも か をうつせみの の人なれば手に きかたし(4-729) 

方が であったなら， を して，いつも一 にいれるよう さず に いているのに。 

方がこの の人であるからそれは， しいことです 。 

大 立 題 「 」2015 	 文集



－ 131 －

大阪府立千里高等学校 課題研究「探究」2015 年度 論文集 
 

 

 
は はいつもあら を すとかその ひて の きも(4-730) 

他にいくらでも える があったのに， うしてあの に ってしまったんだ う。もしあの  

っていなければ，こんなにも が立つことはなかったんでし うか。 
 

が はも千 の に立ち とも が 立たば しみこそ け 

の は千でも でもいくらでも になったってかまいません。でも 方のような人の  

が同じように されてしまうのは しくて， かれてしまうでし う。 
 
上 5 は 上大 が大伴 持に向けて った です。 では大伴 持の 持ちだけが り てい

くような感じがありましたが，大伴 持の 持ちはしっかりと われていました。 

とめ 

今 は， 時 の 人である大伴 持と 上大 の 聞 について調 ましたが，現 でも

さんという 本の 人の方と， さんという 本の 人が 聞 を りあっていました。こ

のことから は， は現 のコ ー ンとなりうると考えました。 

この研究を して， は自ら現 することによって，より く大伴 持と 上大 の について

理解することができました。 は，このような からもとに，自ら現 することは，現 の教

育にも かせるのではないかという問題提 を き，この「大伴 持と 上大 」の研究を終えようと

います。 

 

・ に し 集＜www.h3.dion.ne.jp/~urutora/mny0404.htm＞(2016 年 1 月 7 ) 
・ 中 の 間たち＜www.manreki.com/arekore/nakama/nakama/htm＞(2016 年 1 月 7 ) 
・ タマの 集＜blogs.yahoo.co.jp/kairouwait08/10550531.html＞(2016 年 1 月 7 ) 
・大伴 持とは＜http://kotobank.jp/word/大伴 持-39439＞(2016 年 1 月 7 ) 
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を くすことはできるのか 

本における「 」と EU 加 国との いから見る 本の改 点  

高  

 の  

さんは を受けたことがあるだ うか 大多 の人は受けたことがないと えるだ う。しかし，

ではあるが， 際に を受けた人がいるのが今の 本の現 だ。2012 年には， 高校での

によるバス ト ール テンの自 問題を りに，国 立の 中高の生徒 15000 人が

の にあったことが文 科学 の調 で している。 本では，1879 年に教育 により

は で全 的に されているのにもかかわらず，こんなにも多くの生徒が を受けている。 本

ではこのように 上ではあるが を している。しかし，アメ やイ スの一 の 域では

を容 している。 は教育の現 に必要なのかをメ ト・ メ トの観点から見てみる。 

 体 の  

 体 の  

まずはメ トから見ていこうと う。メ トの意見の一つとして，教員の を つことができ

ることが られる。もし教員が 対に手を出さないと分かって，それを 手に取り さをすることが

考えられる。 際， ンスター ルド ンと ばれる もたちが えてきている。これに対 するに

はやはり による支 は し方ないという意見が多い。 かにも， の がつかない もには，

別をつけさせるために みと共に に えこませる必要がある，という意見がある。 

 体 の  

メ トには の ス ートがよく られる。 と の 引きは しい。 を容 す

ることで， と した を う教員が出てくるだ う。 本で を って， 分を受けた教

員のなかにはスト ス発 のため， を り していたという教員もいるようだ。さらに， 学的な

から見ても メ トがある。2002 年にアメ で 36,000 人の を受けたことがある人を対象

とした研究によると，メ トとして， 期的には の に従うことが したが， 期的にみると，

的になる，反 会 を う，な といった多くの メ トが発 したとある。さらに， が

してしまうといじめが えるという ータもある。やはり メ トが多く，教育の には

は必要ないと考える。 

 と に 体  

 の と の体  

今 の 本には， の があるが， の 本の一 的な では は われていなかっ

たというから きだ。 際， 国時 に 本にやってきた ルト ル人の 教 のルイスフロイス の

ーロ パ文化と 本文化 によると，「 もに を わず， で める」という がある。

さらに は のない教育でも もたちが立 に育っていることに なる を受けたという。また，
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「立ち る いが で，のびのびしていて がある。」と している。そこには い感 があっ

たのであ う。なぜなら，この の ーロ パでは「学校へ くこと」は「 でたたかれに くこと」

と 同じような意 であったといわれている。ルイスフロイス の 文化比較 では，「 ーロ

パでは ， で って を する。」と書かれている。それ までに ーロ パの教育には

が く していた。以 の 本や では はこのような 在だったが，現在は のようにな

っているのか。 

 の の体  

それでは 本の現 を見てみる。まずは 本における の定 を改めて してみる。文 科学

によると， とは，「 に対する を内容とするもの」または，「 者に 的 を えるも

の」とされている。 者の や ，年 な の 々な要 も加 され境 があいまいな

ので， も たように 引きは しいが，大まかな定 はこうなっている。 的には， く，

る， るはもち んのこと， 時間の 座や を えないのも とされている。次に 本の

の現 を見てみよう。23 年度に文 科学 の発表によると， による 分を受けた教員は 126

人にもの る。 も たように 本の で は されているにもかかわらず，こんなにも

多くの教員が を ったのだ。今まで， を見たことがなかった にとって，この はとても多く

感じた。こんなにも が今 の教育現 に しているとは ってもみなかった。さらに，もうひと

つ見て しいのは， を受けた教員が 1 人もいないのである。なんとも理解しがたい である。

を った教員は今も教 に立ち，教 を っている。また， が で 分を受けた教員は

が高いとも われている。自 の 解 のためであったり，自分が受けた 分を不 と感じて

それをば として次の をふるったりする。もしかしたら，今も が れて われている可能性も

いきれない。は は ってきているが， の には っていない。 本が を させるには

本国内だけでの解決は しいだ う。 

 国の体  

しかしながら，今現在， ーロ パではス ェー ンを 頭に EU が総 を て を全 し

ようとしている。 本の教育に は必要なのか。なくすには うすればいいのか。これらの問題を E

U 加 国の教育現 から ントを て， 本の改 を見出してみたいと う。 

 の体  

 の  

ス ェー ンでは，1958 年に学校における を全 している。この では「学校内」だけ

に まっていたが，最終的には 々な論 を て，1979 年に「 もと 」の 6 1 において，

内における および をも した。しかし，このグ フ（グ フ 1）を見てもらいたい。19

60 年 には に 定的な 度や意見を持つ人がス ェー ン国 の 90 以上を めていたが，2000

年 には 10 後に まっているのだ。今では， もの人権大国と ばれる もに対して 容

なス ェー ンだが，一 には他の ーロ パの国々と同 に を容 していたことが見て取れる。
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，1945 年に を容 していた学校 の と改 の きがあった時に，ある 員が なしで

うやって学校の が てるのかという を表したり，当時の とん の が教 は生徒を く権

利を する きだといった指 をしたといわれている。このような の中で 1958 年に学校における

が された。そこから時間をかけて 論が 反対へと り わっていったのだが， がそんな

に大きく えたのだ うか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（グ フ 1） ス ェー ン 「 は もの教育に必要か」 

 体 に  

な理 は 3 つ られる。一つ目は ーロ パを含 多くの国で も期に関する たな 識の

及が られる。1930 年 に もの成 な に関する研究が多くなされた。その研究の内容が学者

間だけでなく， 間にも まったからだ う。2 つ目は 科 や 理学者，教育者の間で や

的 が もに及 す についての 識が まったことが られる。 も たよう

に もに関する研究が んになり， 識を め， の 性を国 ひとりひとりがしっかりと理解

できたからだ う。3 つ目だが，これが最も 要だと考える。それは国を て を目指してい

ることだ。一つ目は ン ーンだ。 えば， に関するパンフ トを作成したり，CM な

を作ったのだ。ス ェー ンの は「 もに対する のない 会をめ して を した

ス ェー ン 30 年のあ み 」というパンフ トを ものいる す てに した。また，

の 性を分かりやすく えるために CM を作り，それをス ェー ン全 で 映した。これにより，

の 性を国 が ることができたのだ。さらに， 分を 化することで教員に の

性を改めて らせることができた。 本でも の 性を したパンフ トな を作成しているが，

その 在を っている人は ない。 に関する 識が しく， がないのだ。このことからわかる
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ように， を進めるためにはやはり国 が の 性を理解することが必要である。 

 の  

これらのことから， 本の改 を見出してみようと う。 本 府がまず めに う きは 本国

の に対する意識を ることだ。そのために意識調査な を う きである。 も たよう

に国 が の 性を理解することが必要である。 府が国 は を のように え， のように

考えているのかを しなければならない。さらに，今現在 本が っている に関する や 業

な をもっと 域化し， 々まで き くように対 をすればいい。 本では の ， 期対

， 発 をかか て に向けた取り組みを しようとしているが，いまだに が って

いる。もっと なもの， えばス ェー ンが ったように CM を作って 映したり，インター

ト上で を ったりすることで国 に を ってもらうことができる。これらを うことで国 の

意識改 につながると考えた。また， 分の 化をすることで教員たちに の 性を

してもらうことができる。これらを うことで，教員だけでなく国 が の 性を く り，理解

することができ，教育の現 から という教育の 方をなくすことができる。 

 とめ 

この探究で， 本人は に対する 識が いことが分かった。国 ひとりひとりが に対する

識が いために 本が を してから 137 年 った今でもいまだに が っている の一

の大きな理 であると考えた。 が解決 として考えたもののひとつの 府が う は，国 ひ

とりひとりの意識改 につながり， がなくなっていくと考える 
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労働について 

 

 

 の  

は， 学生のこ に と観たあるド メンタ ー 組で，自分とあまり年 の わらない も

や，もっと い もが， しいからという理 で大人と同じように働く を見て を受けた。それ

から，ずっと 問題や もの問題について を持っていたので， この機会に を持つきっ

かけとなった 労働について しく調 ることにした。 

 的 

が今 ，「 労働」というテーマを調 る目的は，より多くの人に， 労働する も が

れ な環境で働いているのかを ってもらうことと， 労働を くしていくために たちが

に出来ることを見つけることだ。 

 の  

 の  

今， には，学校に えていない も が 1 6800 人もいるといわれている。この は，

の 18 の も に 9 人に 1 人に する。学校に えていない も に とん は

の もや であり， らは学 を えないことはもち ん， を助けるためや，生きていくた

めに，働かなくてはならない。 

 と  

学校へ えていない も は，教育を受ける き年 で教育を受けられないということになる。教

育を受けられないと，文字の み書きや な でさえも出来ない，いわ る 識字者となってしま

い，生 の基礎 識がなくなってしまう。すると，安定した 業に けず， 入が なくなり，やがて

を くことになってしまい，その の もまた，同じように，教育を受けずに働かなくて

はならない」という の イクルに ってしまう。そのような もが えていってしまうと，国全

も 国 となってしまう。 

的な として， 国 としてよく取り上 られるアフ スタンは， 労働者が多い国でも

ある。識字 も に く，男性は 50%，女性は 34%である。 本の識字 が 99%であるのに比較す

ると， れ いものなのかがよくわかる。また，教育の大 さがよくわかる結果となっている。 

 の  

 の の  

労働とは， に「 もが働くこと」す てを指すことではない。国際 によると，15 ，

発 途上国は 14 の 教育を受ける き年 の もが大人と同じように働くことと，18

の もの で な労働が 労働にあたると定 されている。しかし，15 でも学校に
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いながら 課後や みの に 業を手 ったり，学校に いながらするアルバイトは， もが学 こ

ともあり， もにとって スの で働くことは，「 もの 」と んで 別される。ただし，

もの教育や安全が られないことが 提。このように， 労働の定 ははっきりしているが，

際にはその が「 労働」なのか，「 もの 」なのかが 別しにくい 合がある。 労

働か うかを見分ける際には 4 つの イントがある。 

1 つ目は，「教育を受けることを る労働」である。14 までは 教育とされているため，15

の もが教育を受けずに働くことは全て 労働にあたる。また，学校へ いながら働く も

もいるが， に労働 担の 合が多く教育の が られない 合は，学校に っていたとしても

労働にあたる。 

2 つ目は，「 的な発 を る労働」だ。 ともに成 途中である も にとって や へ

の大きな 担は成 を大きく るものとなる。 もが に い を ことや， 時間同じ

で作業することは， や が がってしまう となる。また， や で の を うことは，

もの，その後の人生に大きな を えてしまうのだ。 

3 つ目は，「 で な労働」である。マスクも けず， な が大 に かれた で働かさ

れたり，不 生な で もせず 時間働かされることは， を引き こす となる。これは，

大人にもみられることだが，大人より の発 を十分にしていない もたちにとっては により

大きな を える。さらに， もは大人よりも 識や が大 ないため， と安全の が

出来ず， から自分の を ることも出来ないのだ。 

4 つ目は，「 もを 取する労働」だ。 や が労働に対 せず，不当な扱いを受けることを

取という。大人より 会的 が く，発 もない もは， 取されやすい立 にいる。たとえば，

労働をしている もがもらえる は， 1 で 20 から 40 とされている。さらに，人

や， ， に もが われることは「最 の の 労働」と ばれ， に 取的なも

のと考えられている。この 合は， 教育年 にかかわらず，18 の もはす に されな

ければならないと決まっている。 

これらの 4 つのうち，1 つでも当てはまれば全て「 労働」であると される。 

 の実態 

 の  

国際労働機関（ILO）の発表によると， 労働者は 2008 年の と比 4700 人 したが，

最 の の 労働をする もは，8534 人にの る。（2013 年 9 月）ILO とは，労働 件の改

を し， 会 を基礎とした 平 の 立に することを目的とした である。しかし，I

LO が目標としている，「2016 年までの最 の の 労働の 」はこのままでは 成できないと

指 されている。 

 実 の  

も はコー ーやたばこな の大 業で われたり， やコ トンな の 作 を生

し， を助ける。他にも， 労働や 業で働く。これらはす て 業であり， の
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労働の 60%をしめる。 

では， 労働の 際の 内容とは のようなものなのだ うか。 

インドのコ トン で働くある女の は学校に わず毎 まで 2 ロ いて に かう。 女の

は を手作業で受 させる作業で，この作業は 6 月から 9 月ご に集中して われるため，多く

の人が われる。 女も 2 月間一度も みがなかった。コ トン には とん がなく， に

をかがめて作業する。さらに大 の を うため，かなり な だ。さらに， 女は もだか

らという理 で，大人の 7 の しかもらえなかった。 女は 16 で がんになり， くなって

しまった。 

インドのコ トン で働く ものうち，70 から 80%は女の だ。その には，結 持参 とい

うものがある。結 持参 は結 するときにお さんの が用意するもので，教育を受けている

は高くなる。そして，その持参 を用意するために， もを 月コ トン で働かせる を

する。 すると， として， の年 一年分に 当する大 が支 われるため， は もを働

きに出してしまう。インドは中国に次 のコ トン生 を る国。しかし， たちが

っているコ トン の には，こんな しい があるのだと考えたらとても くなった。 

 めに 

  

現在， 労働は国際 で定 されている。ILO は 1973 年に働いてよいのは 教育を受けてか

らと定められた「最 年 」が作られ，さらに 1999 年に もにとって， に 取的な労働をす

る 18 の もたちを優 的に する「最 の の 労働 」を定めた。さらに 1989

年に国連で された「 もの権利 」では，54 の 文で もの人権が られている。この 3

つの国際 を，多くの国が している。そしてさらに， 中の とん の国が 労働を す

る をもっている。 

本では， 本国 の 26 に「国 はひとしく教育を受ける権利を すること， もには

教育を受けさせる があり， 教育は とすること」とある。また，労働基 では 6 に

年 者に関する 目があり， 56 に最 年 が定めらており，「 用者は， が 15 に した

以 の最 の 3 月 31 が終 するまで，これを労働者として 用してはならない」と書かれている。

しかし，13 の の 用が されている 業に当てはまらないもので， の や に

でなく， なものは， の 可を れば められる。映画の作成や は 13 に たな

い もでも同 に められる。これが， の が 労働に当てはまらない理 だ。他にも，「

・ ル 」や，「教育基本 」で もが られている。 

 に と 

しかし，これだけ多くの もを る や国際 があっても，まだまだたくさんの も が

労働している。そこで たちができることは だ うか。 

まず， たち個人でできることとは， 労働についてよく り，関 を持つこと。 本では NGO

な の 労働 ト ークに参加することもできる。 労働 ト ークでは，ILO が 2002 年に
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定した 6 月 12 の「 労働反対 ー」に毎年 ン ーンを 開しており，「スト

労働 50 人 」 を ったり，「ILO ド ードアク ン」という を っている。この

は「 労働 の意 表 として ド ードを掲 る ン ーン」であり，指定の ド ー

ド(表 2)を入手し，それを掲 た を って，Facebock や Twitter な の SNS にア することで

本全国に 労働 を び ける だ。また，立 の い発 途上国の生 者や労働者の生 改

と自立を目指すフェアト ードという もある。そのような取り組みをする人々が えていくこと

で， 論につながり，国際 会や企業の取り組みを後 しし， 労働のない を作っていくことに

つながるのだ。もち ん することも たちにできる 労働をなくすための取り組みだ。今 ，

がこのテーマを調 るために った NGO の イトでは， ン イン で き を

していた。その を うことによって， も への となる。また，企業な でできることは，

の設 や， つきの を すること。 

本にいる たちは決して 労働とは 関 でなく， コ ートの 料の ， ，コー

ー， な は自分が らないうちに， 労働で作られたものを っているかもしれない。他人 だ

とは わずに，次 を担う たち もが教育を受けられないという課題に取り組みつつ， 労働

を生み出さない， もを る企業の在り方を考えていくために 論へ ていく きだはないだ う

か。 

 

・ACE の もを 労働から る NGOACEacejapan.org/childlabour/entrance 

・ILO www.ilo.org/tokyo/lang--ja/index.htm 

・ 労働反対 ー ン ーン 2012stopchildlabor.jp/2012/about-cl.html 

・ 労働がない 会をめ して ngo-ayus.jp/column/other/2011/02/ace_final/ 

・ 労働 ト ーク CLJAPANhttp://cl-net.org/campaign2014/redcard.html 
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とり教育 を考える 

 

1  の  

がこのテーマを設定した理 は，2 つある。1 つ目は，テ でよく とり教育という を聞い

て， を持ったからだ。そこで， 会人を， えない， とりなんだから。と決めつける上 の

を聞いて， 会人を とり とくくり，一人一人を見ようとしない に 問を持った。それと

同時に， とり教育はそんなに問題があったのだ うか，と考えた。2 つ目は， が 学生だったとき，

とり教育がなくなり うしてだ う。と もながらに んでいたが，もっと 識をふやさないとい

けないのか，と自分の中で に解決してしまった。自分の に こったことなので， な問題だと

え，今 探究することにした。 

2  とはなに と とはなに  

 に  

はじめに，学 とはなにか。文科 は，「 かな学 」について「 識や 能はもち んのこと，こ

れに加えて学 意 や自分で課題をみつけ，自ら学び， 的に し， し，よりよく問題解決す

る 質や能 等まで含めたもの」と しており，最終的な目標は「生きる 」の育成だと 調してい

る。これは， とり教育の掲 る目標と一 している。 

 と に  

とり教育の内容について 3 つ していく。1 つ目に， 内容の選 がある。これは，自 的に

教科を選 することによって学 意 が高まり，より学 とク テ ーが上がるとされたものだ。

次に，総合的な学 の時間がある。バ ーに んだ学 機会をとるというものなのだが， 際は，

教育が多いようだ。そして，最後は，生徒の学 を絞ることだ。これは，生徒の 担を らし，

いた時間は生徒個人の自 的な にあてることとしている。総合的な学 の時間において， とり

教育は 生たちの とりを ったということも われている。総合的な学 の時間において，文 科学

は各学校において定める目標及び内容に反映させ， 意 していく必要がある。としている。した

がって，その時間にする きことがわからなかったのだ。 とり教育の大きな目的は，生徒自 が「自

分で を考える 」を育てることができるように導くこととされている。 

 の の 問題  

次に， 本の教育の を り り，教育の問題点について る。 後の 本教育から教育の み

をた っていく。 本が に けてから，アメ 型の とり教育がスタートされた。すると 論の

れは，「もっと を教える きだ。」というものに わった。その 論に従い， 識を大 に教える

いわ る「 め込み教育」になる。 め込み教育とは，これまで上の学年で していたものを の学

年で教えるようにするな ， 識を りだくさんに教える教育だ。そうすると ちこ れが出てしまい，

「 め込み教育をやめ 。」という きになった。そしてまたようやく教える 識を らして自分で考
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える を う を う「 とり教育」が 現できたと ったら，学 が がった もないままに「

とり」に方向 された。ここから， 本の教育は 論に り されていることがわかる。教育は，

度を えてから結果がでるまでに時間がかかる。それが，教育改 をわかりにくくするのだが，「

とり教育で学 が する。」と がれたのは， とり教育が本 的に導入される だった。 が問

題点に感じたのは， が もないままに，次々と教育改 をしていることだ。これでは， 果的な結

果が出るとは われない。 論も大 だが，それ以上に教育とは，学 とはなにかを く考え今 し

ている改 に自 をもって，教育を進めていくことだと う。 

 と の 上 と と  

次に，PISA から と 本の教育の いを比較し， 本の教育の をとらえていく。PISA とは，

の 15 の もを対象にしたテストだ。「 解 」「 学的 テ ー」「科学的 テ ー」の 3

つが調査対象となる。教わった の理解を 定するというよりも， し 能や 識を現

の生 に 用する能 を 定する。 テ ー は， 用のための い 能に 目するために わ

れる基 だ。上 とフ ン ンドと 本を比較する。 

まず めは，上 だ。中国は，文化大 の期間中，教育を受けた人々は， 方の では働くこと

になった。そのとき，教育の機能は 上 された。しかし 30 年も たないうちに，上 や で

は目 ましい教育委ステ の改 を っている。生徒の学 の度合いに，中国の文化的 統の中でも最

も本質的な がみられる。他の文化 では，生徒は授業中ずっと に 頭したり，集中することを

必ずしも められたりしない。しかし中国の文化では，ひたすら集中することが生徒の となってい

る。そして生徒の学 は，授業だけでなく， 題も不可 な要 である。 統として， の生 を

もに合わせるというものがある。しかし の多い 題は生徒にとって 担であるため，中国の多くの

府は学校が課す 題 の上限を決めている。上 は くから 限を加えた一つだ。生徒は，学校内

の学 の多さにしばしば されている。そのため，国の 2020 年までの 画を した文書でも，

「生徒の学 担の 」が提 されている。上 府は，生徒の学 担を らし，学 の より

も学 の質に 点を く たな 入を進めている。それは「試 視」の考え方を するこ

とにつながる。次に，フ ン ンドの一 した高成 への やかで安定した改 をみていく。フ ン

ンドは，中等学校の生徒の学 度において， の ー ーのひとつであり，この を 10

年間 持している。フ ン ンドの学校に関する最も く き のひとつは，生徒の授業時間が の

OECD 国の生徒よりも いことだ。OECD とは， ーロ パ 国を中 に ， を含め 34 か国の

進 国が加 する国際機関だ。フ ン ンドは，生徒の自 性を している。生徒は自分の学びを

画することに 的 を果たすように められている。高等学校での学びは今や， として個別の学

画に基 いたものであり，もはや学年の は 在しない。そして 本だ。国際的な教育の比較調査

が まって以来， 本は国際的 のト か，その くに 続けている。 本は集 と 会関 に高

い を いている。それは 本の が しいという から生み出されたものである。 本人

は，成 への最 の は人的 本の発 を じてであるということに いていた。だから，生き く

ために に い 関 を発 させていった。これは， 本の教育が い成 を めていることの
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にもなっている。そして授業時間は， 本の生徒が い学業成 をあ る 要な要 だ。最 までは，

本の 立学校に 6 間 っていた。その上，1 時間の 題があった。しかしながら， 本の生

徒は，教育から多くの きを ていると考えられる。ク は，他の国よりとても であり，

学校が終われば，生徒は全 でク に向かう。一方， 国の生徒はク は に 1 しかも

ク がないそうだ。ここから， 本はメ ハ のある学 をしているといえる。 

 と の に の は の  

最後に，PISA クから， 本の学 は「 とり教育」のせいで本当に したのか。の 問を

調 た。PISA の 本の を見ていく。2003 年には， 本の が し がっている。ここで， と

り教育 の が しずつ出てきた。しかし， とり教育がたった 1 年しかなされていないのに， と

り教育によって PISA の が がったと考えるには 理がある。2006 年にはさらに がり，そこで

とり教育の となった。 たように，教育は改 をしてから結果が出るまでに時間がかかる

ので， をするのは す る。2009 年の調査では し上がった。この年，「 とり」を 学と理科

で されていたが，もち んこの年の生徒は受けていない。2012 年 がさらに上がる。そこ

で，「 とり教育」によって 本の もたちの学 が した。」な と されたが， とり教

育が中学校で導入されたのは，まさにこの 2012 年からであり， 学校 6 年間は とり教育を受けたこ

とになる。こうしてみると，1996 年度生まれの らが対象となった 2012 年度の PISA の結果をもちだ

して， とり教育が を したと表現することには，いささか 理であることがわかってくる。 ら

が 学校入学以来 ごしてきた学 の基本的な性質を らし合わせたならば， らが した「学 の

向上 向」は し とり教育とよばれるものによってもたされたと解 することもできるからだ。そ

して， 後， 識を大 に め込み，それを試 で する教育が われてきた。そうした教育で育っ

た人材が， 本の高度 成 を支えたのは だ。しかし 本を含めた 進国は，その次の にき

ている。 えのある問題を に解ける人材」よりも「 えのない問題に対して自分で考え，自分から

して 解を作り上 ていく人材」が められている。 

 の の に の 

は，今 本の教育に必要なことは，これからの 会を生き く を うやって につけてもら

えるか，を考えることだと う。そのためには，一人一人が 会の問題を多 的にみて， く 会の問

題について考える必要があると感じる。その を育成するには，この探究や， ートの授業をする

学校を やすことが いのではないか。この2つは，大阪府立千里高校で われている 的な授業だ。

はこの授業を して，自分の で調 て自分の で考えを る の 要性を った。 本全国で

この授業を本 的に取り入れることができれば，自ら考えることのできる人材が えるのではないか。

高 化の進んでいる 本は，これからの 会を 人 で支えていかなければならない。だから，

えのない問題を解決できる人材を育成するというのは，とても できた。 も大 だが，これから

の 本を担う人材を育成する教育も 会の問題として え，考えることも必要だと った。 

 に の  
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は， 学生の から とり教育に対して があったので， 的に調 ることができた。調 てみて，

本の教育も問題点がはっきり見えてきたので，やりがいがあった。 は，まず自分自 が 論に され

ず，自分の意見をはっきり持つことが大 だと う。 
 

                                                                                            

 

 

教育は 会をより くできるのか  

別支援学 ・学校の現 と現 の 会がしなければならないこと  

口 人 

 の と  

がこのテーマを選んだのには に 2 つ理 がある。1 つはド マである。「1 トルの 」という

ド マの中で， に しみ がいを持つことになる 人 の一生 生きようとする ，その 人

の る が りに える な を見て感 し， がいに を持つようになった。もう 1 つは講 会

である。学校の として った がいについての講 会で，自分になかった考え方を学び，そして自

分の考えの さを感じたからである。 

 の  

 の  

現 にはバ アフ ー という がある。この は，高 者や がい者の な を にする

ため， 共 設や のバ アフ ー化な を 進する である。この により 設整 と

いう では 々に改 されてきている。しかし たちの意識の問題は うだ うか。 別や 見をなく

す，いわ る「 のバ アフ ー化」というものである。 はこの「 のバ アフ ー化」は だ進ん

でいないと考える。その理 の 1 つとして，内 府が ったアン ートの結果がある。（1）「 がいを

理 とする 別や 見はあると うか」という問いに対して 90 の人があると うと えたのだ。ま

たこの は の調査よりも上 している。また がい者がタク ーの を されたり，会 の

会 に参加させてもらえなかったり， 進試 を受けさせてもらえなかったり， 々な 別・ 見に関

する問題が きている。 

 の  

内 府のアン ートの結果，そして現 の の の 1 つとして がい者と 者の 点があまり

いということが考えられるのではないかと う。 は がい者と になったことはないし，あまり

ったこともないし， りに がい者とつながりを持っている人はいない。また との会 で「 が

い」や「 がい者」についての 題を したことが とん ない。このような から は現 会に

は 者と がい者の 点が ないと考える。では 者と がい者が関わりを持つことは問題解決に
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つながるのか。 は 点を持つことは大きな問題解決の要 になると考える。 際 の は スト

ロフ ーという によって が不自 になり， いすで生 している がい者である。しかし，

は から と会っているため， の がいについて も わないし， は を している。

また の っていた 学校では「開かれた支援学 」をテーマに支援学 の生徒と 学 の生徒の

を図ることで いを うとする が われている。このように するという 的な関 を持つ

ことは 別や 見の解 において に 要である。そこで はなぜ 者と がい者の 点が ない

のか，そして うしたら がいについての 別・ 見を 会的に解 できるのか，「教育」という視点

から考えた。 

 と の な  

 と 援  

がい者と 者の関わりが ない は こにあるのか。 は「学校」に 目してみた。現在，

がい の多くは 別支援学 や 別支援学校という に っている。 別支援学 とは， が う

学 がある学校に かれている がい が学 学 のことである。 がいが い 合は，決められ

た時間を 学 で することができる。 別支援学校はこれとは い，学校が がい 教育を

としており， がい のみが う学校のことである。 がい は現在このような に っているのだが，

今 たことからわかるように， 学 に う もたちと 別支援学 ・学校に う もたちは

れ合う機会がない。つまり もの時から 点がないのである。これが 点が ない の 1 つ

である。ではを 点を やすために， がいを持つ もと持たない もが同じ学 で するのは

メなのだ うか。これについて考えるために， がい が 学 と 別支援学 ・学校それ れで

学 メ ト・ メ トを考えてみる。まず 学 のメ トについてである。メ トとしては，

将来 会に出た時 りは とん が 者である。そのため，その に もの から れることが

できるというのがメ トである。 に 学 の メ トとしては， がい の 性に合わせて教

育することが なため， がい が についていけなかったり， がいの によっては授業の

をしてしまう可能性がある。 という 学 に在 しながら， に 1 くらいの ースで がい

の改 を目的とする授業な を出 できる 度もあるが，これは比較的 度な がいを持つ がい し

か利用できない。このように がい が 学 で学 のは な点がある。これに対して支援学 ・

学校のメ トは個人を 視した教育を っているとこ だ。 的には，授業 が 生対生徒の比

が 1 対 8 や 2 対 7 であり，この 人 を かして，それ れの生徒の がいの や 度を考 し

て個人個人に合わせた教育を っている。 えば 5 の A は国 が 手で は 意だから 2

ルの国 を しながら 5 ルの を する，というようなものである。また がいによる生

上や学 上の を するために「自立 」という授業も設けられている。 別支援学 ・学校

ではこのような「個人」に 点を いた教育ができるというメ トがある。しかし との が

なく， 会に出た時に るという メ トや 別支援学校においては，学校 が ないために 学

が不 になる可能性があるという メ トがある。 
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 の の  

このような 学 のメ ト・ メ トを見てみると， のことを考えた時，やはり学 を が

いの な によって分ける きだと分かる。しかしそのような型をとっている現 ， と がい

の関わりは っていて，なかなか関わりを持つ機会がない にある。最 に た「開かれた支援

学 」のような，学校に 別支援学 が かれているということを かして する機会を設けるのは

いいことかもしれない。 際現在，大阪のす ての 立 学校に 別支援学 が設けられている。これ

を かした をするというのは 1 つの問題解決への案かもしれない。しかし， 学校では 1 年間に

35 時間 の授業が われているが，このうち がいについての授業は 2，3 時間のみである。これ

からわかるように を も うことは である。 際 の っていた 学校の教頭 生も

「時間的な は い」と していた。つまり学校だけで 者と がい者の関わりの 加を 進する

には限度があるのではないかと う。 

 に の 的に には  

 の  

学校の時間な の を考えた時， がい者の 別・ 見問題に対して学校が えることには うし

ても限 がある。そこで学校の ，助けとして 域が， がいについての教育を うのは うだ う

か。本来教育とは学校のみで われるものではなく， 域や な 会全 が して われる きな

のである。 際文 科学 も，「 域全 の教育 の向上に する学校・ ・ 域の連 の ト

ーク等の取組みへの支援が 要」と ており，教育が学校だけでなく や 域が して うこと

を 調している。また 域の人たちが して かを うことで， 域の人たちの が まり， 域

の 性化につながると考える。 

 具体的 の な  

的に のようなことを うのかというと， の機会の 作である。同じ目標を して 成し

ようとすることはお いについて理解し合うことができ，これからのつながりへの 一 になると考え

る。 えば，スタン ーで一 に分からないことに してみたり， 作業で共に を したり，

一 に同じ映画を してそれに対しての意見を い合ってみたりしたらいいと考える。このような

しそうな にしているのには 2 つの理 がある。1 つは参加しやすいようにするためである。講 会

のような しい は に は参加しにくいだ う。 しみやすい内容にすることで に参加で

き， を引くことができると考える。もう 1 つは参加者を やしていくためである。 しい をし

たら人は か したくなるものである。これを利用して， を しくすることによって口コ で が

り，より多くの人が に参加してくれると考える。このような によって 別や 見な の意識を

らすことはできるのではないだ うか。またこのようなイ ントには もだけでなく，もち ん大

人も参加する必要がある。現 の多くの大人も， もの ， がい者と する が った に，

がい者との関わりがないまま生きてきており， 別や 見が頭の こかにあると うからだ。また 会

の 来である もを教育するのは大人であり，大人が わらなければ 会は わらないのである。こ

のようなことから もも大人も教育する きなのである。つまりは「一生の教育」が必要ということ
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である。将来的に， がいについてしっかり理解していて， もの見本となる大人を やしていくた

めには，「一生の教育」が ー ードになってくるのではないか。そしてこのような「教育」をしっか

り うことで， 別や 見のない， 者・ がい者関 なくみんなが で らせる 会もそう く

ないと考える。 

 の  

この探究 を して は，論文が のようなものかを ることができた。 の めの方は「

ート」と「論文」の いがあまり分からず，ただ を た ートを書いてしまった。しかし

を続けていくうちに， のような内容で のように 開すれば論文になるのか分かっていくことができ

た。また に を調 たことによって， の取 選 能 も しは わってのではないかと う。

将来，この論文のテーマに関わることをしているか分からないが，この探究 で た 識，そして

を生かして生きていこうと う。 
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